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2007(平成 19)年度のシーナリー 

設立総会で役員を紹介する渡邉事務局長 
【2007 年５月 27 日(日)】 

白根山頂直下にて≪支部設立記念山行≫ 

【2007 年８月 19 日(日)】 

炎天下を山頂に向かう 

≪支部設立記念山行≫ 

【2007 年８月 19 日(日)】 

ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
で
日
下
田
支
部
長
挨
拶 

(

支
部
設
立
記
念
山
行) 

【
２
０
０
７
年
８
月

日(

日)

】 

ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
で
白
根
山
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影 

(

支
部
設
立
記
念
山
行)

【
２
０
０
７
年
８
月
19
日(

日)
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講師の神長善次氏≪第１回秋季講演会≫ 

【2007 年 11 月 18 日(日)】 

講演会後の懇親会≪第１回秋季講演会≫ 

【2007 年 11 月 18 日(日)】 

懇親会に集った方々 

三支部懇談会≪日光湯元『湯の湖荘』≫ 

【2008 年２月２日(土)】(上下２枚とも) 

重廣恒夫氏講演会 

【2008 年３月６日(木)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008(平成 20)年度のシーナリー 

茶臼岳山頂にて≪春山山行≫ 

【2008 年４月 13 日(日)】 

2008(平成 20)年度総会 

【2008 年５月 24 日(土)】(上下２枚とも) 

羽田栄治氏の講演 

≪第１回山岳映画の夕べ≫ 

【2008 年７月 12 日(土)】 

加仁湯玄関にて≪夏山山行≫ 

【2008 年８月 31 日(日)】 

雲竜渓谷にて≪冬山山行≫ 

【2009 年１月 25 日(日)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009(平成 21)年度のシーナリー 
総
会
・
懇
親
会
の
光
景 

【
２
０
０
９
年
５
月

日(

日)

】 

(

左
右
２
枚
と
も) 

羽田栄治氏と講演参加者≪第２回山岳映画の夕べ≫ 

【2009 年７月 26 日(日)】 

右：鬼怒沼への急な階段を登る坂口会員 

下：鬼怒沼湿原で記念撮影≪夏山山行≫ 

【2009 年８月 30 日(日)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：薬師岳山頂 右：細尾峠 ≪秋山山行≫ 

【2009 年 10 月 31 日(土)】 

2010(平成 22)年度のシーナリー 
右
：
根
名
草
山
頂 

 

下
：
加
仁
湯
前
に
て(

夏
山
山
行) 

【
２
０
１
０
年
８
月

・

日
】 

２
０
１
０
年
度
総
会 

(

上
・
左
２
枚
と
も) 

【
２
０
１
０
年
６
月

日(

日)

】 

左：熱弁をふるう桑野講師 右：懇親会での記念撮影

≪第４回秋季講演会≫【2010 年 11月 27 日(土)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪いずれも第４回三支部懇談会≫ 

上・右３枚：開会式・記念講演【2011 年２月 12 日(土)】 

下２枚：日光世界遺産巡り班【2011 年２月 13日(日】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011(平成 23)年度のシーナリー 

春
山
山
行
・
前
田
会
員
激
励
会 

左
・
桜
峠 

右
・
桜
峠
か
ら
の
登
り 

【
２
０
１
１
年
４
月

日(
日)

】 

春
山
山
行
・
前
田
会
員
激
励
会 

(

左
２
枚
と
も
か
か
し
の
里
に
て) 

【
２
０
１
１
年
４
月

日(

日)

】 

右
：
山
野
井
支
部
長
挨
拶 

左
：
総
会
出
席
の
方
々 

(

２
０
１
１
年
度
総
会) 

【
２
０
１
１
年
５
月

日(

土)

】 

左
：
羽
田
栄
治
氏 

右
：
講
演
会
参
加
者 

(

第
４
回
山
岳
映
画
の
夕
べ) 

【
２
０
１
１
年
７
月
９
日(

土)

】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富
弘
美
術
館
前
で 

(

新
年
会
・
冬
山
山
行) 

【
２
０
１
２
年
１
月
28
日(

土)

】 

右
：
湯
沢
噴
泉
塔
へ
向
か
う 

【
２
０
１
１
年
８
月

日(

日)

】 
(

夏
山
山
行) 

左
：
赤
岩
滝 

【
２
０
１
１
年
８
月

日(

土)

】 
 

右
：
三
枚
岩 

左
：
古
峰
峠(
秋
山
山
行) 

【
２
０
１
１
年

月

日(

月)

】 

熊
鷹
山
手
前
の
中
曽
根
十
字
路
付
近
に
て 

(

新
年
会
・
冬
山
山
行) 

【
２
０
１
２
年
１
月
29
日(

日)
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2012(平成 24)年度のシーナリー 

加
仁
湯
前
に
て(

夏
山
山
行) 

【
２
０
１
２
年
８
月

日(

日)

】 

(

春
山
山
行) 

【
２
０
１
２
年
４
月

日(

日)

】 

右
：
大
倉
尾
根
の
カ
タ
ク
リ 

左
：
花
瓶
山
手
前
の
次
郎
ブ
ナ 

 

袈裟丸山山頂にて≪埼玉支部との合同≫ 

【2012 年６月 10 日(日)】 

太郎山山頂にて≪第１回親子登山教室≫ 

【2012 年７月 29 日(日)】 

七ヶ岳山頂にて≪秋山山行≫ 

【2012 年 11 月４日(日)】 
大坊主山山頂にて≪冬山山行≫ 

【2013 年１月 13 日(日)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：開会行事 右：特別講演の船村徹氏≪『山の日』を作ろう！栃木集会≫ 

【2013 年６月２日(日)】 

懇親会に集った方々 

2013(平成 25)年度のシーナリー 

３回の講演会の講演風景 

上：第６回夏の山岳映画の夕べ≪山本篤氏≫【2013 年６月 29 日(土)】 

中：第５回ヒマラヤの集い≪北村誠一氏≫【2013 年 11月３日(日)】 

下：第７回「山」の講演会≪猪熊隆之氏≫【2013 年 12月１日(日)】 

第２回親子登山教室 

上：楽しい夕食【2013年８月３日(土)】 

 下：男体山全員登頂【2013年８月４日(日)】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏山山行【2013 年８月 25日(日)】 

左：加仁湯前にて 右：鬼怒沼にて 

2014(平成 26)年度のシーナリー 

足尾銀山平『かじか荘』にて≪第７回四支部懇談会≫ 

【2014 年２月２日(日)】 

荒海山山頂にて≪秋山山行≫ 

【2013 年 11 月４日(月)】 

春
山
山
行(

谷
川
岳) 

右
：
赤
倉
沢
二
股
に
て 

【
２
０
１
４
年
４
月

日(

日)

】 

左
：
成
蹊
学
園
山
の
家
『
虹
芝
寮
』 

【
２
０
１
４
年
４
月

日(

土)

】 

第３回親子登山教室【2014 年７月 20 日(日)】 

左：女峰山・唐沢小屋にて 右：小真名子山山頂にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新年会・冬山山行 左：日光湯元『湯の湖荘』【2015年１月 24日(土)】 

右：高山山頂にて【2015 年１月 25日(日)】 

夏山山行 左：加仁湯での懇親会【2014 年８月 23日(土)】 

    右：於呂倶羅山山頂にて【2014 年８月 24日(日)】 

秋
山
山
行
４
景(

立
山
方
面) 

称
名
滝
前
で
記
念
撮
影 

【
２
０
１
４
年
９
月

日(
土)

】 登山研修所にて 

【2014 年９月 14 日(日)】 

弥
陀
ヶ
原
ホ
テ
ル
前
に
て 

【
２
０
１
４
年
９
月

日(

日)

】 

雄
山
山
頂
に
て 

【
２
０
１
４
年
９
月

日(

日)

】 



支部長挨拶 

栃木支部長 渡邉 雄二 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2016 年５月 27 日、公益社団法人日本山岳会栃木支部は設立 10 周年を迎えることがで

きました。10年前（2007 年）の同日、日下田實支部長以下 33 名の会員で日本山岳会の 26

番目の支部として発足しました。 

 設立総会は、本部から宮下秀樹会長をはじめ、神崎忠男副会長、吉永英明常務理事らに

ご出席いただき、宇都宮市の「コンセーレ」にて盛大に開催できたことを昨日のように思

い出されます。  

 当時の日本山岳会の活動方針として、クラブライフの更なる充実のためには支部の組織

化が重要だとして各地方に働きかけをしておりました。日本山岳会理事経験者である私は

担当副会長平林克敏氏と相談の上、平林副会長を宇都宮市にお迎えし支部設立のための有

志懇談会を開催し設立準備を始めました。幸い本県の登山界は、県山岳連盟の役員の多く

が日本山岳会員であるという恵まれた環境にありましたので、支部設立の事務手続きはと

んとん拍子に進み、わずか半年の間に設立に至りました。平林副会長をはじめ本部理事の

方々、設立発起人として名を連ねていただいた会員の方々のご理解とご協力には心より感

謝申し上げます。 

 その後、日本山岳会の組織運営で大きな課題として突きつけられたのが、「公益法人改

革法」(2008 年)への対応でした。様々議論や模索を経て総会での公益法人化が承認され、

2012 年４月１日から「公益社団法人日本山岳会」となりました。本支部としてはいち早く

会員のための共益事業と社会貢献のための公益事業の二本立ての事業を設立当時から取



り組んでおりましたが、この公益法人化への移行はさらに地域社会や県岳連と一体となり

充実した事業を実施することができるようになりました。特に「財団法人栃木県青年会館

コンセーレ」との共催・後援事業に関しましては、事業展開の上で大変有り難く心強いご

支援に感謝申し上げます。 

 また、本年から施行されました「山の日」の祝日につきましても、その実現と関連行事

の実施について、県当局をはじめ関係山岳団体との連携の下に推進でききたことは大変喜

ばしいことでした。このことがさらに本県の登山文化の発展につながり、「山の日」の祝

日が更に意義深いものとなるよう切に願っています。 

 アルパインクラブとしての本支部の活動は、当然「山登り」を主体的に行うことですが、

次代を担う若者にも「山登り」を通して自然と共生する真の「生きる力」を養ってもらい

たいものです。その意味からも学習院山桜会のご支援で継続している「親子登山教室」は

本支部の重要な公益事業でもあり、最近の日本の自然災害状況を鑑みれば防災教育にも繋

がる活動でもありますので、今後とも充実させて継続していきたいものです。 

 本支部の組織も、新たにユースクラブやマスターズクラブの活動が増えて充実のための

礎ができつつあります。10 年という年月は、組織にとっては体裁がどうにか整いつつある

といった段階と思います。本支部も現代日本の抱える課題の縮図でもあると言える、高齢

化、会員数の伸び悩み、若手会員の絶対的不足など難問を抱えています。しかしながら、

山を愛し、人と自然を大切にしながら岳人として「山登り」を継続しながら、社会に貢献

する活動はいつの世においてもその状況に応じて続けることができるはずです。そのため

にも、この 10 年の節目となる記念誌を捲ることによって、これまでの活動を支えていた

だいた役員や会員の皆様にご慰労と感謝を申し上げるとともに、アルパインクラブとして

今後の実りある活動をするための糧としていただければ有り難く思います。そのことによ

り、これからの 10 年が栃木支部のますますの充実・発展期となることを確信しておりま

す。 

 末筆にて恐縮ですが、この 10 年の基礎固めをしていただきました歴代の支部長、日下

田實氏、山野井武夫氏に衷心より感謝申し上げ、10 周年記念誌発行の挨拶としたいます。 

 

 

 

 



  栃木支部の１０周年をお祝いして 

                        日本山岳会会長 小林 政志 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栃木支部が設立して今年で 10 周年の記念の年を迎えられました。心よりお祝い申し上

げます。 

 貴支部は本会の 26 番目の支部として、2007 年５月 27 日に発足しました。当時本会で

は、支部組織がない各地方に支部の組織化を推進し、より豊かなクラブライフの送れる体

制づくりを推進しておりました。この取り組みに真っ先に取り組んで行動していただいた

のが栃木支部の設立でした。このことが各地方に新たな支部が設立される契機ともなり、

千葉、茨城と次々と支部が設立していきました。本会としては貴支部の設立は大変心強い

限りでした。ありがとうございます。 

 初代栃木支部長には、マナスル峰登頂者である日下田實氏が就任され、このことは改め

て日本山岳会の偉業を栃木県民の皆様にお伝えすることのできた素晴らしいことでした。

そして本年はマナスル初登頂 60 周年にあたり、それを祝う多くの行事が開催されました

が、日下田氏には積極的に参加をしていただき行事を盛り上げていただきました。重ねて

お礼を申し上げます。 

 貴支部の活動を拝察いたしますと、支部会員のための共益活動はもちろんですが、支部

設立当時から公益活動にも積極的に取り組んでいただき、栃木県の山岳文化活動の普及に

大いに貢献していただいております。特に、次代を担う子供達を対象とした１泊２日の「親

子登山教室」、国際理解のための「ヒマラヤの集い」、山岳文化の啓蒙活動である「山の

講演会」など有意義な活動を継続していただいており、大変感謝申し上げます。 

 現在本会には支部事業委員会を設置して、支部事業の活性化のためのお手伝いをさせて



いただいております。特別事業助成金制度や登山教室指導者養成講習会などを是非活用し

ていただき、さらに貴支部の活動が活性化されますことを期待しております。 

 現在、本会が抱える大きな課題は会員の高齢化と会員数の減少です。支部活動の充実は

同時に地方在住の岳人の本会入会への大きな刺激になると確信しております。その意味で

も貴支部の活動力に大いに期待しているところです。 

 栃木県は日光国立公園や那須に男体山をはじめとする名峰が聳え、世界遺産である東照

宮に代表される文化遺産にも恵まれ、アルパインクラブの存在するための豊かな自然と文

化の環境が整っております。この地の利と素晴らしい人との繋がりを大きな財産として大

切にしながら、貴支部が日本山岳会の支部活動の牽引力となっていただくよう、今後ます

ますのご発展を祈念申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栃木県は，関東地方の東北部，首都東京から 60

㎞～160kmの間に位置し，恵まれた地理的条件のも

と，首都圏に近いという特性を生かし，農業・工業

・商業などがバランスよく成り立ち発展し続けて

います。 

 県の北西部は日光国立公園の指定地になってお

り，百名山に数えられている男体山，白根山，皇海

山の名山がそびえ，さらには奥日光，那須高原，塩

原渓谷などの四季折々の美しい自然と，鬼怒川・川

治・奥鬼怒・塩原・那須などの豊富な温泉群，世界

遺産に登録された日光東照宮に代表される日光の

歴史的文化施設が一体となって，訪れる人を魅了

してやみません。 

 さて，(社)日本山岳会は支部組織がない各地方

について，支部の組織化を推進し，より豊かなクラ

ブライフの送れる体制づくりを進めるよう指導・

助言を受けているところです。本県にはまだ支部

組織がありませんので，上記したような豊かな地

域性を活かし，会員相互の交流を深め，地縁による

小集団から生まれる共感と実感を通して，会員一

人ひとりが参画できる「楽しい会員の集い」を形成

し，豊かなクラブライフを創造しながら，本会の活

動の活発化に寄与したいと考えています。 

 つきましては，栃木県在住等の会員が相集まり，

栃木支部を結成したいと存じます。何卒このよう

な趣旨をお汲み取りの上，栃木支部の設立にご同

意賜りますようお願い申し上げます。 

平成 19 年３月 28日 

(社)日本山岳会栃木支部 

発起人代表  日下田 實 

 

発起人名簿 

会員番号 4146 日下田 實（設立発起人代表） 

4633 山野井 武夫 5346 沖  允人 

6189 小島 守夫  6322 小材 守志 

6956 井上 孝郎  7973 坂口 三郎 

  8383 前田 洋子  8432 前田 文彦 

  9265 石澤 好文  9267 臼田 徳雄 

  9350 山本 武志  10459 仙石 富秀 

  10885 蓮實 淳夫  7914 渡邉 雄二 

（設立発起人事務局） 

      

栃木支部設立までの歩みと設立総会 

設立趣意書 栃木支部設立までの経過 

H19・01・14(日)：有志懇談会 

○宇都宮市『ホテルサンシャイン』にて

有志懇談会(17 名)を開催。 

○本部の方針である支部の組織化推進を

受けて，本部より平林副会長，吉永常

務理事，篠崎委員，栃木県関係有志(日

下田以下 14名)が出席する。 

○栃木支部設立の準備を進めることを確

認した。 

H19・03・28(水)：同意書送付 

○(社)日本山岳会「支部設立並びに運営

に関する規定」により，関係会員 43名

に支部設立に関する同意書等を送付

し，回答を求めた。 

H19・04・15(日)：回答回収 

○上記同意書の回答結果，支部設立に同

意する会員が回答者 33 名中 32 名であ

ったので，支部設立の承認申請手続き

をすることに決定した。 

H19・04・20(金)：承認申請書等提出 

○(社)日本山岳会栃木支部設立の承認に関

する書類一式を(社)日本山岳会会長に提

出した。 

○支部設立総会通知を関係者に送付した。

上記同意書の回答結果，支部設立に同意

H19・05・09(水)：５月定例理事会 

○本部の５月定例理事会において，栃木

支部設立について承認された。 

H19・05・19(土)：第１回通常総会 

○本部の平成 19 年度第１回通常総会に

おいて，栃木支部設立について承認さ

れた旨が報告された。 

H19・05・27(日)：栃木支部設立総会

○栃木支部設立総会・祝賀会開催。 



 

 

○2007(平成 19)年５月 27 日(日)午後５時から 

(社)日本山岳会栃木支部設立総会が，「コンセー

レ」にて開催された。当日は好天に恵まれ，汗を

かくほどの陽気になり，33名の会員中 25 名の会

員が出席した。本部からも，宮下秀樹会長・神崎

忠男副会長・吉永英明常務理事・篠崎仁千葉支部

設立委員の４名が足をお運びいただいた。 

○まずは小島守夫会員が「１月 14日に有志で集ま

って支部設立の話し合いをしたのが出発点であ

る」とのコメントを入れた開会の言葉を述べた。 

○ついで日下田實会員が設立発起人を代表して挨

拶された。「一番番号が若い私が設立発起人とい

うことになっているが，実際には渡邉会員が骨

を折られた。関東に支部はなかったが，公益法人

問題を契機に，栃木に続いて茨城・千葉にも支部

ができる予定である。今後ともご協力をお願い

したい。」 

○４名の来賓を代表して，宮下秀樹会長が「一週間

前に会長になったばかりである。栃木には坂口

さん，日下田さんなど，本会を支える大物がおら

れるので頼もしい限りである。支部の中では 72

周年を迎える関西支部が一番古く，栃木支部は

26 番目の支部となる。今後とも活発な活動をな

されて，本会発展に協力されたい。」と祝辞を述

べられた。 

○来賓紹介，祝電披露(平林前副会長・重廣関西支

部長からの２通)後，日下田實会員を議長に選出

し，支部設立に伴う議事に入った。まずは，設立

発起人を代表して，渡邉雄二会員が設立までの

経過を報告した。詳細は前述した通りである。 

○規約・役員・事業計画・予算等の協議事項につい

ては，満場一致で設立発起人からの原案通りに

決議された。 

○最後に出席者が自己紹介をして散会となった。 

○その後，場所を移動して午後６時から祝賀会が

催された。祝賀会場からは，日光連山から足尾山

塊までが一望のもとに見渡せ，折りしも夕日に

映える山並みがシルエットに変わろうとする時

間帯で，参加者はしばし窓からの景色を楽しむ

ことができた。円卓を囲みながら歓談にふけり，

８時過ぎに散会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇設立総会次第◇◇ 

        進行：設立事務局 渡邉 雄二 

 １ 開会の言葉         小島 守夫 

 ２ 設立発起人代表挨拶     日下田 實 

 ３ 来賓祝辞(社)日本山岳会会長 宮下 秀樹様 

 ４ 来賓紹介          前田 文彦 

 ５ 議長選出 

 ６ 議事 

１ 報告事項 

(1)栃木支部設立までの経過報告 

 ２ 協議事項 

  (1)日本山岳会栃木支部規約(案)について 

  (2)平成 19 年度支部役員(案)について 

  (3)平成 19 年度事業計画(案)について 

  (4)平成 19 年度予算(案)について 

  (5)その他 

 ７ 出席者自己紹介 

 ８ 閉会の言葉         山本 武志 

 

◇◇設立祝賀会次第◇◇ 

            進行：石澤 好文 

 １ 開会の言葉         坂口 三郎 

 ２ 支部長挨拶  副支部長   山野井武夫 

 ３ 来賓祝辞(社)日本山岳会副会長神崎忠男様 

 ４ 乾杯 (社)日本山岳会常務理事吉永英明様 

 ５ 懇親 (会員によるスピーチ) 

 ６ 閉会の言葉         沖  允人 

 

 

 

 

 

 

 

設立総会・祝賀会次第 

日時：2007(平成 19)年５月 27日(日) 

    設立総会 17:00～ 

    祝賀会  18:00～ 

場所：コンセーレ【(財) 栃木県青年会館】 

設立総会･祝賀会盛大に開催！ 



 

 

◇◇栃木支部役員◇◇ 

支 部 長   日下田  實(4146) 

副支部長   山野井 武夫(4633) 

委   員   小島  守夫(6189) 

        渡邉  雄二(7914)(事務局長) 

        前田  文彦(8432) 

        石澤  好文(9265)(会  計) 

        山本  武志(9350) 

        神島  仁誓(14438) 

会計監事   沖   允人(5346) 

        坂口  三郎(7973) 

 

 

 
 

◇◇平成 19年度事業計画◇◇ 

１ 日本山岳会栃木支部設立総会 H19･05･27(日) 

２ 栃木支部設立記念山行(暑気払い集会) H19･07 

３ 秋季講演会            H19･09 

４ 忘年集会             H19･12 

５ 冬季山行             H20･02 

 
 
 

◇◇平成 19年度事業計画◇◇ 

Ⅰ収 入 

  (内 訳)   148,500円 

  会  費  66,000 円(＠2,000円×33 人) 

  助 成 金  82,500 円(＠2,500円×33 人) 
 

Ⅱ支 出 

  (内 訳)   148,500円 

  通 信 費  30,000円(総会,委員会,事業等通信費) 

  事 業 費  60,000 円(講演会等の開催費用) 

  会 議 費  45,000 円(総会,委員会等会場費等) 

  消耗品費  13,500 円(ゴム印,封筒,用紙代等) 
 

Ⅲ残 額           0円 

 

 

 

 

 

 

 
第１条（名称） 

本支部は「(社)日本山岳会栃木支部」と称
し，事務局を事務局長宅に置く。 

第２条（組織） 
本支部は日本山岳会支部規定に準拠し，栃

木県及びその周辺に在住する(社)日本山岳
会会員をもって組織する。 

第３条（目的及び事業） 
本支部は(社)日本山岳会の定款に定める

目的を達成するための事業を行う。 
第４条（役員） 

本支部に次の役員を置く。 
支部長 １名   副支部長 １名 
会計監事２名   委員  若干名 
    (事務局長１名，会計１名含む) 

第５条（役員の選出及び任期） 
役員は支部会員の中から選出し，総会にて

承認を受けるものとする。任期は２年とし，
再任は妨げない。 

第６条（役員の任務） 
１．支部長は本支部を代表し，会務全般を

総括する。 
２．副支部長は，支部長を補佐し，支部長

に事故ある時はこれを代行する。 
３．委員は委員会を構成し，総会の決議に

従い本支部の活動を企画立案し，会務
を処理執行する。 

４．会計監事は支部会計を監査し，総会に
報告するほか委員会に出席し意見を
述べることができる。 

第７条（会議） 
   本支部には総会及び委員会を置き，総会が

本支部の最高議決機関とする。 
１．総会は毎年１回支部長が招集する。た

だし，支部長または委員会が必要と認
めたときは，臨時に総会を招集するこ
とができる。 

２．委員会は必要に応じて支部長が招集す
る。 

３．議事は出席会員の過半数を持って決定
する。 

第８条（会計） 
   １．本支部の会務執行に要する費用は，会

費，支部助成金，その他の収入をもって
充てる。 

２．会費は年額 2,000 円とする。 
３．本支部の経費は，事務局長を代表とす

る郵便局総合通帳により管理する。 
第９条（会計年度） 
   本支部の会計年度は毎年４月１日より翌年

の３月 31日までとする。 
第 10 条（規約の変更） 
   本規約の変更は，総会において出席者の３

分の２以上の同意を必要とする。 
付則 本会会則は平成 19 年５月 27 日から施行す

る。 

(社)日本山岳会栃木支部規約 栃木支部役員 

平成 19 年度事業計画 

平成 19 年度予算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有志懇談会で挨拶する日下田實支部長 
【2007(平成 19)年１月 14日(日)】 

有志懇談会に集い来る面々 
【2007(平成 19)年１月 14日(日)】 

設立総会で役員を紹介する渡邉事務局長 
【2007(平成 19)年５月 27日(日)】 

設
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２００７(平成１９)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

５月27日(日) 支部設立総会 宇都宮市・コンセーレ 本部役員４名、支部会員25名参加

７月８日(日) 第１回役員会 宇都宮市・とちぎ青少年センター 役員８名参加

８月19日(日) 支部設立記念山行
日光白根山(2578m)
丸沼からゴンドラを使って頂上へ

夏山山行を兼ねる
22名(うち会員外３名)参加

８月19日(日) 暑気払い 宇都宮市・コンセーレ 17名参加
10月14日(日) 第２回役員会 宇都宮市・とちぎ青少年センター 役員８名参加
11月18日(日) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員７名参加

11月18日(日) 第１回秋季講演会
宇都宮市・コンセーレ 講師：神長善次氏(元ネパール大使)

演題：「山と里」

１月27日(日) 第４回役員会 宇都宮市・とちぎ青少年センター 役員７名参加

２月２日(土)
　～３日(日)

三支部懇談会

日光湯元『湯の湖荘』、奥日光各
所
本部２名､千葉７名､茨城４名
会員21名参加

支部新年会及び冬山山行を兼ねる
１日目：懇談会・記念講演
２日目：３班に分かれて山行

３月６日(木) 重廣恒夫さん講演会 宇都宮市・とちぎ福祉プラザ
講師：重廣恒夫氏
演題：「登山における進化と退化」
会員・一般含めて90名参加

３月29日(土) 第５回役員会 宇都宮市・とちぎ青少年センター 役員７名参加

設立以来１０年の活動



２００８(平成２０)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月12日(土)
　～13日(日)

講演と春山山行
那須大丸温泉『ニュー大高』
那須岳周辺

講師：大高登氏
演題：「那須周辺の最近の遭難事故」
13名参加

５月18日(日) 第１回役員会 宇都宮市・とちぎ青少年センター 役員５名参加
５月24日(土) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 24名(うち入会手続き中２名)参加

７月５日(土)
　～６日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
白根山等

会員８名(総勢200名)参加

７月６日(日) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員６名参加

７月12日(土)

第１回山岳映画の夕べ
「エベレスト征服」
｢The Epic of EVEREST
｣

宇都宮市・コンセーレ
会員16名、一般65名参加
【コンセーレとの共催】

講師：羽田栄治氏
演題：ﾌｨﾙﾑｱｰｶｲﾌﾞについて
　　　　　…映像の持つ記録性

８月30日(土)
　～31日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
根名草山・鬼怒沼等

会員17名参加

９月６日(土)
　～７日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員４名参加

10月25日(土) 秋山山行 会津　台倉高山(2067m) 会員９名参加

11月16日(日) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員６名参加

11月16日(日)
第２回秋季講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員16名、一般44名参加

講師：星埜由尚氏
演題：伊能忠敬に始まる科学的地図

１月24日(土) 第４回役員会 日光市・交流促進センター 役員７名参加

１月24日(土)
　～25日(日)

新年会・冬山山行
日光市・交流促進センター
雲竜渓谷

会員14名、一般６名参加

２月７日(土)
　～８日(日)

三支部懇談会 千葉県南房総市・民宿『治郎吉』
本支部より11名、本部より神崎副会長
千葉支部28名、茨城支部８名



２００９(平成２１)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月11日(土) 第１回役員会 日光湯元温泉『湯の湖荘』 役員９名参加

４月11日(土)
　～12日(日)

講演と春山山行
　会員19名､他２名参加

日光湯元温泉『湯の湖荘』
切込湖・刈込湖周辺

講師：伊藤誠氏
演題：「奥日光の自然の変化」

５月24日(日) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員10名参加
５月24日(日) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員24名参加

７月４日(土)
　～５日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
白根山等

会員11名(総勢208名)参加

７月26日(日) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員８名参加

７月26日(日)
第２回山岳映画の夕べ
｢ﾅﾝﾀﾞ･ｺｯﾄ征服」
｢花嫁の峰ﾁｮｺﾞﾘｻﾞ ｣

宇都宮市・コンセーレ
会員21名、一般71名参加
【コンセーレとの共催】

講師：羽田栄治氏
演題：スクリーン登山を楽しむ

８月29日(土) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員８名参加

８月29日(土)
　～30日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
根名草山・鬼怒沼等

会員18名、ほか５名参加

９月５日(土)
　～６日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員７名参加

10月18日(土) 第５回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員８名参加

10月18日(土)
第１回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
講師：天野和明氏
演題：「ﾋﾟｵﾚ･ﾄﾞｰﾙ」と私の登山
会員22名、一般28名参加

10月31日(土) 秋山山行
禅頂行者道
　　細尾峠・薬師岳・夕日岳

会員18名参加

11月28日(土) 第６回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員８名参加名参加

11月28日(土)
第３回秋季講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員18名、一般32名参加

講師：中山珖一氏
演題：山岳衆徒志村烏嶺について

１月23日(土)
　～24日(日)

新年会・冬山山行
茨城県奥久慈温泉『福寿荘』
男体山

会員・ならびに一般21名参加

２月６日(土)
　～７日(日)

三支部懇談会
茨城県つくば市国土地理院
筑波温泉ホテル『一望』

本支部より13名、総勢53名参加



２０１０(平成２２)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月11日(土) 第１回役員会 日光市足尾銀山平『かめむら別館』 役員８名参加

４月10日(土)
　～11日(日)

足尾歴史探訪と春山山行
日光市足尾銀山平『かめむら別館』
足尾歴史館、庚申山、備前楯山

会員24名参加

５月29日(日) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員10名参加

５月29日(日) 総会・懇親会、壮行会 宇都宮市・コンセーレ
会員27名参加
沖会員のマリ峰遠征壮行会を兼ねる

6月20日(日) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ
役員が16名に増え、12名参加
新設された事業委員会も兼ねて実施

6月20日(日)
第３回山岳映画の夕べ
｢山男」「未踏の氷壁」

宇都宮市・コンセーレ
会員22名のほか一般も多数参加
【コンセーレとの共催】

講師：羽田栄治氏
演題：〝アーカイブ〟って何のこと

７月３日(土)
　～４日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
西の湖等

会員９名(総勢約200名)参加

８月21日(日) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員10名参加

８月28日(土)
　～29日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
根名草山・鬼怒沼等

会員15名、ほか３名参加

９月４日(土)
　～５日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員９名参加

10月11日(月) 秋山山行 日光市鳴虫山(1103.5m) 会員16名、ほか３名参加

10月11日(月) 第５回役員会 日光市体育館会議室 役員12名参加

11月23日(火) 第６回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員13名参加

11月23日(火)
第２回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
講師：黒田誠氏
演題：ランタン谷でのクライミング
会員19名、一般42名参加

11月27日(土)
第４回秋季講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員26名、一般92名参加

講師：桑野正光氏
演題：栃木の峠

２月６日(土) 第７回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員14名参加

２月12日(土)
　～13日(日)

三支部懇談会
日光市『千姫物語』『春茂登』
鳴虫山、世界遺産巡り
千葉12名､茨城13名､会員29名参加

記念講演：中川光熹氏
演題：日光の修験道
鳴虫山、世界遺産巡り等

２月13日(日) 第８回役員会 日光市公民館 役員15名参加



２０１１(平成２３)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月10日(日)
春山山行
前田会員激励会

栃木市晃石山・太平山
かかしの里

米国転勤の前田夫妻の激励会を兼ねる
会員・家族を含めて21名参加

４月10日(日) 第１回役員会 栃木市・かかしの里 役員10名参加

５月28日(土) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員15名参加
５月28日(土) 総会・懇親会、壮行会 宇都宮市・コンセーレ 会員26名参加

７月２日(土)
　～３日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
切込湖・刈込湖

会員12名・一般１名
総勢200名超参加

７月９日(土) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加

７月９日(土)
第４回山岳映画の夕べ
｢白き氷河の果てに」

宇都宮市・コンセーレ
会員13名のほか一般45名参加
【コンセーレとの共催】

講師：羽田栄治氏
演題：山の記録映画に見るカメラワーク

８月20日(土) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加

８月27日(土)
　～28日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
湯沢噴泉塔・鬼怒沼等

会員17名、ほか１名参加

９月３日(土)
　～４日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員４名・家族１名参加

10月10日(月) 秋山山行 古峰ヶ原高原 会員14名、ほか１名参加

10月29日(土)
第３回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
講師：半田好男氏
演題：社会貢献の基礎は山にあり
会員20名、一般30名参加

11月13日(土) 第５回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員10名参加

11月13日(土)
第５回秋季講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員18名、一般23名参加

講師：蓮實淳夫氏
演題：おくのほそ道の山

１月28日(土) 第６回役員会 サンレイク草木 役員９名参加

１月28日(土)
　～29日(日)

新年会・冬山山行
サンレイク草木、富弘美術館
足尾周辺の山

会員18名、ほか１名参加

２月11日(土)
　～12日(日)

三支部懇談会
千葉県南房総市
『房総岬少年自然の家』

本支部６名、千葉26名､茨城10名参加
千葉県立館山野鳥の森等



２０１２(平成２４)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月15日(日) 春山山行
八溝山系「花瓶山(692m)」
　　　　(はなかめやま)

会員・家族を含めて31名参加

４月15日(日) 第１回役員会 大田原市役所黒羽支所駐車場 役員11名参加

６月２日(土) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員が17名に増え、13名参加
６月２日(土) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員30名参加

６月９日(土)
　～10日(日)

埼玉支部との合同登山 日光市、高山、袈裟丸山 会員５名、埼玉支部14名参加

６月30日(土)
～７月1日
(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
前白根山・五色山

会員５名・一般６名
総勢200名超参加

７月７日(土) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 12名参加

７月７日(土)
第５回山岳映画の夕べ
ニュース映画数本上映

宇都宮市・コンセーレ
会員20名のほか一般20名参加
【コンセーレとの共催】

講師：羽田栄治氏
演題：「ニュース映画」に見る戦後の
　　　　山と世相

７月28日(土)
　～29日(日)

第１回親子登山教室
学習院光徳小屋
山王峠、太郎山

主催者側：会員など８名
参加者：13名の親子

８月25日(土) 第４回役員会 奥鬼怒温泉『加仁湯』 役員10名参加

８月25日(土)
　～26日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
湯沢噴泉塔・鬼怒沼等

会員や一般を含めて21名参加

９月1日(土)
　～2日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺
会員13名が参加予定であったが、
雨天のために中止となった

11月４日(日) 秋山山行 七ヶ岳(1636m) 会員10名、ほか２名参加

11月10日(土) 第５回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員10名参加

11月10日(土)
第６回秋季講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員23名、一般25名参加

講師：池田正夫氏
演題：日光修験　三峯五禅頂の道

12月８日(土)
第４回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
講師：増本亮氏
演題：ヒマラヤ アルパインクライミング
会員22名、一般33名参加

１月12日(土)
　～13日(日)

新年会・冬山山行
足利市・鹿島園温泉
大坊山・大小山

会員18名、ほか１名参加

２月２日(土)
　～３日(日)

三支部懇談会
茨城県大子町・中央公民館
シバーサイド奥久慈『福寿荘』
生瀬富士山

本支部９名、千葉17名､茨城14名参加



２０１３(平成２５)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月14日(日) 春山山行 鹿沼市「尾出山(おでやま､933m)」 会員・家族を含めて18名参加

４月14日(日) 第１回役員会 与州バス停先公園 役員９名参加

５月18日(土) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員12名参加
５月18日(土) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員22名参加

６月２日(日)
「山の日」を作ろう！
栃木集会

宇都宮市・コンセーレ
栃木支部関係者,栃木岳連関係者
栃木県勤労者山岳連盟関係者等約300
名

６月２日(日) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員13名参加

６月29日(土) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員８名参加

６月29日(土)
第６回山岳映画の夕べ
「エベレスト征服」
「南壁に燃ゆ」

宇都宮市・コンセーレ
会員14名のほか一般41名参加
【コンセーレとの共催】

講師：山本篤氏
演題：8000m峰の魅力
講演をいただいた後に映画会を実施

７月６日(土)
　～７日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
前白根山・五色山

会員４名・一般７名
総勢200名超参加

８月３日(土)
　～４日(日)

第２回親子登山教室
学習院光徳小屋
山王峠、男体山

主催者側：会員など９名
参加者：親子６組16名

８月24日(土) 第５回役員会 奥鬼怒温泉『加仁湯』 役員７名参加

８月24日(土)
　～25日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
鬼怒沼等

会員や一般を含めて12名参加

８月31日(土)
～９月1日
(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員関係1２名参加

11月３日(日) 第６回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員11名参加

11月３日(日)
第５回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員17名、一般78名参加

講師：北村誠一氏
演題：2013年夏　世界第二の高峰K２
　　　　登山とカラコルムの世界

11月４日(月) 秋山山行 荒海山(1580m) 会員10名、ほか３名参加

12月１日(日) 第７回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員が18名に増え、13名参加

12月１日(日)
第７回「山」の講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
名称を『秋季講演会』から
『「山」の講演会』に変更

講師：猪熊隆之氏
演題：山岳気象の基礎と遭難事例
　　　から学ぶこと
会員27名、一般117名参加

12月15日(日) YOUTH栃木　冬山山行 日光白根山 会員１名、ほか１名参加

１月26日(日) 第８回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員1２名参加

２月１日(土)
　～２日(日)

三支部＋群馬支部懇談会
足尾銀山平『かじか荘』
松木渓谷、足尾銅山

JAC会長、本支部15名、千葉支部15名
茨城支部12名、群馬支部４名参加



２０１４(平成２６)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月５日(土) 第１回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員13名参加

４月26日(土) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員14名参加

４月26日(土) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員25名参加

６月21日(土)
　～22日(日)

YOUTH栃木　平ヶ岳山行 平ヶ岳(2141m) 会員２名参加

６月28日(土) 第３回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員1１名参加

６月28日(土)
第７回山岳映画の夕べ
「白き氷河の果てに」

宇都宮市・コンセーレ
【コンセーレとの共催】

講師：坂口三郎氏
演題：1977年K２登山隊の頃の登山界
会員20名のほか一般20名参加

７月５日(土)
　～６日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
前白根山・五色山

会員４名・一般４名
総勢200名超参加

７月19日(土)
　～20日(日)

第３回親子登山教室
学習院光徳小屋
山王峠、女峰山、小真名子山

主催者側：会員など８名
参加者：親子・爺孫８組20名

８月23日(土) 第４回役員会 奥鬼怒温泉『加仁湯』 役員10名参加

８月23日(土)
　～24日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
鬼怒沼、布引ノ滝、於呂倶羅山等

会員や一般を含めて19名参加

９月６日(土)
　～７日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員参加

９月13日(土)
　～15日(月)

秋山山行
国立登山研修所
称名滝、立山トレッキング
立山(雄山)、黒部渓谷トロッコ電車

会員や一般を含めて26名参加

11月29日(土) 第５回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員12名参加

11月29日(土)
第６回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員19名、一般30名参加

講師：八木原圀明氏
演題：群馬のヒマラヤ登山

12月14日(日)
第８回「山」の講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員18名、一般53名参加

講師：福田俊司氏
演題：奥日光からシベリアへ
　　　アムールトラを追って

1月24日(土) 第６回役員会 日光湯元『湯の湖荘』 役員９名参加

１月24日(土)
　～25日(日)

新年会・冬山山行
日光湯元『湯の湖荘』
高山(1668m)

会員や一般を含めて14名参加

２月７日(土)
　～８日(日)

四支部懇談会
千葉県館山市『ホテル川端』
房大山、お花畑

本支部４名を含めて総数37名参加

３月28日(土) 第７回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員15名参加



２０１５(平成２７)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月18日(土)
　～19日(日)

春山山行
成蹊学園山の家「虹芝寮」
群馬県湯桧曽川､芝倉沢周辺

会員や一般を含めて22名参加

５月17日(日) 第１回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員15名参加

５月17日(日) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員26名参加

６月28日(日) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員12名参加

６月28日(日)
第８回山岳映画の夕べ
「山での突然死を防ぐ」
「星にのばされたザイル」

宇都宮市・コンセーレ
【コンセーレとの共催】

講演はなし、映画のみ上映
会員等20名のほか一般19名参加

７月４日(土)
　～５日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
前白根山・五色山

会員５名・一般５名
総勢200名超参加

７月18日(土)
　～19日(日)

第４回親子登山教室
【栃木岳連との共催】

学習院光徳小屋
山王峠、太郎山

主催者側：会員など10名
参加者：親子・爺孫８組18名

８月22日(土) 第３回役員会 奥鬼怒温泉『加仁湯』 役員９名参加

８月22日(土)
　～23日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
明神が岳(1595m)

会員や一般を含めて17名参加

９月５日(土)
　～６日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員参加

11月８日(日) 秋山山行・懇親会 宝篋山(461m) 会員17名参加

11月29日(日) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員12名参加

11月29日(日)
第９回「山」の講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員22名、一般52名参加

講師：飯田肇氏
演題：山岳の魅力と脅威
　　　　…立山の雪と氷河から…

12月13日(日)
第７回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
会員20名のほか一般も多数参加

講師：兵藤渉氏
演題：ランタン谷の山々

1月９日(土) 第５回役員会 足利市・地蔵の湯『東葉館』 役員８名参加

１月９日(土)
　～10日(日)

新年会・冬山山行
足利市・地蔵の湯『東葉館』
行道山

会員や一般を含めて15名参加

２月６日(土)
　～７日(日)

四支部懇談会
茨城県大洗町『大洗ホテル』
高鈴山

本支部５名を含めて総数52名参加

３月14日(月) 第６回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加



２０１６(平成２８)年度
月日 事業 場所・会場等 特記事項

４月12日(火) 第１回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加

４月24日(日) 春山山行 霧降高原歩道、日光外山 会員や一般を含めて22名参加

５月29日(日) 第２回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員13名参加

５月29日(日) 総会・懇親会 宇都宮市・コンセーレ 会員26名参加

５月29日(日)
日下田顧問を囲んで
マナスル登頂60周年を
お祝いする会

宇都宮市・コンセーレ 会員26名参加

６月12日(日) 第３回役員会 常陸大宮市・石澤委員宅 役員12名参加

７月２日(土)
　～３日(日)

日光清掃登山
【栃木岳連との共催】

日光湯元キャンプ場
前白根山・五色山

会員５名・一般５名
総勢200名超参加

７月23日(土)
　～24日(日)

第５回親子登山教室
【栃木岳連との共催】

学習院光徳小屋
山王峠、男体山

主催者側：会員など10名
参加者：親子・爺孫８組18名

７月24日(日) 第４回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加

８月11日(木)
栃木県「山の日」制定
記念フェスティバル

日光だいや川公園 会員参加

８月12日(金)
栃木県「山の日」制定記念
ファミリー登山教室

霧降高原 会員参加

８月20日(土) 第５回役員会 奥鬼怒温泉『加仁湯』 役員９名参加

８月20日(土)
　～21日(日)

夏山山行・懇親会
奥鬼怒温泉『加仁湯』
明神が岳(1595m)

会員や一般を含めて17名参加

９月３日(土)
　～４日(日)

那須岳クリーンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
【栃木岳連との共催】

那須岳周辺 会員参加

９月27日(火)
第８回ヒマラヤの集い
講演会
【コンセーレとの共催】

宇都宮市・コンセーレ
講師：パトリシオ・ティサレマ氏
演題：赤道直下エクアドルの山々
会員・一般含めて約60名参加

10月２日(日) 第６回役員会 宇都宮市・コンセーレ 役員９名参加

10月16日(日)
創立10周年事業実行委
員会

常陸大宮市・石澤委員宅 役員12名参加

10月28日(金) 第７回役員会 学習院光徳小屋 役員７名参加

10月29日(土) 秋山山行 男体山

11月11日(金)
創立10周年事業実行委
員会

那須塩原市・神島委員宅

11月23日(水)
創立10周年事業実行委
員会

宇都宮市・コンセーレ

11月27日(日) 第８回役員会 宇都宮市・コンセーレ

11月27日(日)
創立10周年記念式典・
祝賀会

宇都宮市・コンセーレ



栃木支部トリビア

「海の日」という祝日がある。1996年に制定さ

れた国民の祝日のひとつである。

現在７月の第３月曜日となっていて、世界唯一、

わが国にだけ存在する祝日である。

海をテーマにした作品を数多く作ってきた私も

心から納得して、設立には微力ながら協力したお

ぼえがある。ぐるりと海にかこまれた海国日本な

のだから、われわれが海の恩恵にあずかって生き

ているのもあたりまえだ。

しかし、まてよ、考えれば考えるほど、なんか

へんな気がしてならないのである。｢海があんのに

山がねえー｣べつに海なし県の栃木で生まれ育った

男の偏見などではなく、自然界の大摂理として、

太古から信仰的にも実生活的にも人類にとっては

「山海一体」なのであった。

山に降った雨や雪は、森にしみ出して林を流れ

下り村や里をうるおして大河となって、やがて広

大な海洋へとたどり着くのだ。とどのつまりが山

と海とは、親友でもあり、男と女、夫婦以上に深

い仲でもあるのだ。山が栄えれば海がよろこび魚

は肥える。深山幽谷をほとばしる水源は神秘の栄

養にみちて、プランクトンやミネラルなどを運ん

で、渓谷や湖沼の淡水魚や里の農産物にも幸せを

授けながら大海に入ってゆく。

やっぱり「山」はすごいのだ。「山」が痛ん

じゃいけない。近ごろの燃料の高騰が海上労働に

たずさわる諸氏にとっては、たしかに楽ではない

全国的にいちころでヘコタレっちまうだろう。

幼かったころのふる里の川には、天然ものの

渓魚はピチピチとむれ跳ねていて、学校帰りに

川へ入ってヤマメでもイワナでもカヂカでも、

手づかみでバケツ一杯とれたもんだった。

秋になると裏の山々には渡り鳥たちが飛んで

くる。あの那須岳の奥のあたりに、おれの初恋

のひとが住んでいるんだーなどと空想して、渡

り鳥にたのんでみようー葉に書いた愛の手紙を

…そんな少年の恋物語を友人たちと語りながら

歩いた山の小径も、なぜか美しかった。

山国で育った私は、中禅寺湖しか知らなかっ

たから、上京して音楽大学に入ると横浜港へ海

を見に出かけた。あのあたりはアメリカ占領軍

の管理がやかましくて、｢犬と日本人はいるべ

からず｣なんて書いたカンバンがフェンスにぶ

ら下がっていたが、かまうもんかともぐり込ん

で波止場の水をなめてみた。やっぱり塩っぱ

かったのを今でもおぼえている。

最近、海を豊かに守るためには、「山」を大

切にしなければならないと、植林活動にいそし

む漁協も多いと聞く。いい事である。

今こそ日本国民が心をひとつにまとめて、

｢山の日｣をつくり、国民の祝日とさだめ、おお

いに、「山海の友情」を厚くしようではないか

と思っている。

栃木支部会員でもある作曲家船村徹氏が今年度の文化勲章を受章されました。まことにおめでとうございま

す。また「山の日」制定にあたっては、氏の言動が大きな影響を与えたのは衆目の一致するところであります。

そこで2008年９月７日付下野新聞に掲載された氏の『「山の日」をつくろう』という提言を示します。



 

 

 

 

 

自然保護委員長 石澤 好文 

本支部の自然保護委員会は、委員長以下３名の

自然保護委員を中心に活動しています。主な活動

して、本支部創設以来毎年実施している栃木県山

岳連盟との共催事業である『日光清掃登山』及び栃

木県山岳連盟、栃木県勤労者山岳連盟との共催事

業である『那須クリーンキャンペーン＆清掃登山』

の二事業を実施しています。この二事業は、平成２

３年度から山の日制定プロジェクトとの一環とし

て取り組んできましたが、昨年山の日の制定が決

定され、その制定の意義を広く周知することを目

的として実施しています。これらの二事業につい

て報告します。 

【日光清掃登山】 

毎年７月の第一土・日の日程で実施している。清

掃登山前日の土曜日には、前夜祭が湯元キャンプ

場で開催され、さまざまな分野の講師による講演

会が実施されている。その後、山岳連盟の自然保護

委員会の方々のお世話になり、交流会を実施し、交

流を深めている。 

翌日の日曜日には、湯元ビジターセンター前広

場の開会行事の後、各会ごとに各コースに分かれ

て清掃登山実施している。清掃後、回収したゴミを

分別し湯の湖レストハウスに出し、清掃登山を終

了する。 

【那須クリーンキャンペーン＆清掃登山】 

毎年９月の第一土・日の日程で実施している。日

光清掃登山と同様に清掃登山の前日に前夜祭を開

催し、各自がつまみ１品を持ち寄り懇親会が開催

され、親睦を深めている。 

 翌日曜日のクリーンキャンペーン＆清掃登山

は、峠の茶屋駐車場にて開会式を行い、その後、各

会に分かれて清掃登山を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員会の活動 

自然保護委員会活動報告 

本支部会員、一般参加者、それに大田原高校
山岳部のフレッシャーズも揃って記念写真 
 【2009年７月５日(日)】 

那須クリーンキャンペーンに参加した本支
部会員 【2013年 9 月１日(日)】 

日光清掃登山に参加した本支部会員な
どの面々 【2014年７月６日(日)】 



 

 

事業委員長 麦倉 常治 

   事業委員会は、本支部の委員会の下に置かれ、

本支部で開催する各事業（行事等）の企画運営をし

ています。本委員会は 10名の会員により構成され、

委員が本支部行事の各担当や副担当を務めていま

す。 

 本支部の行事は、本会が公益社団法人であるこ

とから、栃木県山岳連盟や一般財団法人栃木県青

年会館（コンセーレ）との、協力連携を図りながら

公益事業を開催しています。別記の本会活動にあ

るように、各種山岳に関する講演会や映画会、地元

の山岳地における清掃登山、さらには親子登山教

室など、会員以外の一般の方にも参加いただき、広

く山の魅力や自然保護意識の醸成、安全登山の知

識の普及などに役立っています。 

 また、公益以外の共益事業として、本支部会員を

対象とした山行などの各種行事の開催の企画運営

も行っています。主に地元の山や自然を対象とし

た山行や、会員相互の親睦を図ることを目的とし

て開催する懇親会など、会員同士の繋がりをより

深くすることで、会の組織的な強化が図られるよ

う努力しているところです。また、様々な会員で構

成されているため、会員間での広範な情報交換の

場としても有用に活用されています。 

 本会の行事開催では、本委員会以外に委員以外

の各会員の協力を得る事で円滑な運営ができてい

ることに感謝しております。今後も会の事業につ

いて会員皆様の御協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユース栃木委員長 深谷 篤志 

この度は日本山岳会栃木支部創立１０周年おめで

とうございます。その中でユースは４年目の活動となり

ます。 

ユースの方は４年目とまだまだ始まったばかりです

が栃木支部のメンバーとしてこれからも頑張ってまいり

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、ユースの活動ですが初年度の冬の奥白根山

の日帰り登山からスタートしました。栃木の良いところ

は県内に素晴らしい山が沢山あるところだと思いま

す。特にこの奥白根山は関東以北にこの山より高いも

のはなく、また植生もダイナミックで登っていてとても気

持ちの良い山です。また冬山も高校生の合宿に使え

るように危険も少なく安心して登れるということでとても

懐の深い山だと思っています。そんな思いから記念す

べき最初の山に選びました。コースは中曽根から積雪

は例年並みかと思いますが二人での登山だった為ラ

ッセルも多く国境平付近で時間切れとなり下山しまし

た。私自身実は高校３年生以来の奥白根山の冬山だ

ったので少し遠慮がちだったという思い出があります。

けれど、久しぶりの冬山は緊張感とラッセルによる全身

運動？のおかげで心身ともに充実した山行となりまし

た。 

２年目は平ケ岳、槍穂高、那須岳に行ってきまし

た。平が岳は天候があいにくの雨でしたが麦倉先生に

サポートしていただきながら無事登頂することができま

した。頂上は平ケ岳というだけあって平らでしたが独特

な湿原で栃木の山では見ることのできない風景でとて

も印象に残っています。槍穂高は高校生のサポート登

山という事で私の母校であります栃木県立大田原高

校山岳部の夏山合宿にサポート要員として参加させて

いただきました。 

私が在籍していたころは山岳部ができて５～６年目

でしたので少人数でしたが今は創部３０年ほどで部員

も３０数名と大所帯になっていました。けれど組織がと

てもしっかりしていてとても頼もしい後輩たちでした。天

候にも恵まれ大変良い山行となりました。このサポート

登山は、高校山岳部の活動が盛んな栃木ではありま

すが、卒業後の受け皿がないため会に入って山を続

けるという事がないような気がしています。その点を渡

邉支部長よりご指摘いただき、ゆくゆくはそういった方

たちの受け皿になればと思います。私としましても少し

事業委員会活動報告 YOUTH 栃木活動報告 

講演会では支部会員をはじめ多くの方が熱
心に耳を傾ける【2013年 12月１日(日)】 



でも恩返しができたらという思いで、この年から時間の

取れる夏山合宿は参加させてもうらようになりました。 

那須岳は前田さんに指導していただくという形で、２

月の強風の中参加させてもらいました。この時期の那

須岳は初体験であまりの強風にとても驚きました。途

中の峰の茶屋で引き返しましたが、あの風を体験でき

たのはとても良い経験になりました。この年は初めての

体験も多く充実した山行が多かったと思います。 

３年目は白馬岳、那須岳に行かせていただきまし

た。白馬はやはり２年目と同じく母校の夏山合宿に参

加させていただきました。台風の影響もあり日程が変

更になりましたが素晴らしい天候の中縦走することが

出来ました。 

途中の雪渓では１m ほどの岩が、歩いた後をものす

ごい勢いで通過していったのには驚かされましたが、

事故につながらず大変ほっとしました。また連続で参

加したことで高校生の成長を感じ取ることが出来て、

違う喜びと若い方からのエネルギーを頂きました。 

那須岳も２年連続となりましたが、今回は前田さんに

麦倉さんも参加されての山行になりました。峠の茶屋

～峰の茶屋～朝日岳～茶臼岳のコースでした。天候

もよかったのですが前田さんを先頭に大変なハイペー

スでなかなかのトレーニングになりました。この年は風

が弱かったのでとても快適な山行となりました。帰りの

デニーズがおいしかった！山の緊張感から解放され

た後の食事は何を食べても？いえいえデニーズは最

高です。 

４年目はまだ途中ではありますが春の虹芝寮、恒例

になった大田原高校夏山合宿に参加させていて頂き

ました。 

虹芝寮は成蹊学園の熊崎様のご配慮で実現しまし

た。今回は芝倉沢から一ノ倉岳のコースで、登りは一

緒ですが、山頂からは山スキー班と徒歩班に分かれ

下山。山スキーが初めてで、スキーを履いているの

に、渡邉支部長をはじめ熊崎様達にあっという間に離

されてしまいました。山の奥深さを思い知らされた山行

でもありました。 

３年目になった大田原高校山岳部の夏山合宿は南

アルプスの北岳でした。天候にも何とか恵まれ、心地

よい山行でした。３年生とは３年間夏山に同行すること

になり、その成長とたくましさに大変感激しました。人

はいろいろな場面を経て成長すると思いますが、こうし

た高校生を見ていると、自然の中でもまれながら暮ら

すことはかけがえのない体験なのではと改めて感じま

した。そして北岳のピークで３年生の皆さんと一緒の写

真を撮れたのが何よりの記念になりました。 

以上がこれまでの主な活動報告になりますが、若輩

者の（もうあまり若くない？）私でございますが、先輩方

の温かい見守りの下で YOUTH栃木の活動をこの４年

間やらせていただきました。当面の目標は新たな会員

の確保になるかとは思いますが、地道に取り組みたい

と思います。 

最後になりますが日本山岳会栃木支部が益々発展

いたしますように、微力ながら一緒に歩かせていただ

きたいと思います。  

 

  

 

マスターズクラブ委員長 上田 景子 

◇◇◇山へのお誘い◇◇◇ 

健康のために登山、ハイキングができたらいい

なあと思い、前田洋、長、上田が企画しました。月

に１回程度、いい汗を流して、いい景色の中でお弁

当を食べられたら…決して無理をせず、時には背

伸びしたくなるかもしれませんが、あくまで健康

のための山を考えています。いかがでしょうか。 

これがマスターズクラブの始まり、平成 24 年１

月のことでした。どこにどういう山があるかもわ

からず、本と地図のにらめっこで、「栃木百名山」

をバイブルとして、コースも本の通りで行うしか

なかった。 

栃木県は関東平野を大きく抱え、北へ向かうほ

ど山に向かい、登山口まで車で行かなければ、電車

と路線バスでは日が暮れてしまう。従って車と運

転免許証は不可欠である。お陰様で、湯元、那須、

鬼怒沼方面、高原山、どのようにいけばよいかわか

るようになった。 

また、知らないことはずうずうしくなること、山

の近くに住まいを置かれていらっしゃる方にお願

いして案内頂いた。 

太平山は中村さんの縄張りで、いつものコース

を案内していただいた。 

雨巻山は山本さん、三登谷山の近くの岩場を見

て《あそこでよく遊んだよ》と。また、高館山、芳

賀富士では陶芸の小道や穴場の駐車場を案内して

下さり、おかげでスムーズに登山できた。 

松倉山は森さん、観光協会、教育委員会まで足を

マスターズクラブ活動報告 



運び下準備をしてくださり、恐縮してしまったが、

とてもうれしかった。 

古峰ヶ原、これは著者と行く山行のように小島

さんがガイドして下さった。 

足利の山、石尊山、深高山、鶏足山、焼森山も著

者と行く山行で、仙石さんが周りの山を説明しな

がら案内して下さった。鶏足、焼森山では内間さん

がミツマタの群生を案内して下さり、底力のよう

なものを感じた。 

宇都宮アルプスは北見さん、鈴木さん偵察まで

してくださり、プリントもいろいろ集めて、紹介し

て下さった。またここは小島さん、仙石さんのテリ

トリーとかで道中は説明付き山行であった。 

これらの登山はただ山へ行くということではな

く、その地域独特の知識を提供して下さり、一味も

二味も違った登山になり心豊かな山行を楽しん

だ。 

◇◇◇山行報告まとめ◇◇◇ 

【2014 年】 

①１月 23日：太平山、晃石山 

 六角堂―アジサイ坂―大平神社参拝―大平山

―晃石山―謙信平― 

参加者：坂口、関根、中村、北見、鈴木、 

前田洋、上田 

②２月 25日：雨巻山 

 大川戸ドライブイン―三登谷山、雨巻山― 

猪転げ坂―峠―大川戸 

参加者：坂口、山本、関根、中村、北見、長、 

石井、鈴木、前田洋、上田、 

茨城支部の方、鈴木友人（石井） 

③３月 16日：松倉山、烏山城址散策 

 大木須小跡地―松倉山―ぐるっと回って、 

役場に駐車して城址を散策 

 参加者：森、山本、関根、中村、長、前田洋&文、 

上田 

④５月 20日：古峰ヶ原 

 古峰神社駐車場―峠―三枚岩―方賽山―横根 

山―往路をたどる 

参加者：小島、関根、中村、長、早川、石井、 

鈴木、前田洋、上田 

⑤６月 21日：井戸湿原と地蔵岳(1274m) 

 にしかた道の駅―粕尾峠―地蔵岳―往路― 

井戸湿原―前日光ハイランド 

参加者：森、山本、関根、中村、鈴木、前田洋& 

文、上田 

⑥７月 31日：田代山 

 ロマンティック村―鈴木さんの車で猿倉登山 

口―小田代湿原往路 

参加者：中村、関根、早川、石井、鈴木、 

前田洋、上田 

⑦10月 18日：金精山 

金精峠―金精山―中ツ曽根―スキー場 

参加者：山本、中村、鈴木、前田洋、上田 

⑧11月 17日：仙人が岳 

参加者：長、前田洋&文、上田 

⑨12月 20日：石尊山―深高山 

参加者：中村、仙石、関根、早川、石井、鈴木、 

前田洋&文、上田 

   

【2015年】 

①２月 25日：高舘山―芳賀富士 

参加者：山本、関根、菱田、北見、鈴木、長、 

前田洋、上田 

②３月 30日：本山―榛名山―男山―飯盛山 

参加者：小島、仙石、関根、北見、石井、鈴木 

村田、長、前田洋、上田 

③５月 30日：南月山 

参加者：山本、中村、関根、鈴木、村田、君島、 

前田洋、上田 

④６月 24日：三本槍 

参加者：関根、鈴木、前田洋、上田 

⑤７月   雨のため中止 

⑥９月 23日：赤薙山 

参加者：山本、関根、長、鈴木、前田洋、上田 

⑦10月 22日：鶏鳴山 

参加者：坂口、関根、鈴木、前田洋、上田 

⑧12月 17日：笹目倉山 

参加者：関根、鈴木、前田洋、上田 

【2016年】 

①２月 19日：鶏足山、焼森山 

参加者：坂口、仙石、鈴木、関根、内間、前田洋、 

上田 

②３月 28日：火戸尻山 

参加者：坂口、小島、関根、北見、鈴木、吉沢、 

石井、長、前田洋&文、上田 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○例年のことであるが、どのくらいの人が来場する

か見当がつかず、当日の梅雨空の天候も心配の種

であった。コンセーレとの打合せの際に、会場は大

ホールを使用するということで進んだ。 

○参加者は支部会員と一般を含めて 39 名であった。

過去の映画会と比べると一般の参加者が少なく、

ちょっと残念であった。今回はチラシ作成から映

画会までの期間も短かったことも原因として考え

られ、次回は広報面で改善が必要と思われた。 

○８回目の今回は、例年行ってきた講演会は行わず、

２本の映画のみの開催で行った。第１部は「山での

突然死を防ぐ」でこれは日本山岳会 医療委員会

のシンポジウムを DVD 化したもので内容的には安

全登山を中高年登山者の体の面で考えさせる良い

内容であった。道迷い、転落、滑落の原因による事

故が圧倒的に多い中で、登山者個人の体調を知っ

て登山することに認識を新たにしたのではないだ

ろうか。第２部は、今回のメインになる監督・製作

が往年の名クライマーのガストン・レビュファの

「星にのばされたザイル」で、「星と嵐」、「天と地

の間に」の３部作の一部である。私もそうである

が、参加者の中にも昔、見たことがある人も多かっ

たのではなかろうか。現在の登攀とは隔世の感が

あるが、華麗な登攀とヨーロッパの美しい山群、見

ている方も時には冷や汗が出るようなスリルのあ

る登攀を堪能したのではないだろうか。若い世代

の登山に興味のある人にも見てもらいたかった映

画であった。 

○映画会の後は、恒例の懇親会に移り、映画の話題や

近況報告など、会員の懇親を深めた。 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月 18日(土)】 

○2014(平成 24)年に開始された親子登山教室も、今

年度第４回目を迎え、親子８組、１８人、講師(前

博物館課長・山桜会長)２名、日本山岳会栃木支部

スタッフ８名の参加で実施されました。9:30 より

光徳駐車場で受付開始、小雨の中光徳小屋まで、参

加者及び荷物をスタッフの車２台でピストン輸送。

10:10全員光徳小屋に集合。10:35から開会行事を

行い、自己紹介後 10:55 から 11:30 分まで昼食並

びに荷物を部屋に移動する。 

○11:30小雨の中雨具を付け、小学２年生の親子を先

頭に低学年から隊列を組み山王峠ハイキングに出

発する。途中富永講師からキノコや植物等の講話

をしていただく。13:15山王峠のベンチ前に全員元

気に到着。ここで記念写真を撮り 13:25 下山を開

始。山王峠ハイキングは明日の太郎山登山のリハ

ーサルを兼ねた山行でしたが、雨の中全員元気に

14:30学習院日光光徳小屋に到着。 

2015 年度の活動の足跡 
 

第２回役員会・事業委員会 

日時：2015年６月 28日(日)14:00～14:30 

場所：宇都宮市『コンセーレ』タイムズスクエア 

参加者：役員 18名中 12名 

第８回夏の山岳映画の夕べ 
(本支部とコンセーレとの共催事業) 

日 時：2015年６月 28日(日)15:00～17:00 

場 所：宇都宮市『コンセーレ』大ホール 

映 画：『山での突然死を防ぐ』 

    『星にのばされたザイル』 

参加者：支部会員 20名、一般 19名、合計 39名 

日光清掃登山(栃木県岳連との共催) 
 【山の日制定プロジェクト】 

日 時：2015年７月４日(土)、７月５日(日) 

場 所：日光湯元ｷｬﾝﾌﾟ場、前白根山・五色山 

参加者：清掃登山…会員５名、一般５名 

     【全体では 200名超】 

日 時：2015年７月 18日(土)～19日(日) 

場 所：学習院日光光徳小屋、山王峠、太郎山 

参加者：親子･爺孫 8組 18名､講師 2名､支部 8名 

行動概要： 

7/19(土)：曇り、時々にわか雨 

光徳Ｐ(受付)9:30＝光徳小屋 10:10､開会式

10:30～10:55､昼食 10:55～11:55､読図･コンパ

ズ使用法の講義 11:55～12:15､ハイキングに出

発 13:15…雷雨により山王峠手前 500m地点から

引返す…光徳小屋 13:50…夕べの集い 15:00～

15:30…夕食 17:00…星座についての講義 19:00

～20:00…就寝 22:00 

7/20(日)：曇り、時々にわか雨 

起床 4:00…朝食 5:10､出発 6:00＝＝林道遮断機

6:20､準備体操後出発 6:35…女峰山登山口(林

道分岐)7:40…馬立 7:50…唐沢小屋にて昼食

10:00～10:40[雨のため登山中止･下山]…馬立

11:50…林道分岐 12:10…遮断機 13:20､同発 

[小真名子班：山頂 11:10…遮断機 14:20] 

14:30＝＝光徳Ｐ14:50､閉会式 15:00､解散 15:10 

親子登山教室 



○15:30から夕べの集いを行い、昨年も参加した稲葉

清香さんが参加の抱負を述べ、スタッフから小屋

使用上の注意や今後の日程等の説明を行い 15:45

夕べの集いを終了した。 

○それ以降、子どもとスタッフが夕食の準備（カレ

ー）を、保護者はミーティングを行った。子どもた

ちは、保護者の心配をよそに嬉々として夕食の準

備を行っていた。また、ミーティングを通し保護者

同士がお互いに親密になり、子どもの教育やら登

山についての話に盛り上がった。 

○17:00から夕食、夕食後に明日の朝食のおにぎりつ

くりを子供たちは、楽しそうに行っていた。19:00 

から、星座の観測会を行う予定でしたが、今年も天

気が悪く外での観測会を中止し、屋内で富永講師

よりの星座に関して分かり易く話していただき、

子供たちは熱心に興味深く聞いていました。最後

に渡邉支部長から短時間でコンパスの使用方法に

ついての講義を行い 20:00に終了する。 

○20:10 から明日の行動予定他についてスタッフミ

ーティングを行い 21:00 全員就寝。子どもたちは

天気こそ悪かったが、すぐに友達になり、自由時間

には小屋の前の広場で遊んだり、セミの抜け殻を

見つけたり、小屋でかくれんぼをしたりと自然の

中で楽しい時間を過ごしていました。 

【７月 19日(日)】 

○4:00起床、4:30より子どもはスタッフと朝食準備、

保護者は、部屋の掃除と出発準備。朝食後本日の行

動予定を確認。6:00 にスタッフの５台の車に分乗

し出発、裏男体林道をとおり太郎山登山口 6:20到

着。準備体操の後 6:35全員元気に出発。昨日の雨

もあがり、雲は多いものの絶好の登山日和になる。 

○登山口からお花畑までは鎖場やロープの着いた急

登になるが、戦場ヶ原、男体山、大真名子山、小真

名子山、女峰山の景色を楽しみながら全員元気に

登る。9:55 お花畑に到着。ここまで来ると太郎山

頂上は間近である。 

○10:25待望の太郎山山頂に到着。すぐに記念写真を

撮り、昼食をとる。同じルートを下山するが、新薙

コースは岩場の通過、そして段差が激しいコース

なので、参加者の５人（小学校２～３年生）には、

スリングを利用し簡易ハーネスを作成し後ろから

スタッフが確保しながら下山する。参加者の保護

者にも協力していただく。スムーズに下山するこ

と出来た。登山口には14:05全員元気に到着する。

整理運動の後、14:15スタッフの車５台に分乗して

光徳駐車場に向け出発。 

○14:30光徳駐車場に到着し、閉会式を行う。栃木県

山岳連盟が共催の関係で日本山岳協会より登山教

室修了証を参加者親子全員に渡し14:50解散した。 

○今回は、梅雨末期の不安定な天気であり、小雨の中

の山王峠ハイキング、そして星座の観察会はでき

なかったものの、太郎山は雨も上がり絶好の登山

日和のなか、全員元気に登頂することができまし

た。元気に２日間歩いてくれた子どもたちに感謝

したいと思います。今回の経験をこれから親子で

登山していくうえでぜひとも活かしていっていた

だけたら幸いです。 

○予定したプログラムを全て終了することはできま

せんでしたが、『美しく雄大な自然にふれながら、

親子の絆を深め、他人との協働と日光山系（太郎

山）登山による自然体験を通して、心身ともにたく

ましく自立する青少年の人格形成の一助とする。』

という親子登山教室の目的は達成することができ

たものと思っております。 

○子どもたちが嬉々として夕食や朝食の準備をする

姿、太郎山の急登を元気に登る姿を見、スタッフ一

同準備の苦労を忘れさせ本当に親子登山教室を実

施して良かったと実感しております。子供たちの

元気な姿がある限り、次年度以降もこの事業を継

続していきたいと思っております。次年度もぜひ

とも多くの方の参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい夕食（全員そろっていた
だきます。）（2015.7.18） 

参加者代表挨拶
（2015.7.18） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山王峠ハイキング出発 

（光徳小屋前にて） 

（2015.7.18） 

太郎山の登り（2015.7.19） 

太郎山頂にて楽しい昼食 

（2015.7.19） 

太郎山頂にて 

（2015.7.19） 

閉会式後の記念写真 

（2015.7.19） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月 22日(土)】 

○まずは夫婦淵に集合。皆さん集合時間よりだいぶ

早く到着されていたので着いた順に出発。 

○時間的にも余裕があるのでそれぞれ散策されたよ

うだ。天候は何とか持ってくれて雨に降られるこ

となく到着。到着後は役員会も開催され１０周年

の行事の提案がされた。 

○夕食は懇親会も兼ねて行われそれぞれの近況を報

告しながら盛り上がる。その後部屋に戻っての２

次会の山談義は最高である。狭いテント生活が身

に染みているのだろうか。夜、あいにくの雨模様と

なる。温泉に入りながらの雨は風情もあるが次の

日のことを考えると少々心配になる。 

【８月 23日(日)】 

○朝食後、お弁当をもらいつつ来年の予約を済ませ

る。加仁湯の大提灯の前で記念撮影を行う。その後

バスに乗り込み夫婦淵駐車場へ。ここから各々車

に乗り湯西川水の郷へ。ここから３台に分乗し滝

倉橋に向かう。途中かなり落石がありパンクする

車も出た。パンク修理後準備体操をして出発。 

○天候は曇り。最初急登坂続く。なかなかハードだ。

尾根に出るとなだらかになる。雲の中に入ったの

か多少雨粒を感じる。途中、加仁湯でもらったおに

ぎりを食べ、1361mのピークで帰りのことを考え下

山を開始。明神が岳のピークは踏めなかったが安

全第一という事でよい判断だった。途中、濡れてい

たのでスリップした方も出たが大きなけがをする

人もなく無事下山。林道の落石を避けながら水の

郷まで車で移動。解散式を行い無事終了となった。 

○その後は各々珍品?いや民芸品を多数おいてある

水の郷で買い物をしたりソフトクリームを食べた

りと楽しんでいた。山の後にこういった楽しみが

あるのも幹事さんの場所の選定の妙だと思う。 

○最後に、恒例となっている加仁湯を中心とした山

行だが、毎年同じ場所に来られるというのも大変

幸せなことだと感じた夏山山行だった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回役員会・事業委員会 

日時：2015年８月 22日(土)14:00～14:30 

場所：奥鬼怒温泉郷『加仁湯』 

参加者：役員 18名中９名 

日 時：2014年８月 22日(土)～23日(日) 

場 所：奥鬼怒温泉郷『加仁湯』 

    奥鬼怒ハイキング、明神が岳(1595m) 

参加者：坂口､前田 F&Y､牛窪､石澤､山本､上田､仙石 

菱田､神島､長､鈴木､深谷､青山､村田 

支部会員外：藤田､神島一の計 17名 

行動概要： 

8/22(土)：加仁湯集合は女夫淵より徒歩または 

バス、役員会後の懇親会は全員参加 

8/23(日)：朝食 7:00､加仁湯 8:00＝＝女夫淵

8:30､8:50＝＝湯西川水の郷＝＝滝倉橋 10:30

…1361m12:45～13:10…滝倉橋 14:30＝＝＝湯

西川水の郷 14:40、解散 

夏山山行・懇親会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○曇りがちの天気の中、予定通り実施。恒例の行事

だが、今年度はゴミ拾いだけでなく、登山道整備

も行った。峠の茶屋駐車場から峰の茶屋経由で鉄

杭やトラロープなどを分担して運び、茶臼岳頂上

付近の登山道に杭を打ち、ロープを張る。これに

より、道迷いや植物の踏み荒らしが減ることを期

待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『道の駅にのみや』に 15名が 8:35集合、増渕車・

前田車・石澤車の３台に分乗し 8:40出発。天気が

悪く小雨が降っている。とりあえず登山口に行っ

てから山行をするかどうか判断するとして出発す

る。雨のせいか駐車場は思ったよりすいていた。 

○9:30 宝篋山登山口到着。山本武志さんが東京から

の直接登山口に 8:00に到着し待っていてくれ、合

流する。9:45 青山・牛窪組が登山口に到着し、予

定していたメンバー全員が集合する。雨は降って

いたが、それほど強くなく行けるところまで行く

ことにし、簡単な出発式の後、9:55出発。 

○予定通り極楽寺コースをたどることにする。地蔵

菩薩立像を見学し、極楽寺跡地を通り、五輪の塔を

見学しながら、沢コースを辿る。 

○慈悲の滝等小さな滝を見ながら、白滝にて休憩。

雨は降り続いていたが樹林の中なのでそれほど気

にならない。葵の滝。太郎こぶしを過ぎたところ

から沢を離れ水平歩道になる。途中富士山やスカ

イツリーが見える展望台があるが、雨で展望はき

かない。富士岩手前で休憩する。雨が強くなって

きたが頂上まで１キロほどなので頂上に行く事に

する。 

○こぶしの森で常願寺コースと合流し道が広くなる。

宝篋峰城跡を右に見ながら、林道（バイオトイレが

ある）に合流する。ここから１０分ほどで宝篋山山

頂である。山頂到着 11:55。山頂には宝篋印塔があ

り、これが山名の由来になっている。三角点を確認

したりするが、雨が降り風もありすぐに下山し、林

道との合流点で簡単に昼食をとる。 

○12:20 分全員が頂上より戻り同じルート下山する。

途中宝篋峰城跡を通り、宝篋山小田休憩所駐車場

に 13:55到着。14:00青山・牛窪組はすぐに帰途に

つく。残り 15名は小田休憩所でお茶等をご馳走に

なりながら昼食をとり、14:20に３台の車に分乗し、

『道の駅にのみや』に 15:00 到着。ここで解散式

を行い 15:10解散する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3６回那須クリーンキャンペーン 
＆清掃登山(栃木県山岳連盟と共催) 

日 時：2015年９月５日(土)～６日(日) 
場 所：那須、峠の茶屋園地、茶臼岳周辺 
参加者：12名(森､坂口､臼田､仙石､蓮實､北見、

東､内間､仲畠､鈴木､稲葉×2) 

行動概要：峠の茶屋駐車場(開会式)7:30…峰の 

茶屋…茶臼岳山頂…峠の茶屋駐車場 12:00 

秋山山行 

日時:2015年 11月８日(日) 

場所：宝篋山(461m) 

参加者：森､坂口､前田Ｆ＆Ｙ､牛窪､石澤､山

本､上田､中村､長､早川､石井､増

渕､仲畠､鈴木､青山､村田の 17名 

行動概要： 

○道の駅にのみや 8:40＝宝篋山小田休憩

所駐車場 9:30、同発 9:55…宝篋山山頂

11:55､同発12:20…宝篋山小田休憩所駐車

場 13:55 ､ 14:20 発＝道の駅にのみや

15:00、解散 

宝筐山山頂にて（雨とガスの中） 

第４回役員会・事業委員会 

日時：2015年 11月 29日(日)14:00～15:00 

場所：宇都宮市『コンセーレ』タイムズスクエア 

参加者：役員 18名中 12名 

第９回「山」の講演会 
(本支部とコンセーレとの共催事業) 

 日 時：2015年 11月 29日(日)15:00～16:50 
場 所：宇都宮市『コンセーレ』１階大ホールＡ 
参加者：会員 22名､一般 52名、計 74名 
講 師：飯田肇氏 
(富山県立山カルデラ砂防博物館学芸課長) 

演 題：「山岳の魅力と脅威 
……立山の雪と氷河から」 



○多くの方のご尽力のお陰で、昨年の第８回「山」の

講演会にもまして大勢の方にお越しいただき、盛

況のうちに開催することができた。支部会員・一般

の方を合わせて 74名の参加者があった。埼玉支部

の石岡慎介さんも来場された。渡邉支部長の挨拶

ならびに講師紹介に続いて、早速飯田講師の講演

に入る。なお飯田講師の所属する『富山県立山カル

デラ砂防博物館』には、栃木支部秋山山行で立山方

面に出向いた折【講演会前年の 2014(平成 26) 年

９月 13 日(土)】に見学をさせていただいたので、

飯田講師にはとても親近感を覚えたものであった。 

○立山・剱岳で氷河が確認されたことを中心に立山

の魅力を力説されると同時に、そうした魅力に隠

された脅威についてもお話しをいただいた。講演

会後「タイムズスクエア」で懇親会を開いた。飯田

講師も含めて 14名の参加があり、一献傾けながら

氷河の話しに花が咲いたことであった。 

○以下、講演の内容を抜粋して報告する。 

１ 導入 

晴れた男体山は初めてで、しかもまわりの山々に

雪がついていたが、今年の北アルプスは、例年だと２

ｍほどの雪があるのに、11月 25日頃まで積雪０セ

ンチであった。しかし今日の冬型で 130センチくら

いの積雪になった。 

２ 立山の魅力 

ヒマラヤに劣らぬ立山の魅力は、①上昇する山 

②氷の山 ③火の山 ④水の山 といった要素が凝

縮してある点。 

①上昇する山 

 ヒマラヤと立山はでき方が同じで、プレート同士

の衝突で形成された。立山連峰の基盤は花崗岩で

あるが、80万年前の世界一新しい花崗岩が発見さ

れており、急激に隆起したことがわかる。 

②氷の山 

世界でも有数の豪雪地帯で、今年の「雪の大谷」は

19ｍの高さになった。雪の壁を調査すると沢山の

事がわかる。真っ白い雪と黄砂の混じった雪の違

いを認められるし、温暖化の影響で雨が降ったり

溶けたりしてできた透明な氷の板も入っている。

立山の2500ｍ付近の年降水量は雪3000mmと

雨 3000mm合わせて 6000mmに達する。 

氷河の定義は厚い氷体のあること、それが流動す

ることであるが、氷河圏としては緯度や標高が低

いので、日本には氷河が存在しないといわれてき

た。しかし年を越して残る雪(万年雪)が立山近辺に

はあるので、立山や剱岳で調査をして、氷河の存在

を確認できた。剱岳の三ノ窓雪渓・小窓雪渓、立山

の御前沢雪渓がそれである。 

氷河は、(1)気候の監視者、(2)地球温暖化のタイム

カプセル、(3)貴重な資源である。 

③火の山 

立山の噴気活動は大変活発であり、弥陀ヶ原は火

山活動によって形成されたものである。 

④水の山 

 落差４段 350ｍを誇る称名滝は、水の浸食で年に

1～10センチずつ後退している。 

３ 山の脅威と防護術 

高度に伴う気温の低下や強風による低体温症の事

例が多い。低体温症の三大要因は(1)稜線付近の気温

の低下(2)稜線付近の強風(3)降雨・霙等による濡れ

であること。これらを引き起こすのが、温帯低気圧の

発達と通過後の寒気流入であり、気象遭難の９割を

占めている。また沢の増水や土石流(鉄砲水)による山

岳遭難も多くなっているので注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉支部長が挨拶、続いて 

飯田講師の紹介をする。 

映像を使って講話を 

なさる飯田肇講師 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ヒマラヤの集い」も今回で７回目となった。2015

年 4 月 25 日、ネパールヒマラヤで登山活動中に

「ネパール大地震」に遭遇した大阪市立大学山岳

会、ランタン・リ登山隊の兵頭渉氏を講師にお招き

し、貴重な体験を語って頂いた。当日は栃木支部会

員以外にも新聞等で講演会の開催を知って駆けつ

けた熱心な登山愛好家やネパールに関心のある

方々等が多数参加した。渡邉支部長の挨拶並びに

講師紹介に続き、講演が開始された。 

○1961 年、大阪市大山岳部・山岳会は、ランタン・

リルン峰（ネパールヒマラヤ・7245m）で雪崩に襲

われ第 1 次隊 3 名の尊い命が犠牲となった。日本

隊として初めてのヒマラヤ遭難であった。その後

も挑戦し続け、1964 年、第二次隊はランタン・リ

ルン峰には登頂できなかったが、ウルキンマン峰

（6151ｍ）、モリモト・ピーク（ブンダン・リ 6150

ｍ）に初登頂し、1978 年には第三次隊が念願のラ

ンタン・リルン峰をリルン氷河ルートから初登頂

を果たした。 

○先の遭難事故から 50 回忌にあたる 2010 年春、墓

参団を編成し、リルン BC及びランタン村の墓名碑

にて法要を営んだ。その時、ランタン谷の峰々への

登山が話題に上り、ランタン・プロジェクトを立ち

上げた。ランタン・プロジェクトとして、2011 年

にはグルカルポ・リ（6891ｍ）、2012年にはサルバ

チョム（6912ｍ）、2013 年にはドルジェ・ラクバ

（6966ｍ）、2014 年にはランタン氷河第 2 の高峰

ランタン・リ（7205ｍ）に挑んだが、いずれも初登

頂時の報告書に書かれたルートとは状況が全く難

化してしまい、4年連続で登頂できなかった。登頂

断念が度重なる中、次なる目標をランタン・リに定

めて再挑戦することになった。元々5 ｶ年計画だっ

たランタン・プロジェクトは万全な準備の元、最後

の遠征に挑んだ。 

○2015 年 4 月 10 日、シャブルベシからキャラバン

開始。20日、ヘリで BC(5300m)入り。21日、BC建

設完了。22 日、プジャのセレモニー、C1（5700m）

予定地への荷揚げ。23日、荷揚げ、C1建設、C2ル

ート偵察。24日、BCで休養。 

○そして 4 月 25 日 11 時 47 分（現地時間）、天候が

思わしくなく、全員が BCでめいめいに休養を取っ

ている時間だった。突然２～３回の縦揺れ、直後に

横揺れ。周囲の稜線から雪崩が発生した。小高い丘

の上に設営した BCは大きな被害を免れたが、メス

テント、キッチンテントが爆風で崩壊した。C2 の

テントが４張残った以外は雪崩で全滅。１時間半

後にエージェントと連絡が取れた。エベレストで

の救援活動が終わり次第、ヘリコプターで救援す

ることを告げられた。 

○4月 26・27日、写真で比較すると地震の前後で、

ランタン・リの山頂付近の雪の付き方が全然違っ

ていた。4月 28日、ヘリで BCからキャンジンゴン

パヘ。すべての建物が雪崩と爆風で崩壊し、トレッ

カーは天幕で生活していた。4月 29 日、ヘリでキ

ャンジンからドンチェへ。上空から見たランタン

谷の被害は凄まじく、村の痕跡さえ見あたらない。

詳細は不明だが、村民 200名、トレッカー100人が

犠牲になった。ドンチェでヘリを乗り換え、カトマ

ンズに帰着。ホテルはクローズされていたので、テ

ントに二晩泊まった。5月 2日、成田着。今後はラ

ンタン谷の復興支援に関わっていく決意をした。 

○講演終了後、前田事務局長から謝辞があり、盛会の

内に幕を閉じた。その後は、兵頭氏を囲んで会員同

士の懇親会兼忘年会で、大いに盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回役員会・事業委員会 

日 時：2016年１月９日(土)16:30～18:00 

場 所：足利市地蔵の湯『東葉館』 

参加者：役員 18名中８名 

第７回「ヒマラヤの集い」講演会 
(本支部とコンセーレとの共催事業) 

 日 時：2015年 12月 13日(日)15:00～17:00 

場 所：宇都宮市『コンセーレ』アイリスホール 

講 師：兵藤渉氏(大阪市立大学山岳会) 

演 題：「ランタン谷の山々」 

参加者：本支部会員 20名､一般 29名、計 49名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月９日(土)快晴】 

○新年会･冬山山行は日光での開催予定だったが、予

定していた宿舎が日光でのインカレ開催のため、

満室とのことで急遽足利で開催することになった。 

○快晴で１月にしては暖かい。16:30から役員会を

開催。次年度の 10周年記念事業等の行事予定、

予算案について審議。厳しい財政状況で 18:00ま

で白熱した話し合いをした。 

○18:00 新年会を渡邉支部長の挨拶、山野井前支部長

の乾杯で開始。今回の新年会は渡邉支部長のエク

アドル遠征壮行会も兼ねて行われた。仕事の都合

で挨拶終了後武勇のお酒を持参して到着した深谷

会員より、酒作りの講話をしていただく。美味なる

酒の差し入れに素晴らしい講話に感謝。その後参

加者から近況報告をしていただく。お酒が入るに

つれ大いに盛り上がり 20:00 坂口監事の中締めで

一次会終了。その後、役員会で使用した部屋で２次

会を開く。参加者からの差し入れしていただいた

お酒やつまみ、そしていつもことながら深谷会員

から差し入れ頂いた「武勇」の美味しいお酒を堪能

し大いに盛り上がる。22:00二次会をお開きにする。 

【１月 10日(日)晴】 

○7:00朝食、8:00冬山山行参加者の早川・菱田・石

井・青山氏四名が東葉館駐車場で合流。8:10 全員

で下山予定の織姫神社に向かう。神社到着 8:30。

安全登山祈願をいただく予定だが、社務所が閉じ

ているので下山後安全祈願をすることにし、４台

の車に分乗し 8:40織姫神社駐車場発。行道山浄因

寺駐車場到着 9:00。出発準備をした後、9:05 発。 

○駐車場から鬱蒼とした薄暗い急な石段を辿る。昨

夜の酒が残り急登はきつかった。9:15 行道山浄因

寺に着く。ここで 10分ほど休憩。断崖上の清心亭

を見ながら急坂を登ると展望が開け、岩場の上に

四十九涅槃台があり小さな寝釈迦がある。また、展

望が素晴らしく筑波山が霞の中に望める。ここか

ら仏法僧峠を経て、行道山（石尊山見晴台）着 10:05。

15 分ほど休憩する。日光・足尾の山々から赤城・

榛名山等の展望が素晴らしい。稜線を南に向かい

10:35剣ヶ峰（大岩山）到着。急な坂道を下り車道

に出る。車道をしばらく進むと駐車場に出る。ここ

でトイレ休憩し、11:00大岩山多門院最勝寺（日本

三大毘沙門天の一つ）に参拝。11:10出発。しばら

く車道を進み両崖山に続く尾根道に入る。稜線は

風があり冷たいが、樹林帯に入ると風もなく暑い

くらいである。アップダウンのある稜線を辿り、北

関東自動車道真下に望む稜線上で昼食をとる

12:00～12:20。さらに稜線を辿り両崖山手前の展

望台 12:45 着。ここから剣ヶ峰の勇姿が遥か遠く

に望める。小休止の後、15分程で両崖山山頂 13:05

着。山頂は足利城本丸跡で、御獄神社と天満宮が祀

られてある。また天然記念物の大きなタフの木が

数本自生している。ここで集合写真を撮り13:20出

発。両崖山から織姫神社までの登山道には、家族連

れをはじめ多くの登山者がそれぞれのペースでハ

イキングを楽しんでいる。急な石段を下り、砕石混

じりの岩場を下ると鏡岩休憩所に到着する。東側

と南側の展望が素晴らしく、眼下に渡良瀬川、足利

の街並みを望むことができる。さらに下ると車道

に出る。ここでトイレ休憩をし、14:20織姫神社着。

晴れ着を着た成人が参拝し記念写真を撮っていた。

ここで安全登山の祈祷をしていただく。集合写真

を撮り、15:00渡邉事務局長に挨拶を頂き解散する。

天候に恵まれ展望を楽しみながら、楽しい山行を

することができた。このあと、上田委員に浄因寺駐

車場まで送ってもらい車を回送することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：2016年１月９日(土)～10日(日) 

場 所：足利市地蔵の湯『東葉館』 

行道山、両崖山 

参加者：渡邉､坂口､前田､石澤､上田､蓮實､中村､ 

菱田､長､鈴木､村田の 11名 

【新年会のみは山野井､牛窪､関根､深谷】 

行動概要： 

1/９(土)：新年会 18:00～20:00…二次会 22:00了 

1/10(日)：朝食 7:00､8:10 発＝＝織姫神社 P8:40

＝＝行道山浄因寺 P9:00、同発 9:05…行道山浄

因寺 9:15 行道山(石尊山見晴台)10:05…大岩

山多門院最勝寺 11:00…昼食 12:00～12:20…

両崖山手前展望台 12:45…両崖山 13:05～

13:20…織姫神社 14:20､解散 15:00 

新年会・冬山山行 

両崖山山頂にて 

織姫神社にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２月６日(土)晴】 

○栃木・千葉・茨城の三支部でスタートした合同懇親

山行も３巡目の最後９回目となった。来年は途中

から加わった群馬支部で初めての開催となる。今

年の会場の大洗ホテルは太平洋に面し、後ろの台

地には大洗磯前神社がある絶景の場所にある。つ

い津波が来たらどうしようかと考えてしまったが、

実際５年前の３．１１ではホテルの１階は津波に

洗われてしまったそうである。 

○本日はホテルで 13:30 受付開始。少し早めに着い

て参加者に配布する栃木支部報を受付にお渡しし

た。その後 14:30 の開始まで海辺と大洗磯前神社

を散策。ホテルに戻ると栃木支部の４名（小島，坂

口､牛窪，長）も到着していた。 

○今日のメニューは４つ：各支部活動報告／講演会

／アンコウつるし切り実演／懇親会。 

［各支部活動報告］ 

茨城支部浅野支部長の挨拶。支部の活性化と若手

の育成の課題を取り上げた。また、来年１０月に全

国支部懇談会を筑波山で行うことがＰＲされた。ま

た各支部より事務局長が支部活動の内容と課題対

応を報告。栃木支部は四つの公益事業「夏の山岳映

画の夕べ」・「親子登山教室」・「山の講演会」・「ヒマ

ラヤの集い」を報告した。 

千葉支部：高齢化，活動する人が少ない。支部域を

三つのエリアに分け、各サテライトで定

期的に情報交換・親睦会を開催。 

群馬支部：子供対象の登山教室「チャレンジキッズ」

を６月／８月／９月に開催。また「山フ

ェスタ」では岳連・労山と相談ブースを

開いたほか、パネルディスカッション・

写真展を行った。 

茨城支部：支部会員 39名，支部友 16名。自閉症協

会親子登山への協力登山を実施。 

［講演会］ 

元国土地理院測地部職員の山田会員の講演。演題

は「剱岳の三角点」。映画「点の記」で知られる剱

岳。その剱岳には平成 16 年まで三角点がなかっ

たのはご存じでしょうか。山田さんは剱岳に三角

点を設置するプロジェトのリーダーでした。3000

ｍの上か下かで話題になった剱岳。最新の技術を

もって測量した結果は 2998.6mで、3000ｍを超え

ることはなかったが、ビデオによる設置作業の展

開は迫力があった。この様な講演を聴くことがで

きるのは、日本山岳会ならではあろう。知識が増

えた感じがする。ちなみに剱岳は三等三角点（平

成 16 年８月 24 日設置）、明日登る高鈴山は一等

三角点（明治 26年２月 21日設置）である。 

［アンコウつるし切り・懇親会］ 

アンコウつるし切り実演の後、浅野支部長の乾杯

で懇親会がスタートした。時間が進むにつれ四支部

会員それぞれ入り乱れて会話が進む。自分の隣に座

ったのは千葉支部の谷内本部理事。支部ユースの活

動など話ができた。田中群馬支部長の中締めでいっ

たん解散、栃木支部は部屋に戻り二次会となった。 

【２月７日(日)晴】 

○夜、天気が一度崩れたようだが、朝から持ち直し栃

木支部５名は全員Ａコースの阿武隈山地南部にあ

る花の百名山・一等三角点峰の高鈴山(623.3m)に

向かう。ちなみにＢコースは「大洗町幕末と明治の

博物館」散策であった。 

○茨城支部が用意してくれた大型バスで大洗町を出

て日立市まで北上、そこから山地に入り本山トン

ネルを抜けると向陽台の駐車場がある。今日はこ

こから尾根筋にあがり、御岩山を経由して高鈴山

までの往復コースである。準備体操をして、各支部

単位で登り始めた。 

○暖冬の今年、茨城の 600mの山と言うことで“日だ

まりハイク”のつもりでいたら、意に反して登山

道に雪。どうも夜の間に積もったらしい。とは言

え、そこは日本山岳会会員、問題にせず登り始め

た。途中の御岩山には５億年前の岩がある。会話を

しながら登っていくと２時間で目的地着、雨量観

測網の大きな建物と電波塔がある高鈴山に到着。

山頂一帯雪面のなか、ここには展望デッキと一等

三角点がある。昨日「点の記」の講話をしていただ

いた山田会員の説明を受け、理解を深める。一等三

角点は一回り大きい。ここで昼食と記念撮影。 

○後はバスの待つ向陽台へ向け下るだけ、と思いき

や。雪の残った登山道の下りの途中で茨城支部の

一人がおぼつかなく足が進まなくなった。茨城支

部より“ロープ持っていませんか”の申出があり、

ザックから８ｍｍロープを取り出して貸し出した。

ここからは滑りやすいところをロープで確保しな

がらの下りとなる。街中のウォーキングシューズ

を履いていたこともあり、フィジカル・メンタルの

第８回・四支部懇談会 

日 時：2016年２月６日(土)～８日(日) 
場 所：茨城県大洗町『大洗ホテル』 

高鈴山 
参加者：栃木支部５名(坂口､小島､牛窪､長､
前田 F)､千葉･茨城･群馬支部から総数 52名 

行動概要 
2/6(土)：開会行事､各支部報告､講演会､その
後合同懇親会 

2/7(日)：高鈴山登山 
 大洗 H8:00＝＝向陽台 P9:15､同発 9:25…… 
 御岩山 10:20～11:10…高鈴山 11:35～
13:30…向陽台 13:30＝＝大洗 H15:00 



面で苦労されたようだ。低山とはいえ、雪山の山行

は要注意であることを肝に銘じることになった。 

○ともかく、先に下ったメンバーが待つ向陽台にだ

いぶ遅れて到着。山行は無事終了となった。全員が

そろったバスは大洗に向け出発。左に海の上を走

る船を眺めながら大洗ホテルに到着し、解散とな

った。前日の講演・懇親会から好天の雪道登山と楽

しむことができました。群馬・栃木・千葉から集ま

った会員を快くもてなしていただいた浅野支部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下茨城支部の皆さん、ありがとうございました。 

○ＰＳ．帰りがけに浅野支部長に“ロープの使用料

高いですよ”と言ったら、江戸前の佃煮を送

っていただいた。本当にありがとうございま

した。 

【ご参考】「日本山岳会 親子登山」サイト 

：高鈴山－5億年前の山とレーダー基地

－ http://jac.or.jp/oyako/f15/d201020.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

浅野茨城支部長挨拶 

大洗ホテル前で機縁撮影 

高鈴山山頂にて、栃木支部の面々 

第６回役員会・事業委員会 

日 時：2016年３月 14日(月)16:30～18:00 

場 所：宇都宮市『コンセーレ』タイムズスクエア 

参加者：役員 18名中９名 



１ 栃木支部報発刊に当たって……巻頭言…… 
          栃木支部長(当時) 日下田 實 
             【2008(平成 20)年発行・創刊号より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○昨年５月 27 日(日)に会員 33 名をもって発足しま

した日本山岳会栃木支部は，現在 37名の会員にな

りました。この一年間渡邉事務局長をはじめ支部

役員の皆様，また関係者の方々の努力により創立

記念登山として関東以北の最高峰日光白根の登山

をはじめ，事業報告にありますように種々の活動

をすすめてまいりました。また栃木支部の発足を

契機に，千葉支部，茨城支部が発足し，今まで支部

のなかった関東圏に三つの支部が誕生しました。

これはこれからの日本山岳会の行く手に明るい光

を与えたものと思っております。 

○御承知のように栃木県は山国であります。日光，那

須，あるいは福島県境の山々など本格的な登山で

なければ登ることが難しい山もありますし，栃木・

茨城県境をなして筑波山まで至る八溝山地の山々，

また日光連山の末端に位置する足利北部・佐野北

部の山々など，四季折々にトレッキングを満喫し

ながら歩くことのできる山々もあります。 

○私事にわたりますが，私は今まで狭く深い山登り

をして参りました。その延長でマナスルまで行っ

たわけで，したがって春夏秋冬を問わず穂高界隈

の山々をよく知っておりますが，その他の山々は

ほとんど知っておりません。私も後期高齢者の仲

間入りをしまして，体力的にも本格的山登りは出

来ません。支部の仲間の皆様の足手まといになら

ぬように心がけ，故郷の山々を歩いてみたいと思

っておりますので，よろしくお願い致します。 

○さて日本山岳会は現在公益法人化を目指しておる

ことはご承知の通りであります。将来のことはど

うなるかはっきりとしてはおりませんが，当支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

としては今後支部の仲間を増やし，千葉，茨城両支

部とも協力して支部の活動を活発化させていきた

いと思っております。幸いなことに当支部には渡

邉事務局長をはじめ高体連登山部に関係している

方々が多くおりますので，この方々を通じて高校

生に山登りの面白さを教えていただき，当支部の

活性化につなげていきたいと考えております。や

らなければならないことはたくさんありますが，

会員の皆様，高体連登山部，栃木県山岳連盟の方々，

その他関係者のご協力を得ながら，急がずに一歩

一歩やっていきたいと考えておりますので，今後

ともよろしくお願い致します。 

○またこのたびは，かねてより待ち望まれていた『栃

木支部報』を発刊することになりました。これまで

『栃木支部通信』が節目に発刊されておりました

が，活動の総まとめとしての意味あいをもつ機関

誌の発刊を検討し，ようやくお手元にお届けする

に至りました。各種情報の提供，会員各位からの原

稿も幅広く募っておりますので，事務局あてに是

非ともご送付下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピックアップ支部報 
 

栃木支部パーティの先頭を行く日下田支部長 

【2007(平成 19)年８月 19日(日)，白根山頂直下にて】 



２ 日下田支部長、早稲田大学スポーツ功労賞受賞 
          【2010(平成 22)年発行・第３号より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○2010年３月 25日、日下田支部長には、長年の功績が讃えられて、 
「早稲田大学スポーツ功労賞」を受賞された。 
○過去の主な受賞者は、 

第１回(1982/12/13):織田幹雄…陸上(走幅跳・三段跳) 
第２回(1984/03/25):南部忠平…陸上(走幅跳・三段跳) 
第３回(1986/03/25):西田修平…陸上(棒高跳) 
第９回(2009/04/01):川淵三郎…日本サッカー協会名誉会長 

など、そうそうたる顔ぶれである。 
○以下、顕彰状の内容を転記する。 

 
顕  彰  状 

日下田實氏は 1930年 6月 27日、栃木県芳賀郡

益子町（現）に生まれた。山に囲まれた焼き物のふ

るさと益子で少年期を過ごし、終戦直後の真岡中学

校に学んだ。同校卒業後、1948年 4月に早稲田大

学専門部政治経済学科に入学、翌 49年 4月に早

稲田大学第一政治経済学部自治行政学科１年に編

入した。在学中は山岳部に所属し、北アルプス剱

岳、穂高岳の積雪期登山を成功させるなど、当時の

学生登山界をリードする登山家として活躍した。4年

次の 52年には代表委員主将を務めるとともに、早

稲田大学南米アコンカグア登山隊（関根吉郎隊長以

下 6名)に隊員として参加し、53年 1月、登頂を果た

した。この遠征によって早稲田大学体育名誉賞を受

賞している。海抜 6962 メートルの南米最高峰への

登頂経験が、後のヒマラヤでの快挙に繋がることに

なった。 
  

その後、日下田實氏は 1954 年に日本山岳会第 2

次マナスル登山隊への参加に続いて、56 年にはマ

ナスル世界初登頂に成功した第 3 次マナスル登山

隊（槇有恒隊長）に隊員として参加し、同年 5 月 11

日、加藤喜一郎氏（慶応大学山岳部ＯＢ）と共に

8163 メートルの頂上に立ったのである。今西壽雄氏

（京都大学山岳部ＯＢ）とギャルツェン・ノルブ氏（ネ

パール人隊員）が前々日の 9日、登頂したことに続く

ものであった。12 人の隊員中最年少だった。このマ

ナスル世界初登頂は、エベレスト登頂（1953年、イギ

リス隊）など、ヒマラヤ・オリンピックといわれた当時

の 8000 メートル峰登山の中でも特筆される成果で、 

 

一連の新聞報道や記録映画「マナスルに立つ」は国

民を熱狂させ、若者、少年たちを勇気づけた。終戦

から 10年余、歴史的といってよい快挙だった。 
 

 マナスル登頂から帰国した後、氏は毎日新聞社に

入社し、運動部記者として活躍した。また、1960年

からは早稲田大学体育局講師として体育実技「山

岳」を担当し、62年からは山岳部監督を務めて後進

の育成に当たった。その後は郷里の栃木県に戻り、

益子町教育委員会委員長、県教育委員会委員長、

民事調停委員を歴任して郷土の振興に貢献した。ま

た、(社団法人)日本山岳会の評議員、常任評議員な

どを務めて日本登山界の発展に寄与した。1996年、

永年の民事調停委員としての貢献に対して最高裁

判所長官表彰を受けた。2001年にはマナスル登

頂、調停委員の功績、地方教育への貢献に対して

勲五等双光旭日章が贈られた。さらに、2006年 12

月、ネパール登山協会に招かれてマナスル登頂 50

周年の式典に参加し、名誉顕彰を受けた。現在は日

本山岳会栃木支部長を務めている。 
 

 ここに早稲田大学は、卓越した登山活動によって

戦後の日本人に勇気を与えるとともに、山岳界で後

進の育成に尽力した特筆すべき貢献、ならびに早稲

田大学への永年にわたる多大な功績と献身に対し

て、日下田實氏を早稲田大学スポーツ功労者として

表彰し、その名誉を永く讃えるものである。 

２０１０年３月２５日 

早稲田大学 



３ 山野井支部長『５０周年ヒマラヤの旅』 
          【2014(平成 26)年発行・第７号より】 

 
 
 
 
 
○「1964 年立教大学バルンツェ踏査隊」の大倉・岸

野・遠藤・山野井と慈恵医大ＯＢの横山Ｄｒは、50

周年記念として、ゆかりの地を訪れようと、３月１

日成田発 17:30 のタイ航空で出発した。コルカタ

へは乗り継ぎで２日 0:30到着。インド博物館隣の

「リットンホテル」には 3:00 チェックイン。昼過

ぎからは市内見学に出かけた。ガイドは頑張って

金ぴかジャイナ教の寺院を案内してくれた。午後

16:30カトマンズ入り。 

○空港から街へ向かう。駐車場から出るのにも一苦

労。パズルのようにあちこちと進んで、ようやく通

りへ出る。赤信号でも止まらないのが多いし、ポリ

スも全く注意しないようだ。車・自転車・人間が混

在しているが、事故は少ないという。立派なものだ

と変に感心してみたりする。宿は「ヤク＆イエテ

ィ」。私以外の４人は街へ出かけたが。私といえば

部屋で地ビールの銘品エヴェレストにチャレンジ

する。のんびりと味わって、1959 年からの回想に

ふけった。 

○４日にはナガルコットへ向かった。64 年の時はナ

ムチェからの帰りのキャラバンでは、神原達さん

の車に助けられ、神原さんが神様となった処だ。今

や展望のきく場所であり、多くのホテル、ロッジが

点在していて、ポカラに次ぐ人気の場所だ。 

○５日 4:30防寒着を着用し、日の出とヒマラヤの山

並みをを見ようとに展望台に出ると、阪急ツアー

で来られた関西弁のおばさんが50人ほど陣取って

いた。5:00 待望の日の出だ。それとともに霧が飛

んでいって消えて、ロールワリン・ランタン・エヴ

ェレストが一気に見渡せる。ヒマルチュリは特異

な姿を見せてくれる。ここには 13:00 頃までいて

カトマンズに帰り、もとの「ヤク＆イエティ」に戻

る。 

○６日は自由行動日で、私は旧友である元毎日新聞

現地特派員ピナヤ氏、仏教僧ムクシダ氏等と会話

を楽しめたし、岳兄数名の供養もつとめたので、大

いに安らぐことができた。 

○７日、カトマンズから 40分のフライトでビラトナ

ガルに入る。素晴らしい道路がダランバザールま

で約 40マイル続く。英軍グルカ兵新兵募集所があ

る恩恵を被っているようだ。50年前、神原達氏の 

 

 

 

 

 

 

助言で、英国武官ワイリー氏(1953 年ハント隊)の

好意にあまえてキャンプに入った後、63 人のキャ

ラバンを編成した想い出の場所である。そこを曲

がってバザールの外れから山に入道に入る。曲が

りくねった山道を登り、山から崩れた土砂に覆わ

れた河原を延々と走る。やがて行く手上方に、白い

建物が少しずつ姿を現してきた。ダンクッタの街

である。ここからはほぼ尾根筋を通って街の宿舎

に入る。荷を解き、街を散歩すると、近くの丘に新

築中のホテルが見える。 

○８日。丘の近くで車を降りて周囲を見渡すと、周り

一帯 300 度くらい山また山。水の便を尋ねると、

保水性の土から湧出している水の他に天水、そし

て㊙を利用するとのこと。近々名所が増えるだろ

う。下山して英軍キャンプの場所を聞いて訪問す

ることになる。旧キャンプは昔と変わらぬ姿であ

った。新キャンプは１０キロくらい離れていたが、

突然の訪問にも拘わらず喜んでくれた。 

○９日。ビトラモードからカカルビッタへ。ここはイ

ンドとの国境である。30 分ほど歩いてインド側に

入り、ラニガンジを経てダージリンへ向かう。山が

近づくにつれて紅茶畑が出現。ダージリン茶とア

ッサム茶の差について語った。整備された道を登

り下りしながら進むと、車の混雑が目立つように

なる。ロバート通りの「セントラル・ヘリテージホ

テル」に入る。街を一回りしたあと、早めにベッド

に入った。 

○10 日３時起床。車でタイガーヒルへ向かい、日の

出とカンチェンジュンガを拝むことにする。車の

列が延々と続く。4:40 頃駐車場に着き、車から降

りて展望休憩室に入り日の出を待つ。5:20 くらい

であったか、日の出瞬間にどよめきがおきる。さら

にねばって待つこと 30分、ようやくカンチェンジ

ュンガが見えると再びのどよめき。カムバチェン・

ホワイトウェーブ。1973 年の豪雨との苦闘を思い

出して、この場を離れ難くなった。この感動は大満

足と言わねばなるまい。ホテルに戻り、午後はトイ

トレインを楽しむ。その後ヒマラヤ登山学校、博物

館を見学する。展示のなかでもテンジン・ノルゲイ

は別格扱いである。氏が来日した時、奥日光に案内

してスキーを楽しみ、子供達に天神さまと呼ばれ

たこと、成川氏とともに東照宮を案内し、ヘッドラ



マなどと適当な通訳をしたら、山崎安治さんが苦

笑していたことなどな次々に思いだされて、気が

ついたら迷子になりそうであった。隣接の動物園

も見所が沢山あったが、動物がみな元気だったの

には驚いた。やはり飼育方法や気候の差によるも

のなのであろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○11日。バグドグラまで車で移動。そこから空路

コルカタへ向かい、15:50着。市内観光をして時間

をつぶし、翌 12日２時のタイ航空でバンコクに飛

ぶ。ここでもちょっとだけ観光、そして仮眠の後、

22:30発成田行きに搭乗。成田には 13日 6:50着。

こうしてなんともノスタルジックな旅は終わった

のだが、燃えるような若き日を想い出す毎日が楽

しく、また友情の有り難さを心から感じることの

できた旅、小さいけれども大きな満足感を感じる

ことのできた旅であった。 
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４ 渡邉事務局長、国立登山研修所長として着任 
          【2010(平成 22)年発行・第３号より】 

５ 渡邉事務局長が韓国の『ヒマラヤ』誌に掲載される 
【2014(平成 26)年発行・第７号より】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○本年度末の異動で、栃木支部の渡邉雄二事務局長が国立登山研修所(正式名称は「独立行
政法人日本スポーツ振興センター 国立登山研修所」)の所長として着任された。 

○登山研修所は、わが国における登山の健全な発展を図るため、1967(昭和 42)年６月１日、
文部省設置法施行規制の一部改正により、文部省体育局（現在の文部科学省 スポーツ・
青少年局）の内部部局として設置され、2009(平成 21)年４月文部科学省から独立行政法
人日本スポーツ振興センターに移管された。 

○開所以来、登山指導のための研修事業・登山に関する情報提供等を行い、登山事故の防止
にあたる、登山活動には不可欠な業務を行っている施設である。 

○渡邉雄二事務局長は、栃木県立学校の教員であったが、1997(平成９)年４月１日～2001(平
成 13)年３月 31 日の期間も登山研修所専門職員の経験があり、栃木支部一同、大いなる
活躍を期待しているところである。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

2009 年から日本国立登山研修所所長

である渡邉雄二氏が、去る 9 月 8 日韓

国を訪問した。 日本国立登山研修所は

2010 年から国立公園管理公団と業務協

約を結んで交流をしており、渡邉氏が

登山交流目的で訪韓したのは今回が二

度目だ。 国立公園管理公団救助隊員ら

と共に安全登山普及、山岳遭難救助な

どの研修プログラムを終えた彼は“韓

国と日本は使う装備が似ていて救助技

術には大差なく、既存救助技術を確認

する機会になった”と所感を述べた。 

現在、韓国と日本の山岳救助技術は

似た水準にあるが、日本の山岳救助活

動は韓国より先 1967年に日本文部省で

国立登山研修所を設立し始まった。 

“設立当時は山岳遭難事故が多かった

時期であった”として渡邉氏は国立登

山研修所の設立背景に対して説明して

くれた。 

“日本は 1956年マナスル初登頂を契

機に登山が非常に発展し始めました。 

いわゆる‘登山ブーム’が起きたのです。 

ところが登山に対する技術と知識が全

くない人々が山に行ったせいで遭難事

故がたくさん起こり始めました。 特に、

大学生の登山をはじめとし、冬季山岳

事故、社会人の岩壁登攀事故が頻繁に

起きました。”このような日本国内事情 

 

 

 

 

 

で文部省が遭難事故を防止するために

国立登山研修所を設立したとのこと。 

国立登山研修所では様々な山岳会のリ

ーダー、教師、警察・消防・自衛隊救助

隊を対象に山岳救助教育をしている。 

渡邉氏は“最近では中高年の山岳事故

が増加している傾向”として、“山岳事

故の直接的な原因は滑落や転倒だが、

その根本は体力とトレーニング、そし

て登山に関する基本知識と技術がない

ため”と説明した。これに伴い、日本国

立登山研修所では一般登山者を対象に

安全登山教育とパンフレットの製作・

配付をしている。 

今回研修期間中の週末に北漢山に行

った渡邉氏は“登山道いっぱいの韓国

の登山人口に驚いた”として“日本も登

山国家と言えるが韓国程は登山人口が

多くない。韓国人は運動を楽しんで積

極的な人々という印象を受けた”と韓

国訪問の所感を言った。 そして、“韓国

人登山者が日本の山を訪れるのは非常

に有り難いことだが、韓国の山より標

高が高く、天気変化が激しい日本山岳

環境に留意して安全な登山準備をして

訪問するように願う”という言葉も忘

れなかった。 

 
 

 
 
 

韓国を訪問した日本国立登山研修所所長渡邉雄二氏 
“日本の山でも安全登山してください” 

文アン・ジュンヨン記者・写真イ・ヨンジュン記者 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
インド北西部・ラダック地方 

パンゴン山脈バルマ・カンリ峰初登頂

とカンジュ・カンリ峰試登 

     沖允人(ｵｷﾏｻﾄ) 
●はじめに 

  日本山岳会栃木支部で後援をいただいた2010

年・中京山岳会ヒマラヤ登山隊の当初の目的は、

パンゴン山脈の双子峰、マリ峰(6585m,6560m)に

登頂することであった。しかし、地図と地形情報

の不足、地元ガイドの誤認識、地形の類似、GPS

と詳細地形図と衛星画像のパンゴン山脈地域へ

の持込禁止などが原因で、山頂へ続く谷を誤り、

マリ山群の東南約10kmのカンジュ・カンリ山群

に向かってしまった。登山を終了し、帰国して撮

影した写真記録や衛星画像を詳細に比較検討す

るまで、その誤りに気づかなかった。検討の結

果、初登頂し、仮にバルマ・カンリ峰(Barma Ka

ngri)と命名したピークは、カンジュ・カンリ峰

の東約500mにある地図上の無名峰(c.6500m)だ

と推定できた。カンジュ・カンリ主峰(6725m)は

パンゴン山脈最高峰で、インド隊が1983年初登

頂したといわれ、その後、1987年、1995年、200

1年にインド隊が登頂している。 

 幸か不幸かマリ山群の主峰は今のところ未踏

のままで残っていると思われる。何時の日か山

頂に立つ人があることを期待している。 

 

●パンゴン山脈西面のベースキャンプ地へ 

 2010年6月27日、成田発、ニューデリー経由・

空路、ジャム・アンド・カシミール州、ラダック

地区の主都レーに6月29日に到着した。レーの標

高は約3700mである。パンゴン山脈はインド・中

国の国境地帯にあるため、登山ビザに加えて 

インナーライン・パーミット(禁止区域入域許

可)の取得が必須なので、レーでその最終手続き

をする。隊長：沖允人(75歳・中京山岳会・日本

山岳会栃木支部)、登攀隊長：西嶋.錬太郎(67歳・

白山フウロ山岳会・日本山岳会石川支部)、リエ

ゾンオフィサー：ガンディ・ソラブ(55歳)、クラ

イミングガイド：クムチョック・ティネス(31

歳)、ハイポーター(3名)、コック(1名)、コック

助手(1名)、合計9名であった。 

 7月1日、車2台でレーを出発、チャン・ラ(536

0m)、タンツェ(3795m)経由・パルマ(Parma)の集

落の先の川原に7月2日にベースキャンプ(4800

m)を建設。7月5日、カンジュ・カンリ(Kangju K

angri)山群西面、タストラ・ルンパ(Tastra Lun

gpa)谷中流域の岩と雪の高原台地に第1キャン

プ(5400m)を建設。7月9日、タストラ・ルンパ谷

源流域の索漠としたモレインの岩の上に第2キ

ャンプ(6000m)を建設した。 

●バルマ・カンリ初登頂 

 7月12日、第2キャンプからパンゴン山脈主稜

線のコル(c.6200m)に登り、南東に伸びる岩と雪

の主稜線を辿り、主稜線上の無名峰(c.6500m)に

西嶋・クライミングガイド・ハイポーターのペン

バ・ノルブ(50歳)が初登頂した。頂上直下の雪壁

に約200mのロープをフィックスした。この無名

峰はBC近くの集落の名前からバルマ・カンリ(Ba

rma Kangri)(間の岳の意)と仮称することにし、

リエゾンオフィサーの了承を得、IMF(インド登

山財団)に届けた.。 

 7月17日、前記の無名峰(c.6500m)に、沖・クラ

イミングガイド・ハイポーターのペンバ・ノルブ

が第2キャンプから第２登した。フィックスロー

プを撤収、第2キャンプも撤収し、同日、第1キャ

ンプ経由で、ベースキャンプに下った。 

○すでに『栃木支部報』第３号でもお知らせしたように、本支部の沖允人会員が
2010(平成 22)年６月下旬から７月下旬にかけて、インド北西部のラダック地方
のパンゴン山脈に遠征した。本支部はこの遠泳隊を後援したところである。沖会
員からその記録を提供していただいたので紹介しよう。 

６ 沖允人会員のヒマラヤ遠征報告 
【2012(平成 24)年発行・第４号・５号合併号より】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ●カンジュ・カンリ峰試登 

 7月20日、タストラ・ルンパとケウルン・ルン

パ(Keunglung Lungpa)谷源流域のカンジュ・カン

リ峰南面の第2キャンプ西方の一段高いモレイ

ン上に第3キャンプ(6100m)を建設し、7月21日、

西嶋・クライミングガイド・ハイポーターのペン

バ・ノルブは第3キャンプからカンジュ・カンリ

峰に登頂すべく頂稜リッジの6420m地点に到達

した。しかし、そこからカンジュ・カンリ主峰へ

の頂稜リッジは、斧で断ったように切れていて 

前進は困難で危険極まりないので登攀を中止し

た。また、別ルートからカンジュ・カンリ主峰を

登るには、メンバー・登攀具・時間などが不足し

ていると判断し、第3キャンプに登ってきた沖隊

長も含めて協議し、残念ながら全面撤収を決定

した。 7月22日、第3キャンプ、第1キャンプを

撤収し、ベースキャンプに下山し、7月24日にベ

ースキャンプを撤収し、タンツェ、チャン・ラを

経由し、レーに帰着した。 

カンジュ氷河とベースキ

ャンプから第３キャンプ

までのルート 

バルマ・カンリ峰(c.6500

m)から無名氷河とパンゴ

ン湖 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概念図：パンゴン山脈・マリ山群とカンジュ・カンリ山群 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カンジュ・カンリ主峰(67

25m)(左端)と東峰(中央)、

バルマ・カンリ峰(c.6500

m)(右端後方) 

バルマ・カンリ峰の頂上に

て、後方はカンジュ・カン

リ主峰(6725m) 

カンジュ・カンリ東峰を南

西面から登る 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カンジュ・カンリ峰右岸

の6000mの無名峰 

カンジュ・カンリ峰

の東面を登る 

カンジュ・カンリ峰と

第３キャンプ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 石澤好文会員のネパール・トレッキング報告 
【2014(平成 26)年発行・第７号より】 

トレッキング隊行動表 

目的地：ネパールヒマラヤ アンナプルナ・サーキットコース 

出発地：カトマンズ・ポカラ・カーレ・シリチョール 

隊 員：安田里子・石澤好文・石澤令子（３名） 

 

日    時 行 動  概  要 備 考 

１０月 １日 成田出発 － 香港 － カトマンズ（キャセイ航空・ドラゴン航空）  

１０月 ２日 カトマンズ － ポカラ（イエティ航空）  

１０月 ３日 ポカラ － カーレ（車） ～ ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝｷｬﾝﾌﾟ（2,100m）  

１０月 ４日 ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾝｷｬﾝﾌﾟ ～ カーレ － シリチョール（車）（1,200m）  

１０月 ５日 シリチョール ～ ジャガット ～ チャムチェ ～ タール（1,700m）  

１０月 ６日 
タール ～ ダラパニ ～ バガルチャフ ～ ダナキュー  

～ ティマン（2,270m） 

 

１０月 ７日 ティマン ～ チャーメ ～ ディキュールポカリ  

～ ロワーピサン（3,200m） 

 

１０月 ８日 ロワーピサン ～ フムデ（3,280m）  

１０月 ９日 フムデ ～ ナガール ～ 高所順応 4,100m 地点 ～ナグアール（3,660m）  

１０月１０日 ナール ～ ヤクカルカ上部（4,000m） 

～ナガール（3,660m） 

登山隊

と合流 

１０月１１日 ナガール ～ マナン（3,540m）  

１０月１２日 マナン ～ ロワーピサン（3,200m）  

１０月１３日 ロワーピサン～ チャーメ ～ ティマン（2,270m）  

１０月１４日 ティマン滞在  

１０月１５日 ティマン ～ ダラパニ ～ タール（1,700m）  

１０月１６日 タール ～ シリチョール（1,200m）  

１０月１７日 シリチョール －  カトマンズ（車）  

１０月１８日 カトマンズ市内観光  

１０月１９日 カトマンズ － 香港（ドラゴン航空）  

１０月２０日 香港 － 成田帰着（キャセイ航空）  

 

※ 登山隊が１日早く下山となったので BC までの山行は断念し、途中のヤクカ

ルカ上部のバッティ（約 4,000m）まで到達した。 

 

 



 



トレッキング隊行動記録 
※10 月 10 日以降は登山隊・トレッキング隊合同の

記録（10月１ 日～10月 20日） 

10月１日（雨）～出発～ 

○ここのところネパールは天候が悪く、雨季が続

いているようなのでしばらくは雨という予想だ

が、ヒマラヤへの期待を沢山持って成田に向か

い、10:30 機上の人となった。香港経由で深夜に

カトマンズに到着したら、エージェント社長の

デニッシュ自ら迎えに出てくれていた。黄色の

マリーゴールドで作った美しいレイを首にかけ

てもらいフジホテルに向かった。 

10月２日（曇り）～ポカラへ～ 

○８時頃にデニッシュが顔を見せ、ガイドのマン・

バハドゥール・マガールを紹介してくれた。予

想に反して流暢な日本語を話したので驚いた。私達

はラッキーなトレッカーである。昼頃に飛行機でポ

カラに向かう。車では５～６時間かかるという

が、３５分で飛ぶ。やっぱり雨季は明けていな

いようで、空からもポカラについてからも山々

は厚い雲に覆われてまったく見えなかった。 

街に遅い昼食をとりに出かけ、今回初めてのタ

ルカリ・ダルバートを注文した。おいしくおか

わり自由だが完食はむずかしいほどの量だ。時

間があるのでタクシーを頼み国際山岳博物館と

チベッタン・キャンプを訪ねた。博物館はネパ

ール登山協会が世界各国の山岳関係者からの支

援をうけて設立し、国の多様な民族の暮らしと

文化や山の自然、ヒマラヤに関する世界の歴史

資料が展示されており、エヴェレスト登頂の記

録写真や装備など日本や各国の登山隊の資料が

広い館内に多数展示されている。入館料は外国

人のみ有料（300Rs）。チベッタン・キャンプは、

チベット難民がつらいテント生活を送っていた

場所だが、今では家に住みヤク（チベット牛）の

毛や羊毛で絨毯を織る工房で働いたり、民芸品

を作って売るなどして生活しているそうだ。工

房を覗く。 街に戻ってプリムスのガスカート

リッジをなんとか見つけ出し、小雨の中ペワ湖

の付近を散策してホテルに戻る。 

10月３日（曇り）～オーストラリアンキャンプへ～ 

○ダウラギリも見えるはずのオーストラリアンキ

ャンプへ車で出かけたカーレから登る。2,050ｍ

の高さがあり眺望の良いキャンプ地だが、雲に

おおわれてダウラギリ(8,167m)は見えず、わず

かに数分ほどアンナプルナ南峰の一部が見えた

が、隣のマチャプチャレ峰(魚の尾びれのような

双子峰)は殆ど見えなかった。それでも、大型船

の船首のように突き出た丘の草地からは遠くポ

カラ方面が眺められ、うねうねと山肌を覆いつ

くす緑の段々畑は足元のはるか下に見えた。 

10月４日（小雨のち曇り）～登山隊の後を追う～ 

○オーストラリアンキャンプからカーレに下り、

再び車をチャーターしてブルブレを越えてマル

シャンディ河辺のシリチョールをめざす。悪路

にはね上がる車にもまれながら手足を突っ張る

などしてひたすら耐え、７時間半後の夕方５時

頃にロッジに到着。 

10月５日（曇り）～いよいよトレッキング開始～ 

○今日からトレッキングが始まる。ポーターのジ

バーは１人で３つの荷をかつぐ。３０kg 以上は

あるだろう。雨は上がり空が見え始めた。歩い

て行くと色々な姿の美しい滝が次々と現れ、か

なりの高さがあり街道を横切ってマルシャンデ

ィ河に流れ下る。対岸にも多数見られ、はるか

上方から白布を流すように落ちる。その水量は

おどろくほど豊富だ。宿泊地タールは、家々の

庭に色とりどりに花が咲き、裏山には数本の滝

が流れ落ちる美しい街だ。 

10月６日（曇りの雨）～タールからティマン～ 

○昨日までは車道を歩いたが、今日はマルシャン

ディ左岸のトレッキング道をゆく。ワイヤー製

の釣り橋を渡ると景色も変わる。ダラパニはマ

ナスル方面の谷と分かれる分岐だ。ダナキュー

を過ぎ、あえぎながら急な登りを詰めるとティ

マンは近い。 

10月７日（快晴）～ティマンからピサン～ 

○昨夜遅くにエージェント社長のディネッシュ・

マガールが到着し、私たちと一緒に歩きながら

携帯電話でやり取りして登山隊の情報をくれる

ことになった。アンナプルナⅡ峰（7,937m）、ア

ンナプルナⅣ峰（7,525m）の雄姿も現れ、ヒマ

ラヤ襞が美しい。ピサン峰のピークが見え出し、

11 人が遭難したとのマンさんの話を聞く。全員

絶好調。視界の開けたローワー・ピサンに泊ま

る。標高は 3,200m。いよいよ 3000ｍを越えた。 

10月８日（快晴）～ピサンからフムデ～ 

○広い台地が広がり、その真ん中を流れるマルシ

ャンディ河の両側奥の右上方にピサンピークと

チュルー峰、左にアンナプルナⅢ峰(7,555m)と

ガンガプルナ(7,454m)の峰々が天高く迫り出し

て競い合う。フムデ空港は今は営業していない

という。何度かヘリがマナン方面に飛んでいっ

た。軍のヘリらしい。標高は 3,280m。 



10月９日（晴れ）～フムデからナガール～ 

○大きなマニ車を納めた白いマニ塔を中心に置い

たナガールの村に上る。標高は 3,660m３階建て

の新しいロッジに入る。明日に向けて高所順応

のために裏山に登る。裏山といっても標高は高

く、4,100m 付近まで上った。気になっていた令

子さんは絶好調で安心、感心。 

10月 10日（晴れ）～ナガールからヤク・カルカ上

部往復～ 

○登山隊が登頂成功したので、１日早く下山する

というので BC の近くまで迎えに行こうという

ことになり、ヤク・カルカ上部のバッティがあ

る 4,000m 付近まで登った。スペイン隊も登っ

ており、次々と下山する隊員を迎える。 

10月 11日（うす曇）～ナガールからマナンへ～ 

○１日の余裕が出来たので先のマナンまで出かけ

る。土産物屋が軒をつらねており、外国人が多

数行き交う大きな街である。ガンガプルナ氷河

の舌端にある美しい氷河湖を見に行く。 

10月 12日（曇り）～マナンからピサン～ 

○今日からは本当のリターン。帰路のトレッキン

グだ。街道を戻りながら来る時に感じた事やロ

ッジでの語らいを思い出しながら歩く。昼ごろ

ロワー・ピサンに着いたので、毛塚隊員は１人

なつかしのアッパー・ピサンに遊びに行った。 

10月 13日（曇りのち雨）～ピサンからティマン～ 

○ティマンに着く頃には雨が降ってきた。予報で

はこれから４日間の雨という。登山隊がテント

に泊まるはずだったが雨が強くなり他のロッジ

を捜した。 夜のキッチンでは２人の若い娘が

ヤクの肉を焼いたり、ミルクティーを用意した

りして暖かなもてなしをしてくれた。ロキシー

はカップが空になるとやかんで注いでくれる。

マンさんの陽気な太鼓とチェリンの歌、皆でネ

パールの国民歌の「レッサン・ピリリ」を大合唱

し、チェダが踊り、隊員も負けずに唄い踊った。

ここ数日は祝日であるダサインというネパール

最大のヒンドゥー秋祭りがあり、ポーター達も

休みを取らせなくてはならないということで、

明日は滞在とした。 

10月 14日（雨）～ティマン滞在～ 

○今日も雨降り。午前中は各自のんびりしたが、午

後は長老のキランさんがダサインの行事を全員

に執り行い、厳かにティカというお祝いの印を

額につけてくれ、マリーゴールドの花と５０ル

ピーをくれた。夕方からは前夜と同じ大パーテ

ィーとなり、唄い、ネパールダンスを楽しんだ。

「レッサン・ピリリ」の大合唱は何度も続いて笑

顔だらけになった。 

10月 15日（雨）～ティマンからタールへ～ 

○雨の中マルシャンディ左岸を行く。狭くて滑り

やすい道が続くので慎重に歩くと思いきや、皆

元気に歩く。サンダルを履いていた久我さんが

真っ先にヒルにやられていた。タールまでの道

中の最後のところで、簡単に横切れたはずのい

くつかの滝の流れが激流に変わり、危険な状態

になっていたので、ガイド２人とチェダが手助

けしてくれて無事に渡る事が出来た。タールで

はロッジのまわりには濡れた物がずらりと干さ

れた。雨は降り続く。 

10月 16日(雨のち曇り)～タールからシリチョール～ 

○前日下げていたてるてる坊主が願いを聞いてく

れたのか、朝は雨だったが次第にあがって昼頃

から空が見えてきた。この地で最後の食事とな

るので、コックが張り切って鳥のモモを肉のカ

ラ揚げを出してくれた。一人一本なので何羽や

っつけたのか？さらに大きなケーキが出されて

腹は大きく膨らんだ。 

10月 17日(うす曇)～シリチョールからカトマンズ～ 

○やっと晴れてきた。チャーターした車２台に隊

荷を積み、皆で集合写真を撮った。ブルブレを

過ぎ、ベシサハールで昼食をとり、バスやトラ

ックなどと競い合い、18 時半頃カトマンズのフ

ジ・ホテルに戻る。 

10月 18日（曇り） ～カトマンズ～ 

○本日は自由行動で各自市内を散策してみやげ物

屋や登山用品店を歩く。中野さんのみネパール

に残り、数日後にはエヴェレスト街道を目指す

予定である。 夕方にデニッシュが盛大なさよ

ならパーティを開いてくれた。 

10月 19日･20日(曇り)～カトマンズから帰国の途に～ 

○夜の便で経由地の香港から日本へ帰国。 

 

 

 

ネパール料理「ダルバート」 



 

ロキシータイムの想いで  石澤 好文 

○1日の行動を終えロッジで一段落した 4時頃『石

澤さんロキシータイム！』とガイドのマンさん

の声がかかる。 

○カトマンズからポカラに飛び、オーストラリア

キャンプに入った頃から、ガイドのマンさんが、

私が酒を好きなことをいち早く察知しトレッキ

ング中の毎日のように声がかかる。ロキシーを

飲むことが恒例になってしまった。私にとって

は最高のことであったが。 

○ポカラの高級レストランでは、ロキシーはなか

ったが、トレッキング中のロッジではどこにも

あった。場所によって微妙に味が違う。やはり

奥地に行くほど酵母の匂いがし日本酒に似た香

りがあった。 

○ロキシーの値段も 1 杯１００ルピーほどであっ

た。ネパールの物価を考えるとかなり高い。最初

は飲むたびに精算していたが、面倒になりマン

さんに１０００ルピーを預け頼んでもらうこと

にした。マンさんが頼むとネパール人料金で飲

めることになった。マンさんがやかんからどん

どん注いでくれる。結局毎晩４～５杯飲んでし

まった。お金が足りなくなったら言ってくれと

いっておいたが、結局催促はなかった。 

○今回のトレッキングを振り返ってみると、ネパ

ールは１５年ぶりの２回目であったが、物価が

高くなった印象である。これは、マオイストが

政権を取ってから、外国人料金を設定したこと

による。これは外貨を稼ぐためには仕方ない面

もあるが、早く撤廃してもらいたい。パシュパ

ティナート（世界遺産になっているヒンドゥ教

寺院）の拝観料がなんと 1,000 ルピーであった。 

○さて今回のトレッキングであるが、計画の段階

から安田隊長をはじめ野村海外委員長、喜内総

隊長、粂川登山隊長には迷惑をかけっぱなしで

した。初めて一隊員として参加させていただき

なんのプレッシャーもなく実に楽しい日々を過

ごさせていただきました。 

○今日泊まる場所も分からないまま何も考えず、

ただ 8､000m 級の山々を眺めながらのトレッキ

ングは最高でした。 

○またガイドのマンさんを始めスタッフにも恵ま

れました。お陰様で４kgも太ってしまいました。 

○今までの海外遠征は職場の関係で夏休みしか休

暇が取れず、モンスーンの影響を受けるネパー

ルの山は対象外であり登山の対象として考えた

ことはありませんでした。しかし今回アンナプ

ルナ山群を歩いてみてネパールの山の素晴らし

さを実感しました。山岳連盟７０周年記念登山

もネパールの山を登りたいと思いました。 

○このような楽しい思いをさせていただいた隊員

の皆様をそして事務局の皆様に感謝し駄文を締

めくくりたいと思います。 

 

 

 

高所順化で 4100mまで登る。チュルー峰をバックに 



「山の日」制定記念 
－ふるさとの山に登ろう－ 

栃木県・古賀志山(583m)……仙石富英 

 

「山の日」制定記念特集ということで原稿を依頼さ

れたが、「ふるさとの山」として考えると、はたして

どの山が一番適切な山になるのかと考えてしまった。 

栃木県は地形的に関東平野の中北部にあり、北西部

は群馬県、福島県に接し、2000mを超える山々に囲ま

れ、東部は茨城県と八溝山系で接している。日光地区

では関東以北で最も標高の高い白根山(奥白根

山:2577m)をはじめとし、日光を代表する男体山

(2486m)、太郎山(2367.5m)や女峰山(2483m)がある。

また県北には茶臼岳(1915m)を中心に那須五峰(他に

朝日岳･三本槍岳･黒尾谷岳･南月山)と呼ばれる山々

が連なる。一方、県央から南に東西は平野部の豊かな

自然を残した里山にも恵まれている。 

 あらためて「ふるさとの山」と考えると、「山、高

きが故に尊からず」で、必ずしも高い山が当てはまる

ものではなく、そこに住む人それぞれに生活とつな

がった「ふるさとの山」があると思っている。2003年

末に地元の下野新聞創刊 120 周年記念事業として栃

木県山岳連盟も加わり、広く読者から推薦された「栃

木百名山」の選定が行われ、2005 年に「栃木百名山」

として刊行された。これには、選定の条件として、登

山、ハイキングとして親しまれている山、各地から眺

望できる山、伝説や信仰の対象となっている山など

が含まれていた。このため、今ではすべての山で登山

道が開かれているが、選定時点では「百名山」といっ

ても必ずしも登山されている山ではなく、登山道が

なく、登山口もわかりにくい山も含まれていた。当然

ながら、ここにも応募した人の「ふるさとの山」への

思いが表れていた。前置きが長くなってしまったが、

ここでは個人的ではあるが、私の住む宇都宮市の西

部にある「古賀志山(583m)」を紹介したいと思う。 

 「古賀志山」は、宇都宮市の北西部に位置し、足尾

山地の東端部をなしている。地質的には中・古生層の

層状チャート、頁岩などからなり、南島側には緑色凝

灰岩が変質した「大谷石」が産出される。このため、

古くから関東の岩場として、ロッククライミングの

ゲレンデとして知られ、登り方は変わってきている

が、今でも多くのクライマーのトレーニング場とし

て親しまれている。登山としては、山頂から東の麓に

宇都宮市森林公園、赤川ダムができてから、駐車場や

施設が整備され、ここを中心に多くの家族連れのハ

イキングや一般の登山者に親しまれ、県外からの登

山者も多く訪れている。最近はジャパンカップサイ

クルロードレースの公認コースの会場地としても知

られている。この山麓では、古くから聖なる地域とし

て崇められ、信仰に関わる樹木等も多く、民話や歴史

を調べて登山をすることも、ふるさとの山に対する

理解を深めることになると思う。 

 古賀志山はスギの植林も広がり、その作業道も多

いことと、入山者が増えたことと重なり、森林公園管

理事務所が紹介している赤川ダムからの登山コース

以外に無数のコースができている。基本的には南コ

ース、北コースで、他に中尾根コース、東稜コース、

南から不動の滝を通る滝コースもあるが、これから

派生した地図上にないコースがクモの巣のようにで

きており、標識も少ないため、低山とはいえ現在地を

確かめるのに読図力が試される。地図を持たずに道

なりに登る人も多いが、思い通りのコースが取れず

に踏み跡的な道で、いきなり崖に遭遇することもあ

り、注意が必要である。落葉の時期は見通しがきくた

め、行く先が見えるが、夏など下草が茂ってくると先

が見えにくくなるため、コースを確認して登ること

が大切である。山頂からは関東平野南方に条件が良

ければスカイツリーも見える。いずれにしても、家族

連れから中高年登山者の健康登山、ベテランのトレ

ーニングの場として、身近な愛される山である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『登山月報』：日本山岳協会発行。 
2015(平成 27)年４月の№553 号に 

仙石さんの文は掲載されている。 

８ 『登山月報』に仙石さんが寄稿されています 
【2015(平成 27)年発行・第８号より】 



 

 

 

 

 

森 元一 

１９５０年(S.２５)高校入学。教科書に載っ

ていた田辺重治の「秩父・十文字峠」の文章が私

の山登りのきっかけとなった。山岳部の夏合宿

は顧問教師と新進気鋭のＯＢに連れられ 20人程

で上高地から槍ヶ岳登山だった。それまで山登

りの経験は全くない私は、河童橋からの穂高連

峰に圧倒された。梓川に一歩足を踏み入れると

その冷たさにしびれた。槍沢沿いの登山道を登

り、やっと肩の小屋に着いた時は高山病の症状

でダウン。頂上に達することは出来ず、悔いが残

る苦い思い出となった。 

その頃日本山岳会（ＪＡＣ）はマナスル踏査隊

を派遣（１９５２）、英国隊エベレスト初登頂の

ビックニュースがエリザベス女王戴冠時期に伝

えられた（１９５３）。一方１９５４年、富士山

で大遭難事故が発生、犠牲者１５名。私は家族か

ら登山禁止のご法度。１９５６年マナスル第三

次隊が初登頂に成功した。初代栃木支部長の日

下田實さんはそのマナスル登頂者であることは

ご承知の通り。 

１９５０年代国内外は登山の熱気に包まれて

いた。訳もなくＪＡＣお茶の水ルームに出入り

しているうち、山日記編集の手伝いを仰せ付か

り、１９５８年頃から４年間ほど山登りの余裕

どころか勤務時間外や日曜休日は勿論のこと、

時には宿舎に籠って只管原稿依頼や整理に明け

暮れ、お茶の水ルームや茗溪堂への往復、時には

技報堂工場へ出向いたり、サラリーマンの私は

何時しか深みに嵌まってしまった。１１月末頃

になると、

あの「赤い

表 紙 の 山

日記」が書

店 の 棚 に

並 ぶ の で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉 雄二 

私の友人が２０１５年６月、医務官としてエ

クアドル大使館に転勤となった。実は私の友人

はアルジェリア大使館に勤務しておりその時に

アルジェリアを訪問する約束をしていたが、大

変悲惨な事件（テロ）が現地で発生したため訪問

する機会を逸してしまっていた。そこで、エクア

ドルへの転勤を機に、早速に訪問の約束をして

２０１６年１月中旬に首都キトを訪問した。訪

問の主目的は、エクアドルの最高峰チンボラソ

登山とユネスコ世界遺産（自然遺産第１号登録）

のガラパゴス諸島探訪である。 

 キトの標高は 2800m、到着後のすぐの早歩きは

さすがに息が切れるが、早速のウェルカムパー

ティの妙薬ですぐに順応する。とは言っても６

千ｍの山登りなので高所順応には万全を期すこ

とにする。 

 １日目、キト郊外のピチンチャ山（4696m）へ

順応トレーニングに出掛ける。テレフェリコと

呼ばれる６人乗りのゴンドラで一気に山頂駅

（4140m）へ。ここはキトの街を見渡すことがで

きる市民の憩いの場の公園になっている。夜は、

夜景を見ながらのデートスポットらしい。そん

な光景を想像しながら草原地帯を過ぎ６つの小

ピークを越え、山頂直下の岩場をよじ登って頂

上へ到着、そこには Pichincha4696m と標示した

立派な看板が立っていた。ゴンドラ駅から往復

して約８時間のハイキング登山であった。 

 ２日目、チンボラソ山の登山基地であるカレ

ル小屋へ向かう。トランスアメリカハイウェイ

を車で飛ばしキトから約５時間で標高 4800m の

カレル小屋に到着。車窓からはアンデス山脈の

牛や羊の放牧地や雪を被った山々などの素晴ら

しい景観を楽しむことができた。カレル小屋で

ポークステーキの昼食をとってから、ウィンパ

ー小屋（5000m）を経て 5130m まで 順応トレー

会員よりの寄稿 

赤い表紙の山日記 赤道直下の氷河の山 

-エクアドル最高峰 

チンボラソ登山(6410ｍ) - 



ニングした。カレル小屋に戻りその後、リオバン

バのホテルに向かって山を下りた。 

 ３日目、チンボラソ山を眺めることができる

カリワイラソ山（5040m）へトレーニングに出掛

けた。リオバンバから車で１時間３０分で標高

4220m のスタート地点へ。ここから大草原の中

を、標高 4600m まで往復約７時間の山旅であっ

た。途中の湖や岩峰の景観、ビクーニャ（南米に

生息する草食性ほ乳類）との遭遇を楽しんだ。リ

オバンバのホテルに戻り宿泊。 

 ４日目、いよいよチンボラソ登山に向けて始

動する。カレル小屋へ昼に到着し、チンボラソ山

西稜 5250m のテントサイトへ順応を兼ねて荷上

げを行った（往復４時間の行程）。その後は小屋

内でのんびり過ごす。室内は最近改装されたよ

うで二段ベットを一人一台利用することができ

快適であった。食事もスープ、メインディシュ

（肉）、パン、コーヒー、紅茶とフルコースで美

味しかった。この夜は満点の星空が素晴らしい。 

 ５日目、今日はのんびりと前進キャンプに入

るだけの行動となる。昨日のトレールをチンボ

ラソ山の景観を楽しみながらのんびり行動す

る。西稜 5250m のテントサイトには１１時過ぎ

に到着、今夜の出発（２３時予定）に向けて昼寝

三昧となる。 

 ６日目、素晴らしい月明かりに照らされて前

進キャンプを出発（２２：５０）。西稜の基部を

トラバースして稜線に上がり、アイゼンを装着

してしばらく稜線通しに登っていく。稜線は大

きな雪壁に吸い込まれ、氷化した壁をフロント

ポインティングのスタカットクライミングとな

った。過去の記録を見ると、「５月の穂高岳登山」

程度の難易度とのことであったが、いやいやど

うしてなかなか厳しいクライミングになってし

まった。天気は下り気味の予報であり、案の定午

前３時頃から雪が降り出し周りの景色は全く見

えなくなってしまったので尚更である。山頂近

くになると、氷河が温暖化のためにずたずたに

なっており、傾斜のある巨大な洗濯板の上を登

っているかのようであった。西峰（6270m）には

吹雪の中を午前６時１０分に到着した。降雪の

合間から主峰（6410m）を眺めるが、巨大なクレ

バスが幾重にも波打っておりとってもじゃない

が行けそうにないので、すぐに諦めがついた。最

近の記録で主峰までは行っていないのには頷け

た。眺めはないし寒いしで、とっとと下山開始と

する。下降は、氷の壁に雪が付いたため下りづら

い。視界も悪くほとんど懸垂下降で降りる羽目

になった。前進キャンプに到着したのは１０時

４５分、往復１２時間の登山であった。その後、

キャンプを撤収しカレル小屋に下山、夕方には

リオバンバのホテル登頂祝いの祝杯をあげてい

た。 

 チンボラソ山は、温暖化の影響で氷河が後退

し、登山ルートのほとんどは氷壁化してしまっ

ているので、登山の難易度は以前に比べかなり

高くなっていると思う。おまけに西峰から主峰

へはクレバスに阻まれ、行くことは相当困難な

様相である。南米の山々ばかりではなく、ヒマラ

ヤにもその傾向があり過去の登山記録とは様相

が一変していることがあるので、過去の記録を

鵜呑みにするのは軽率であろう。 

 個人的には、1995 年のマカルー東稜登山以来

の２０年ぶりの高所登山であった。今回は現地

ガイドと一緒の登山であったが、楽しいチーム

メイトにも恵まれてアンデスの一角の素晴らし

い山（エクアドルの最高峰）の頂きに立つことが

でき、それなりの難しさもあったので大いに満

足であった。 （ガラパゴス諸島探訪の話しは別

な機会にしたい。） 

  

私たちが帰国した後、４月１６日、エクアドル

で大地震が発生し、多くの人命と財産の被害が

発生した。被害者の方々へのお見舞いとお悔や

みを申し上げるとともに共に、１日も早い復旧

が行われることを期待したい。幸いに、私の友人

達が被害に遭うことはなかった。 

 本年９月２７日、現地で知り合いになったエ

クアドルの登山家パトリシオ氏を招いて宇都宮

で講演会を開催した。氏は大変親日家（奥様は日

本人）であり日本で山岳ガイドとして働いてい

た経験もある。大変流暢な日本語（時々、筋肉が

ニンニクになる）でエクアドルの山々の紹介や

エベレスト単独無酸素登頂の話しを聞かせてい

ただいた。日本人にとってエクアドルは赤道の

国とかバナナの輸入国などでしか知られていな

いが、２０１８年に日本とエクアドルの外交関

係樹立１００周年を迎えることもあるので、今

後ますますの交流が期待される。 
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坂口 三郎 

栃木支部のはじめての記念誌であり、山野井前

支部長の指示もあったので、烏山出身の大先輩、志

村實（是、烏嶺）について記します。平成２１年１

１月、当支部の第３回秋季講演会で、「山岳宗徒志

村烏嶺について」と題して。中山珖一さん（栃木史

談会、宇都宮山岳会、故人）から講話を頂いていま

すので、大方の会員は烏嶺についてご承知と思い

ます。 

烏嶺は明治７年（１８７４）烏山町の生れ、烏

山高等小学校を卒業後、富山小学校の代用教員、

明治２５年、栃木県尋常師範学校（現宇都宮大

学）入学、同２９年卒業、その間、日光白根山、

茶臼岳から三斗小屋、沼原と歩き、モウゼンゴケ

を見て感激している。西方小、宇都宮高等小の訓

導を務め、明治３２年、栃木県第一中学校（現宇

高）、明治３４年、栃木県第四中（現佐野高）、明

治３５年、茨城師範学校（現茨城大）、明治３６

年、宮城県第一中（現仙台一高）の教諭を務め

た。 

高山植物の研究、植物の垂直分布の研究という

大きな目標をもって、明治３６年１１月、長野県

第一中学（現長野高）に赴任している。 

明治３７年８月１９日～２３日、第１回白馬岳

登山をし、ヒメウメバチソウ、シロウマオウギを

新種として発見、アルパイン・ジャーナルに掲載

されることになる写真「白馬鑓と大雪渓」を撮影

している。この登山で深い感銘を受け「山岳宗

徒、志村烏嶺」を名乗るようになる。一方、志村

烏嶺が全国に知られることになる。明治３８年４

月、高頭仁兵衛（豪農、発起人）が志村宅を訪

ね、会談の結果、終生の友となる。同年１０月、

城数馬（弁護士、発起人）は志村を訪れ、山岳会

に財政的援助をするという高頭のことをこれから

調べに行くとの話に、志村は直ちに長野に来るよ

う高頭に打電。三者会談で、「高頭は山岳会に欠

損がある場合は、向う十ヶ年、毎年千円提供す

る。十年経っても自立できぬ場合は解散する。万

一の場合を考慮して直ちに一万円の養老保険に加

入する。山岳会は日本博物同志会の支会として発

足する」と確認された。これには烏嶺は反対し

日本山岳会の功労者、 

志村烏嶺（實）のこと 



た。「創立当初から他所の庇を借りて店を出すな

どもってのほか、原稿や写真等の資料は力を尽く

して提供する」と提言したが入れられなかった。

会談は正午から深夜に及んだ。 

明治３８年１０月１４日、飯田橋の富士見楼に

おいて７人の発起人により山岳会が設立された。

志村實の会員番号は１８番である。 

北アルプス三大縦走、鷲羽岳初登頂など活発な

登山活動をやり、著書に「やま」「高山植物採集

法及培養法」「山岳美観」「千山萬岳」登山史に残

る出版物がある。大正５年、台湾総督府の招き

で、台湾中学に奉職、新高山登山を行い、大正１

１年帰国、東京府目黒村下目黒に居を構え、教員

生活に別を告げ、園芸を楽しむ生活となった。大

正１２年、関東大震災の被害を受け、日本山岳会

の事務所が志村宅に移り、烏嶺は幹事として会務

に尽くした。 

昭和３０年（１９５５）１１月の日本山岳会創

立５０周年記念晩餐会に出席し、「白馬５０年」

をスピーチしている。昭和３１年、烏嶺８３歳の

夏、中野中学の教え子とともに第１４回目の白馬

岳登山をやっている。昭和３６年３月７日、中野

区富国町にて逝去。享年８８才、故郷、烏山の曹

洞宗・泉渓寺に眠る。 

志村實は昭和８年１２月６日改めて山岳会に入

会している。１４９２番、紹介者、小島久太・高

頭仁兵衛。この当時復活の制度が無かった。 

改めて、烏嶺、志村實の偉大さに敬意を表し、

誇りに想う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志村寛氏像 

 

 

 

 

前田 文彦 

栃木支部会員の年令分布を示す。支部会員の平

均年令は６７才。全国平均は 68 才でほぼ同じだが、こ

れでも 33 支部中若い方から数えてみると８番目の支

部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、山岳会入会時の年令はどれくらいなのだろう

か？調べてみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この分布を見てみると、1980 年代後半以降から 20 代

30 代の若い世代の入会者が支部にはいないことがわ

かる。この時期は会員番号でいうと 10000 番頃からで

ある。山岳会会員になろうとする理由に変化が起きた

のだろうか？ 

 2014 年４月～2015 年３月に新会員(復活を除く)とな

った 237名の年令構成を見てみる。 

 

栃木支部の１０年後は？ 

～会員構成データーから～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 60 才以上のいわゆるリタイア世代からの新会員

が４割いることは今のご時世かもしれない。しか

し技術・体力が伸び、山の世界が広がっていく 10

代～30 代の新会員も１／４いることがわかる。決

して若い世代の入会が無くなっているわけではな

いし、入会動機も存在していると考える。 

 再び支部に戻って入会年を軸に現在の支部会員

の年令構成とその 10 年後を示してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 異なる幅広い年代の山岳会に対するニーズに対

し、幅広い年代がお互いに山岳会で活動すること

の価値を提供し、山岳会の価値が伝承されてきた

ように思う。次の 10 年間に向けて、支部としてで

きること、支部だけでは難しいことを考えてみる

良い機会だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         山本武志 
  

昭和４８年 1月、「訪韓親善法政大学スキー登

山隊」が編成され､風と岩と女の島､韓国済州島で

遠征が行われた。 

 法政ＷＶ､ＯＢ会８名の隊員が大阪空港からＹ

Ｓ-11に乗り込んだ。 

小さな機体なので乗り心地がおよそ国際線など

と呼ばれる代物ではないほど悪く､我々の心配を

よそにこの日本製の飛行機は無事済州島国際空港

に着いた｡どこからともなくキムチの臭いが漂っ

てくる空港の空気に触れ遠征の喜びが沸いてき

た。 

 何時も乍ら登山前は､装備点検､食糧買い込み､

バスの手配と忙しいが､慣れたＯＢ達なのでテキ

パキと仕事を片付けていった。 

 隊長は地元の放送局から取材を受け､それが電

波に乗り、小さな島で話題の少ないせいか大きく

報道されたので済州島滞在中現地の人達に好意的

に受け入れられた。 

 登山初日はマイクロバスで登山口に向かうが、

高度が増すにつれ積雪とアイスバーンでたちまち

ストップ。予定の地点よりかなり下から歩きはじ

めた｡雪の沢道を登りオルム山荘に着き一泊。山

荘は快適で中には朴大統領の注意書があり､韓国

の山だと改めて感じた。 

 登山２日目は小雪の中を２回に分けて物資を運

び雪降るなかベースキャンプを設営した。 

 ３日目は快晴の中をスキーにシールを付け快適

に漢拏山を目指す､火山特有の漢拏山がどんどん

近づいてくる｡途中釜山山岳会と交歓して登山の

情報を得た｡スキーをデポしてアタック隊３名が

登攀を始めるも､３分の１登ったところで､氷壁に

阻まれ時間切れとなり登頂を締めた｡雪壁の基部

からスキーで下山に移った。 

 広大な斜面を豪快に滑り､一気にベースキャン

プに着いた。学生時代に培った登山やスキー技術

が大いに発揮された楽しい経験だった。 

 済州島に戻ってからは現地の学生や山岳会の人

達と交流を深めたり済州島の歴史を訪ね見聞を深

めた。 

 関釜フェリーで帰国したのも忘れられない思い

出である。 

 何時の日か漢拏山の頂に立ちたいと機会を待っ

韓国漢拏山スキー登山   

跡 



ていてやっと 18年たって念願がかなえる時が来

た。 

 平成３年のゴールデンウイークに学生､ＯＢが

それぞれ韓国一帯を歩き、済州島に集結し、漢拏

山に登る計画である。 

いよいよ漢拏山の頂に向かう。私は 18年待って

頂上に立ったらどんな思いがこみあげてくるかな

と感情をこらえて登っていると､頂上から「山本さ

ん｣と中華民国山岳会の林照雄さんに声をかけら

れビックリした。山の世界は狭いなと驚き一緒に

来た韓国山岳会の人を交え、日、中､韓､友好登山に

早変わりした｡永年の思いが叶い頂上を辞した。 

 

 

 

上田 景子 

ただ一目 君に会いたくて  

迷いつつ 桧枝岐より魚沼郡へ 

 

 

平ケ岳 宮さまコース登りゆく 

釈迦のごと在す玉子石に会う 

 

 

草原に あまた池塘の平ケ岳 

何ゆえにある玉子石ひとつ 

 

 

頂きは 三つの丘でまあるくて 

平ケ岳立つただ広々と 

 

 

楽園は 見渡す限り名も知らぬ山 

山 山また やま やま やま 

 

 

あれが道 ナイフエッジの尾根筋に 

白茶けた崖吸い込まれそう 

 

 

姦しきが よくぞ登りたる二百四歳 

今日の行程十三時間 

                                    

   蓮實 淳夫 

鬼怒沼３句 
 
水神の声と覚ゆる滝の音 

 

野分来る気配に戦ぎ山上湖 

 

鬼怒沼の池塘に託す夏の夢 

 

那須岳３句 
 
人寄せぬ晩夏の声や剣ケ峰 

 

雨連れて来たる雲の間濃りんだう 

 

鎖場へ踏み込む一歩律の風 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短歌  平ケ岳 

山の俳句   
 



 

 

菱田 克彦 

一番好きな山は白根山です。なぜかというと、

いろいろなルートがあり、それぞれ変化に富ん

でいるからであり、何度登ってもいい山です。 

白根山を初めて意識したのは、中学 3 年生の

時。林間学校で登った、前白根山から眺めて、そ

の山容や五色沼の美しさに感動しました。 

しかし、なかなか登る機会に恵まれず、初めて

頂上に立ったのは、社会人になって、会社の山好

きたちといった時。この時は、菅沼からのコース

でした。 

その後も、金精峠から、湯元から前白根を越え

てといろいろなコースで登りました。 

弥陀ヶ池の畔での一服は、至福の時。周りを山

に囲まれたこの空間は、とても落ち着き、休んで

いるうちに、山頂など行かないで、ここでのんび

り昼寝をする誘惑に駆られます。シラネアオイ

がほとんど見られなくなったのは残念ですが、

一方で、増えたシカに出会ったこともありまし

た。 

近年では、丸沼高原のロープウェイで、比較的

楽に登れるようになりました。山頂駅からは、頂

上がきれいな山の文字の形になっているのが面

白い。栃木側から見るのとまったく表情が違い

ます。 

ところでこの辺の地名は、弥陀ヶ池、坐禅山、

血の池地獄、賽の河原など、古くから信仰されて

いる山にはよくある面白いものがたくさんあり

ますね。 

あー、書いていて、また行きたくなりました。 

         白根山 

 

 

 

長 百合子 

平成21(2009)年５月12日(火)～17日(日) 

【５泊６日】 

 

５月12日(火)、私たち女性４人は、桃園空港で

溯渓協会理事長の荘氏、張さんの出迎えを受け、

台北ホテルに宿泊、その後近くのスーパーで登山

のための食材を買う。13日(水)、常務理事の許氏

のガイドで武稜登山口から高山ツツジが咲きほ

こる中を登山し、七卡山荘泊。14日(木)、哭坂展

望台からの植生は紅毛ツツジになり、午後からの

雨を避けて三六九山荘に泊まる。15日(金)、５時

出発、樹林帯から石楠花の群生の中を登り、10時

に雪山頂上に到着。360度の景色は貸切同様。後に

地元の公務員グループが着き、この先の岩場の方

へ出かけて行った。頂上を後にして七卡山荘へ下

ると、地元の登山者がどんどん登って来る、20

代？皆若い。登山は経済的と見直されているそう

だ。 

 日本からのあるツアーが、13日(水)夕暮れ頃、

玉山を下山して七卡山荘へ登ってきた。14 日

(木)は３時過ぎ出発して雪山頂上をめざし、午

後の雨の中を行動して日も落ちた 19時三六九山

荘に帰ってきた。15 日(金)はまた３時頃出発し

ていった。日程が短く、費用が安い、二つの山も

登ることができるということで、貧乏な私も飛

びつきそうな企画であるが、快晴の私達の山行

と比べると怖いと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白 根 山 台湾 雪山登山 



 
 

神島 仁誓 

国道 400 号を北西の方角に向かい、宇都宮線

の跨線橋を越える。上りの勾配がきついので、車

のアクセルをちょっと深めに踏み込みこむ。ほ

どなく跨線橋の頂点に着くと、雪をいただいた

山並みが一気に目の前に広がってくる。栃木県

の北部から西部にかけての山塊がほぼ一望でき

る。ここからの眺めがなぜか一番好きだ。同じよ

うな景色は、この道路のもう少し手前からも、あ

るいはちょっと下ったところからも見えるのだ

が、この地点は地上から 10 メートルあまり上っ

ていて視界を遮るものもないので、まさにパノ

ラマ･ビューの醍醐味が味わえる。瞬時のことゆ

え凝視することなどできる筈もないのだが、あ

るいは脳裏の奥底に鮮明に刻み込まれた風景

が、重なり合うように映し出されるのかもしれ

ない。 

左手には足尾から日光の山々、中央に高原山

から塩原の山々、そして右手にはひときわ雪化

粧の目立つ三倉・大倉・流石などの国境稜線を担

う山々、そして噴煙たなびく茶臼など那須の山

々。でもそれもほんの一瞬。車は勢いを増して下

っていく。ジョギングでここを越えることもあ

るが、その時には必ず頂点で一度立ち止まって、

しばしここからの絶景を楽しんでいる。 

 大学で山登りを初めて以来、少なからず山に

関わる生活をするようになった。なかでも高校

に勤務し、宇都宮南高校・大田原高校で山岳部を

つくり、顧問として多くの山に登ることができ

たのは望外の幸せであった。なにしろ部員と山

に行くことが仕事になったのだから……。機会

に恵まれて海外遠征にも４回ほど行かせてもら

った。山に行くたびに想い出が一つ二つと増え、

いつの間にか多くの山仲間もできていた。どの

山にも捨て難い想い出があり、思い返すたびに

なつかしさがこみあげてくる。だからすべての

山の想い出を書きたいというのが本音である

が、それはかなわぬこと、ここでは那須岳の想い

出にしぼって書いてみたい。 

どうして那須岳かって？それはなんと言って

も毎日仰ぎ見る故郷の山であり、小･中･高の校

歌にも必ず登場するので、なじみ深い山である

からね。それにね、那須岳は宇南でも大高でもホ

ームグランドにしていた山だから、新人歓迎合

宿・強化合宿・冬山・春山をはじめとしてよく通

ったもので、その分だけ想い出もすごく多い山

なんだ。思いつくままに書き綴ってみよう。 

○スキーをする父親はいつもリュックを背負っ

ていて、そこから首だけ出してお供をしてい

たのが私で、行き先はきまって那須のスキー

場だったね。 

○冬山合宿で、予定のテント場までたどりつか

ず、三斗小屋の大黒屋の庭先をお借りしてテ

ントを張ったことがあった。でも軽い気持ち

で残飯を雪中に埋めで戻ったために、春にな

ってそれが露見して、叱責のお手紙をいただ

いた。でもそのことが縁となって、山岳部員が

よく泊めていただいたり、冬や春に温泉にい

れていただくようになった。 

○春山合宿の出来事。天候に恵まれた年は、大き

なイグルーを作って、そこに部員ともども二

泊した。二泊三日思う存分雪遊びを楽しんだ。

でも天候の悪かった年は、清水平で道がわか

らなくなり、すーっと引き返して避難小屋か

ら三斗小屋方面に降りて、途中の小屋付近で

テントを張ったこともあった。疲労困憊して

多くの部員が目に涙を浮かべていたなあ。 

○県境縦走の一環として、大峠から流石・大倉・

三倉方面を歩いたことがあった。水場がない

ので、生徒２人と私とで合計２０リットルほ

どの水を持参しての山行だった。真夏のこと

で藪こぎで苦労したのを覚えている。途中で

水が尽きて、結局沢に降りて敗退したが、その

日、稜線から見た日の出の美しさを忘れられ

ない。神々しいまでの美しさとはこういうも

のか。 

○那須で行われた高体連の大会はよく強風に襲

われた。掲揚塔にひるがえっていた高体連旗

が強風にちぎれて無残な姿になったこともあ

る。また峰の茶屋や牛ヶ首は風がひどくて、大

会当日は生徒を一人ひとり顧問が抱きかかえ

て渡したこともあった。 

○私のところの本堂に生徒を宿泊させて、早朝

たたき起こしては那須に強化合宿によく出か

けた。Ｕ字工事の益子卓郎もよくそんなこと

で山に行き、山を楽しんでいたものだ。 

 

想い出の山 ～那須岳～ 



○世界で一番高い山はと聞かれて，ちょっと山

に関心のある者ならば，ほぼ全ての者がエベ

レスト(チョモランマ，サガルマーター)と答

えるに違いない。実在する山としてはその通

りで，あるいは小学生だってそう答えるほど

の知識を持つ者も多かろう。 

○仏教の世界観・宇宙観では須弥山(しゅみせ

ん，妙高山ともいう)が最高峰で，高さ 16 万

由旬(ゆじゅん)という。１由旬は７km という

から，想像を絶する高さということになる。つ

いでに言うと，この須弥山がのっている大地

(金輪，こんりん)の最下層の底を「金輪際(こ

んりんざい)」というそうだ。 

○寺に行ってご本尊にお参りをすると，たいて

いの場合，御本尊は宮殿(くうでん)や厨子(ず

し)に安置されていて，さらに宮殿は数段高い

壇上に置かれている。この壇を須弥壇(しゅみ

だん)といい，須弥山に由来するものである。 

○ところで，この『須弥山』はなんで「しゅみせ

ん」と発音するのであろうか。『須弥山』の別

称『妙高山』はなんで「みょうこうさん」なの

であろうか。そういえば，山陰地方に『伯耆大

山(ほうきだいせん)』とか『氷ノ山(ひょうの

せん)』『蒜山(ひるぜん)』『若杉山(わかすぎ

せん)』とかいった例もある。ちょっと考えて

みましょうか。 

○漢字の読み方には音読みと訓読みがある。確

かなことは忘れたが，小学校で漢字に触れて

最初に教えてもらったと記憶している。 

○そのうち，音読みには呉音，漢音，唐宋音，慣

用音等があって，漢和辞典にも○呉，○漢，○唐，○慣

という表記があって，識別できるようになっ

ている。 

○古代の日本には，話し言葉はあっても，それを

表記する文字はなかったから，朝鮮半島ない

しは直接日本に入ってきた漢字がそれにあて

られた。 

○倭の五王の史料にもあるように，日本は魏晋

南北長時代の南朝と朝貢関係にあり，その交

流のなかで南朝から日本に伝わった発音が

『呉音』と呼ばれることになったと推測され

ているようだ。おそらくは５～６世紀のこと

であったという。 

○ところが，７～８世紀になって遣唐使や留学僧

は，唐王朝の首都である長安で使われていた発

音をもち返った。これを『漢音』と読んでいる。

奈良・平安朝ではこれを正規のもの(「正音」)

として，普及させるべく指令を出したという。 

○『漢音』が導入された後も『呉音』は駆逐されず

に仏教用語や法律用語として，『漢音』と併用さ

れてきている 

○さらに鎌倉時代以降に禅宗僧等が伝えたものを

『唐宋音(唐音，宋音)』という。 

○例えば，「自然」なら漢音では「しぜん」だが，

呉音なら「じねん」と発音するし，「明」なら呉

音では「みょう」と，漢音では「めい」と，唐宋

音では「みん」と読むことになる。日本人は知ら

ず知らずのうちに，数種類の発音を使い分けて

いるのである。 

○前述の『山』についていえば，呉音なら「せん」，

漢音なら「さん」と読むので，「しゅみせん」で

あり「みょうこうさん」なのである。もっとも本

家の中国では，天山のごとく「しゃん」という発

音に変わってしまったから，日本人のほうが中

国語の古い発音を使っていることになるわけで

ある。【支部報１号より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと一服！！ 山は「さん」「せん」「しゃん」？ 
 

錦秋の茶臼岳 



 

  

北見 正光 

２０１５年４月の春山山行は、前年に続いて

成蹊学園虹芝寮を拠点としての山行となった。  

 入会浅い私にとって、虹芝寮に泊まる、と言う

ことは大きな喜びであった。前年この寮につい

て設計者など建設までの話しを伺っており、改

めてここに“泊まれる”ことに栃木支部会員とし

ての喜びを感じていた次第。先輩方々の人脈の

素晴らしさに拍手、である。 

 虹芝寮に倒着後の作業分担で、なぜか私が炊

事当番に選ばれた。土合に向かう車中でカレ－

作りの話で盛り上がったことが（私だけか？）炊

事担当者の耳にはいり採用となったらしい。最

近の山行では自分たちで調理することなどまず

ないので、作る喜びと周りがお姉さんたちで少

し緊張したものだった。手順や調理方法などリ

－ダ－の長さんと確認し合いながらワイワイと

楽しいカレ－づくりであった。隠し味にチョコ

レ－トをいれることなど、リ－ダ－の長さんに

オ－ケ－をいただいて、“喜びいっぱい“で、出

来あがったカレ－料理でした。 

 幾人かの方に“北見さんが作ったの”と聞かれ

たりして 嬉しく楽しい虹芝寮での懇親会でし

た。 

 翌日 周辺の散策を終え、帰途の途中 我が

儘を言って一人、一の倉沢に向かう。出会い間近

で村田さんが来るのが見えた。一人では万が一

の時にと上田さんの指示で追いかけて来てくれ

たのだった。短い距離で自分では“安全”と思っ

ていても“絶対”は無いので とってはならぬ行

動だったのでは、と反省する。 

 久しぶりに見る一の倉沢の岸壁。村田さんと

息子をここで亡くした父親の話として、“山男た

ちの死に方”（山際淳司）のなかから取り残され

た側の心情など、話をする。この本はいまでも時

々開いては断片的に読んでいるものである。 

 “やはり 山で死んではならないね”とむす

んで旧道を土合に向かって歩き出す。 

 赤倉沢出会いで眺めた美しい谷川岳の稜線

と、一の倉沢出会いで見た岸壁の峻険さとが 

脳裏に焼き付いていて、虹芝寮でのカレ－と共

に想い出に残る山旅であった。  

 

 

 

 

 

麦倉 常治 

日 時：平成２８年７月２日（土） 

講演会 17:00～ 前夜祭 18:00～ 

    ７月 3日（日）  7:30～17:00 

場 所：日光湯元キャンプ場、前白根山､奥白根

山、弥陀が池、五色山など 

参加者：７／２ （講演会・前夜祭）支部会員：

６名、岳連等参加者：２０名程度 

    ７／３ （清掃登山）支部会員：５名、

一般：６名 全体参加総人数約 200名 

 山の日制定プロジェクトとして、本支部での

取り組みとして開催してきた清掃登山ですが、

本年度最初の「山の日」（８月１１日）が迫る中、

山の日を迎える機運が各山岳団体を中心に高ま

り、そのキャンペーンなども具体的な準備が進

められています。本支部としても、これまでの

「山の日」制定の運動から始まり、制定が決定し

た一昨年よりは「山の日」の趣旨を広く県民に周

知する機会ととらえ、毎年栃木県山岳連盟と共

催により、日光清掃登山を実施してきました。 

【７月２日(土)】 

 ◎山の講演会 

 参加会員：坂口、坂口直孝、前田Ｆ、仙石、麦

倉、村田 

      ※一般参加１名 

 演題：「海外登山でお世話になった方々」  

 講師：県山岳連盟副会長  粂川 章 氏 

山の日制定プロジェクト 

栃木県山岳連盟都の共催 

２０１６日光清掃登山報告 

想い出の山行 

虹芝寮とカレー 

湯元キャンプ場での「山の講演会」 



 下界は、気温が上がり雲も多くドンヨリした

天気でしたが、奥日光の湯元は、青空が広がり、

気温は湿度も快適で、まさに避暑の別天地を実

感出来る中、県内の山仲間が湯元キャンプ場に

集まり、山の講演会が開催されました。講師の粂

川章氏は現在も海外登山を精力的に行ってお

り、様々な山に登頂されています。その中で、ご

自身の山での出来事や、成功裏に遠征が終了出

来るためには、海外で活躍されている日本人の

スタッフが非常に強力なサポートとなることを

講演でお話しいただきました。特に、海外での旅

行社で働く女性の活躍がクローズアップされて

いました。 

 参加された皆さんは、海外の山に思いをはせ、

熱心に聞き入っている姿が印象的でした。 

 

 ◎栃木県山岳連盟主催の前夜祭 

 参加会員：坂口、坂口直孝、前田Ｆ、仙石、麦

倉、村田 

      ※一般参加１名 

 講演会が盛会に終了したあと、清掃登山を明

日に控えて、毎年恒例の栃木県山岳連盟自然保

護委員会主催の前夜祭が、湯元キャンプ場の炊

事場を中心に開かれました。会場では、岳連自然

保護委員会の方を中心に準備がされ、参加者が

それぞれ料理や飲み物を持ち寄り、また、各方面

からの差し入れなどもあり、山の中にしてはか

なり豪勢な品揃えで、盛大に開催されました。こ

れまでに比べて少し人数が少ない感じもありま

したが、会や組織を越えての歓談や親睦を深め

る、楽しい交流の夜となりました。 

 

【７月３日(日)】 

 ◎清掃登山 

 参加会員：坂口、坂口直孝、麦倉、村田、 

前田Ｆ（開会式のみ参加） 

      △仙石、東、鈴木、北見、猿山等の

各氏は別の所属会での参加 

      ※一般参加６名 

 清掃登山当日の朝は、あいにくの雨が降り、開

会式を迎える時間になり、雨は一旦上がりまし

た。開会式には、前日からの参加者（５名）に加

え、一般参加者６名も合流しました。朝７時３０

分に湯元のビジターセンター前広場での開会式

が行われ、そこでは、県山岳連盟会長の喜内氏の

挨拶と、共催団体として本支部からは前田事務

局長から参加者への挨拶がありました。 

 開会行事終了後､各会に分かれての活動とな

り、本支部では､健脚コースとハイキングコース

に別れて会員を案内役として、総勢１０名を２

つのパーティーに分けて登山行動に入りまし

た。 

 

 ○健脚グループ：奥白根山コース 

 参加会員：坂口直孝、麦倉、村田 

      ※一般参加３名 

 これまで何年か前白根までのコース設定をし

ていましたが、その先を望む声に答え、本年度

は、前白根山から奥白根に登る健脚コースを設

けました。湯元から会員３名と一般参加者３名

の６名のパーティーで湯元を出発しました。い

つ降り出すか分からない空模様ではありました

がそれでももちこたえ、日差しが無く風がひん

やりして気持ちいい中、一行は湯元スキー場か

ら外山尾根の急登を快調に､時々ゴミを拾いな

がら登っていきました。道脇のイワカガミに励

まされ、涼しいさわやかな風に癒されながら、外

山尾根の鞍部に出ると、今年はミネザクラはも

う既に無くなっていましたが、その代わりにシ

ャクナゲが綺麗に咲いていました。 

 急な登りから緩やかな登りとなったシャクナ

ゲが見事に咲く尾根道を進み、天狗平を越えて

前白根山の山頂に着きました。山頂付近には、コ

マクサが今が盛りと咲いていました。コマクサ

はこれまで生えていなかった登山道脇にも株が

広がって、赤い花を咲かせていました。そこか 

ら、避難小屋まで下り休憩を取りました。小屋 

付近は何頭も鹿がおり、その鹿に囲まれながら

小屋前でエネルギーや水分の補給をして、奥白

奥白根山頂 



根の登りにかかりました。ガスっていて視界が

悪い中急な山道を登り切り、奥白根の山頂に無

事到着しました。ガスがかかり景色どころか、道

も余りよく見えないような感じで風も強く吹い

ていたため、記念写真だけ撮り、早々にハガタテ

方面に下山を開始しました。急な下りを安全に

気を付けながら弥陀が池まで降りてきました。

弥陀が池の景色に心奪われ、そこで休憩して、再

度記念写真を撮りました。その後、五色山を越え

て国境平に下り、中ッ曽根尾根を下りました。ガ

スが晴れるようになり、幾分雲もうすくなり晴

れ間も出始め、湯元の景色や男体山等の山並み

が見えるようになってきました。湯場見平で休

憩して、湯元には午後５時に到着しました。 

 ゴミの回収の方は、登山道では毎年のことで

ありますが回収するゴミも本当に僅かで、最近

の登山者の意識の高さを再確認しました。 

 そして最後は参加者特典である温泉入浴をし

て、疲れと汗を流し、雨で濡れた身体を温めて、

清掃登山の全日程を終了しました。 

 

 ・活動行程 

  湯元 →外山尾根取り付き→前白根山 

7:50  8:20       10:30 

 →白根避難小屋→奥白根山→弥陀が池 

11:30     12:30   13:30                                    

 →五色山→湯元(解散) 

    14:30     17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ハイキンググループ 

切込湖・刈込湖コース 

 参加会員：坂口 

      ※一般参加３名 

 本年は、のんびりハイキングコースを設定し

ました。湯元からは、会員１名と、一般参加者３

名が参加して、計４名のパーティーでハイキン

グを楽しんでいただきました。 

 湯元を７時５０分に出発して、金精道路を横

切り、小峠を越えて刈込湖から、更に奥に進んで

切込湖の湖畔にたどり着きました。会員は、往路

を湯元に戻りましたが、一般参加者は更に足を

伸ばして山王峠経由で光徳に達し、そこからバ

スで湯元に帰着しました。 

 参加者は美しい樹林と景色を楽しみ、奥日光

屈指の景観である、切込湖・刈込湖の景色を堪能

して、さらに会員の案内により実りのある、楽し

いハイキングになりました。 

 

 前日の好天から、朝は雨に変わり天気が心配

されましたが、厚い雲に覆われ風も吹いていま

したが、山行中は雨に降られることもほとんど

なく、むしろ下界とうってかわって涼しい風が

吹き、段々天気も回復してきて次第に視界もき

くようなってきて、景色や高山植物を楽しむこ

とができました。そのような中での清掃登山活

動は、自然保護とへの貢献への満足感も含めて

良き山となりました。参加した会員と、一般参加

のみなさんお疲れ様でした。 

 

弥陀が池にて 



 

 

 

 

 

私は多分昭和 28 年に日本山岳

会に入会したと思っております。

入会しても当時は大学を卒業し

て間もない頃で、日本山岳会のこ

とよりも現役の学生の面倒をみていることが殆ど

で、山岳会のことは何もしていない状況でした。当

時は日本山岳会の学生部に属しており、今は亡く

なられた日大ＯＢの金坂一郎さんにお世話になっ

ておりました。 

 栃木県岳連との関わりあいは、マナスルから帰

国して７月頃だと思いますが、現在もお元気でお

られる坂口三郎さんが家へお出でになり、栃木県

岳連で那須へ行くので一緒に行かないかと誘われ

て同行したのがはじまりだと思います。しかしそ

の当時、大学で体育が正課になり、各運動部がその

授業を受け持つようになり、私も山岳担当の非常

勤講師ということで上京することが多く、栃木県

岳連とは殆ど関わりを持たない状況でした。 

 現在の渡邉支部長になって日光白根山へ同行

し、再び栃木県の山岳関係者との関わりを持つよ

うになし、支部長にまつりあげられ、支部の皆さま

のお世話になり、現在に至っている次第です。現在

殆ど山登りはしておりません。デスククライマー

に徹しております。しかし学生時代から山登りを

やっていたおかげで、現在も歩くことはあまり苦

になりませんが、平らなところを歩くようにして

おります。ゴルフもやっておりますが、上りのコー

スは苦手ですが、上りがあれば下りもありますし、

何とかワンラウンドくらいはカートの世話になら

なくても出来るようです。 

 これからもなるべく歩くようにしていきたいと

思います。年齢が年齢なので山登りは無理ですが、

できるだけ歩くよう心掛けていきたいと思ってお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日光白根山は高かった』 

支部設立記念山行は県内

(境)最高峰の日光白根山。対象として誠に相応

しい、と後になって気付いた次第。県内の山登り

の経験は全くなく、東京大森中学の修学旅行で

始めての日光。華厳の滝、中禅寺湖と男体山を眺

めた記憶しかない烏山在住の後期高齢者です。 

 丸沼スキー場のゴンドラ山頂駅は、真夏の日

射しは強くても涼味満喫。白雲浮かぶ青空に聳

え立つ三つの峰とその直下の爆裂火口の山容は

印象深い標高 2578m。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１９３５年岐阜市で生まれ

る。その後、高山市、大垣市、

戸畑市（今の北九州市）を転居

し、高校、大学時代は広島で過ごす。１９６０年

から栃木県の教員として当地に定住することに

なった。山は、中学１年から昆虫採集で英彦山、

阿蘇山などに登っていたが、大学に入ってから

は山岳部で活動した。 

 

会 員 紹 介 

4146  日下田 實 

4661  森  元一 

 

5346  沖 允人 

 

6189  小島 守夫 

6956  井上 孝郎 

4255  堀越 利男 

4633  山野井 武夫 



 

 

私の入会の紹介者は、大学時

代の山岳部部長あった恩師の

板倉勝正先生である。板倉先生

は松尾峠で遭難(1923 年１月)

された板倉勝宣氏の甥にあたり、ご自宅で遺品

などを拝見させていただいた思い出がある。現

在の日本山岳会会長小林政志氏(会員№7915)は

山岳部の１学年先輩で、同じく板倉先生が紹介

者であると記憶するが、なぜか会員番号が私の

方が一つ若い。理由はたまたま書類が上に重な

っていただけだと思う。 

日本山岳会では 1988年の三国合同エベレスト

登山隊や 1995年のマカルー登山隊などの大きな

登山隊に参加させていただき準備から実際の登

山活動、その後の後始末等に携わり大変勉強に

なった。そのお陰で２回理事としてお世話にな

り、会務の一翼を担当させていただいた。夜の理

事会に定期的に日光から通うのは結構大変だっ

たが、これまた大いに勉強させていただいた。栃

木支部の設立に関わり、９年間事務局長を務め

現在は支部長の任を仰せつかっている。日下田、

山野井両元支部長の名を汚さないように、会員

の皆様のご理解とご協力を得ながら務めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校時代バスケットボールを

していた。その顧問の先生が三

年の引退後、卒業記念旅行とし

て「霧ヶ峰～車山」へハイキン

グに連れて行ってくれた。山歩きが好きになる、

大きなきっかけとなった。 

大学Ｗ・Ｖ部に所属し、奥多摩・丹沢・奥秩父

を主に歩いた。大学三年の時行った屋久島は再

度行きたい所であるが今だ実現していない。 

卒業後日本山岳会の事務局に就職し退職後、

会員となる。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年（平成２７年度）より、

支部事務局長を担当していま

す前田Ｆです。入会は１９７８

年６月、大学院に在籍中でした。その後当時の集

会委員会で活動、四番町のルームに入り浸り、カ

ンチの登山隊にもかかわり、ルームの代理職員

をやっていました。栃木に来てから３０年、支部

にかかわるとは思ってもみませんでした。よろ

しくお願いします。写真はアメリカ駐在中に登

ったＭｔ．ホイットニー山頂での自己撮りです。 

 

 

 

栃木県の教員に採用され、高

体連登山部で沢山の山仲間と

出会うことができ、学生時代に

は夢であったヒマラヤにも行

くことができました。また、山岳部の生徒と登っ

た山行は楽しい思い出になっている。５年前に

退職し、晴山雨読の生活を夢見、読むべき本も大

量に買いだめしていましたが、地域の役職やら

非常勤講師を頼まれ、現役の時よりは忙しい毎

日を送っております。今後体力に応じた山登り

を楽しんでいきたいと思っています。 

 

 

私は、昭和 55 年 10 月第 35

回栃の葉国体を機に、元栃木県

山岳連盟会長渡辺宏之氏の紹

介により日本山岳会に入会し

て、今日に至る。はや 36 年が経過するが、栃木

支部に何らかの貢献ができない状況で申し訳あ

りません。 

 実は栃木県山岳連盟の役員を長期に至り任命

され、40 代で国体強化コーチを務め、第 34 回

宮崎国体と第 35 回栃の葉国体で成年男子の監

7914  渡邉 雄二 

8282  上野川 孝一 

8383  前田 洋子 

7973  坂口 三郎 

8386  牛窪 光政 

8432  前田 文彦 

9265  石澤 好文 

9267  臼田 徳雄 



督に選任され、特に栃の葉国体で県代表として

県民の期待を背負い、長期間の強化合宿の成果

で、種別１位となり、本県成男・成女・少男・少

女と共に天皇杯・皇后杯を獲得。 

50 代では、平成 10 年、立山連峰での中高年

登山者の多量遭難事故が発生し、社会問題とな

った。このため日本山岳協会から各県山岳連盟

に対して、未組織の中高年登山者への指導と組

織の要請があり、平成２年に中高年登山委員会

を発足させ、具体的な活動を始める。 

登山は、危険な状況にもなる自然が相手であ

るにもかかわらず、中高年登山者は基礎知識・技

術・体力・経験が不足していることから、正しい

判断ができずに遭難事故が急増した。 

そこで日本体育協会公認スポーツ指導員の資

格を活用して、安全登山教室を開催。読図・気候

・装備・食料・応急手当などの知識を、実技では

歩行・読図・観天望気・自然保護・マナーなどを

指導、引き続き安全登山を続けるため、クラブ設

立を終了者に呼びかけ、委員会でクラブ運営を

支援する条件で、栃木ビスタ―リークラブとラ

リグラスＨＣが設立される。月２回の山行には

指導員 12 名が交代で実技指導に当たり、20 年

間遭難事故ゼロ達成。60 代では長年の登山活動

の成果として、日本百名山を完登することを、定

年後の目標にし、未踏 30 座を３年計画で達成す

べく仲間を募り、愛好会を設立し、２年間で 28

座を登頂し、平成 13 年７月恵那山、８月５日北

アルプス最奥の水晶岳を 65 歳で百名山を完登。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○昭和 16年東京都新宿区生れ○

疎開で益子町に移住 

○出身学校 真岡高校､法政大学 

○所属団体 日本山岳会アルパイ 

      ンフォトクラプ 

      日本ワンダーフォーゲル会 

      日本風景写真協会 

     法政体育会ワンダーフォーゲル倶楽部 

○好きな山「筑波山」現在 130回登頂 

 

 

 

 

 

山岳会の 100 周年記念の時、

ちょうど栃木に居を移したと

きで「栃木には行く山がない」

と栃木知らずの私が自己紹介すると、「なにを言

ってますか、いい山沢山あるじゃないですか」と

怒られたように言われ、ハッと我に返った。以後

百名山の本を参考に登り始めた。驚いたのは樹

々の花の美しさ！濃いピンクのまるいアカヤシ

オ、心が洗われていくシロヤシオだった。 

下野の百名山を登ってみる いつの間にか追

いかけている。    景子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な仕事：  

農林業・黒羽文化協会会長 

 黒羽芭蕉の里全国俳句大会 

実行委員長 

 山暦俳句会同人会長・余瀬俳句会代表 

 「おくのほそ道」を歩く旅の会講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9307  佐藤 清衛 

9350  山本 武志 

9642  金田 利夫 

10416  上田 景子 

10459  仙石 富英 

10885  蓮實 淳夫 

10909  中村 靖弘 

11381  関根 和男 

11402  渡辺  剛 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『私のロングトレイル』 

50代の日本アルプス横断登山

(新潟県親不知海岸～静岡県静

波海岸)･･･登山回数 20 回、44泊 64日･･･が契機

となり、62 歳の時に日本山岳ガイド協会の正会

員(所属は片品山岳ガイド協会)。無積雪期の尾

瀬周辺の山地登山ガイドをしながら登山してい

る。現在のテーマは「太平洋から日本海へ」。コ

ースは、三保の松原～富士山～八ヶ岳縦走～徳

本峠～槍ヶ岳～読売新道～黒部ダム～東一の越

～美女平～富山湾。登山には出会いがあり、発見

があり、驚きがある。いつも前向きに生きていく

勇気をもらっている。 

 

 

 

 

 

 

 

栃木支部発足時に入会して

10年目に入りました。山登りを

本格的に始めたのは大学で山岳部に入ってから

でしたが、山に関わりを持つようになった原点

は、父に連れられて登った那須や塩原の山にあ

ったようです。幼少の頃、父に連れられてスキー

場に行くと、父のザックから首だけ出して父を

待っていたようですし、キノコとりや松の実拾

いなどでも山に行った記憶があります。そのど

れもが楽しい思い出となっており、大学での山

登りにつながっていったのかもしれません。 

 高校教員となってからは、山好きな生徒にも

恵まれて、赴任先の高校で山岳部をつくること

ができました。宇都宮南高校と大田原高校です。

ともに生徒に恵まれて、毎年かなりの日数山に

入ることができました。なにしろ生徒を引率す

るので出張で山に行けるのですから、山好きに

とってはこれほど魅力的な環境はありません。

宇都宮南高校には山岳部の前身として野外活動

研究部があり、そこで毎回山に行っていたのが

佐藤栄一くん(宇都宮市長)、大田原高校で山の

中でもうけねらいでアホなことをしていたのが

益子卓郎くん(Ｕ字工事)でした。 

 しかし生徒を引率するということは大変な責

任を負うことになり、それは必然的に生徒より

も引率顧問自身が常に体力・気力・技術・経験向

上を目指してトレーニングすることが要求され

ることになります。そのために在職中は顧問同

士の山行も多くあり、その一環として海外遠征

にも４回ほど参加する機会を得たのは幸甚でし

た。多くの山仲間を得た高体連登山部での活動

でした。 

 父の死後、寺の住職を継職しましたが、両立が

困難となり平成 16年３月に高校教員を退職しま

した。途端に山に行く機会は全くなくなりまし

た。山にイ・キ・タ・イ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12466  長 百合子 

12503  菱田 克彦 

13906  吉田 春彦 

14419  斎藤  隆 

14438  神島 仁誓 

14475  北見 正光 

14510  桑野 正光 

14483  東  和之 



 

 

共通一次世代で、就職当時は

今の「ゆとり世代」と同じよう

に「新人類」と揶揄嘲弄されて

いた。が、時は流れ、最近は年寄りキャラがしっ

くり馴染み、定年退職までの数年間、如何に有意

義に過ごすかを考えている。春は山スキー、夏は

沢登り、秋はツーリング、冬はスキーを楽しんで

いる。旧車のハーレーとポルシェの維持に手を

焼いている。妻子あり。栃木山岳会所属。 

 

 

 

 学生時代に登山を始め、現在

に至るまで、その時々の仕事や

家庭の状況などに応じて継続し

てきました。今は日帰りで、地元

栃木を中心に、目立たなくとも静かな山を探し

歩いています。今後も、奥日光や那須でのクリー

ンキャンペーン、コンセーレ（栃木県青年会館）

での講演会や映画会など、日本山岳会栃木支部

の様々な活動に参加することで、これまで自分

を育ててくれた山に恩返しがしたいと思ってい

ます。 

 

 

 

 私の山の始まりは、高校山岳

部で初めて参加した日光の黒桧

・社山を会場で開かれた高体連

登山部の大会でした。登る大変

さに負けそうになりながらも、それを乗り越え

ると、新たな世界が広がる楽しみを感じたこと

を覚えています。その時から時間は流れてきま

したが、その当時の恩師がいるこの会で、その当

時の気持ちと変わらず、未だにまだ見ぬ世界に

心を躍らせて、自分なりの山を楽しみたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 1952年生まれ（64才） 

（経歴） 1970年 初登山は磐

梯山、高 3の夏休み桑野会員(恩

師)を説得し、２泊３日の尾瀬・

燧ケ岳 40 名の団体登山（卒業イベント）を実施

してから山に憧れる。1972年の剣岳以降、27 年

間。山とは無縁の会社人間を貫く。1999 年コン

セーレ生涯学習セミナーで安全登山を目的とし

たハイキング講座開設、桑野会員とともに 2012

年の退職まで運営に携わる。 

2013 年 講座修了生から招請され楽しいハイ

キング同好会（ACC）を発足、代表世話人として

現在に至る。この年より毎年、北海道遠征登山（7

泊 8 日）を始める。 

2016 年 日本百名山踏破を目指す会員 16 名

で、北海道 3 座、東北越４座、北アルプスの 6 座

に登る。 

《資 格》 日体協山岳指導員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14536  後藤  尚 

14529  麦倉 常冶 

14527  稲葉 昌弘 

14518  猿山  浩 

14674  船村 徹 

14667  増渕 仁一 

14656  石井シモ子 

14650  早川 和子 

14626  内間  茂 



 

 

日本山岳会栃木支部に入会

して７年目、その間いろいろな

想い出ができました。その中で

も一番印象深いことは、平成２

７年７月１９日、第４回親子登山教室の一コマ

です。小学生１０人、保護者８人が参加し、登山

初めての方も太郎山新薙コースに挑戦です。ロ

ープが固定された岩場が続く急登や、ガレ場を

トラバースする危険な箇所があり、健脚向けの

コースです。参加者の皆さんは登山教室の良い

ところで、ライバル心や迷惑をかけないように

と頑張り、普段の力以上を発揮し、全員無事登頂

できました。しかし、下山こそ要注意です。小学

２年生と３年生の５人に対して、一人一人に指

導員がつき、滑落や落石に備え、安全確保をしな

がら、慎重に下山しました。この時、山男達の素

晴らしさを実感するとともに、遙か昔のことが

脳裏に甦りました。高校生の時山岳部に所属し、

度々困難な状況に陥り、顧問の先生方に何度も

助けられてきたことです。また、登山を通した１

泊２日の経験で、参加者の成長を見守ることが

できたことも、うれしいことでした。素晴らしい

経験をさせていただき感謝申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

10周年おめでとう。私も 65歳

で山を登り始め、10 年になりま

した。以前、昭和 37 年に宇都宮

山岳会に入会し、坂口さんと出

合い、山のいろはの指導を受け、春夏秋冬の山、

群馬・栃木の県境の山々のルート開発をしまし

た。結婚後は仕事一筋でしたが、65 歳になって

これからはと思った時、自分には山登りがある

と気づき、山登りを始めました。そして坂口さん

と再会し、日本山岳会栃木支部を紹介されて入

会。現在はマスターズを主に、自主山行を楽しん

でいます。 

 

 

 

大田原高校山岳部に入部し、

神島仁誓先生のご指導のもと登

山を始める。高校・大学と競技登

山にも参加する傍ら、マロニエ

アルパインクラブにも所属し、1993 年チベット

のニンチンカンサ峰の遠征隊に参加。佐藤清衛

先生をはじめ沢山の素晴らしい山男に出会って

本当の？山の楽しさを知る。就職後は少し山か

ら遠ざかっていたが、渡邉支部長のご配慮で日

本山岳会の会員として今に至る。 

 

 

 

 

鹿沼東高校山岳部に入部し、

登山の基礎を教えてもらいま

した。卒業後は、国体の OBで作

ったマロニエアルパインクラ

ブや、当時勤務していた宇都宮市冒険活動セン

ターの仲間と、主に栃木県内の山に登っていま

した。現在は自転車（ロードバイク）に乗って、

地元鹿沼の富士山や、古賀志山や日光や那須の

山道を走っています。徒歩でも自転車でも、山を

登るのが昔も今も大好きです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2016 年 7 月に入会致しまし

た。宇都宮出身で 1977 年以降

は東北・北海道など県外に在住

し、アウトドアライフは沢釣り・スキー・ダイビ

ングが中心でしたが、山・沢や花の撮影をしなが

14679  仲畠 正子 

14681  吉澤 照子 

15456  青山 孝雄 

15625  村田 美代 

15384  君島 敏明 

15212  深谷 篤志 

15382  深谷 優子 

14721  鈴木 清一 

16048 坂口 直孝 



らの幕営山行を 2004年から始め、北海道を中心

に時折日本アルプスに登るようになりました。

今後は関東甲信の山々に広く親しんでいきたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と思っています。今春の帰郷を機に基礎体力の

維持・向上を目指し、ロードバイクを始めまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○４月 25 日ネパール中部で大規模な地震が

発生し、数千人が負傷し、死者も近隣諸国

を合わせると 2500 人を越えているそうで

す。 

〇もう 46 年も前になる話ですが、横浜から

カトマンズへ海路と陸路をたどってのネ

パール旅を綴ってみます。 

〇ネパールには日本の江戸時代の徳川家と

同じように、将軍家としてのラナ家があっ

たそうです。1951 年ラナ将軍家の支配が終

わり、トリブバン国王が即位して王政復古

がなりました。日本と似ているところがあ

るのも面白いものです。 

〇1969 年 10 月フランス郵船で横浜港を後に

して、香港・バンコク・シンガポール・セ

イロン(現スリランカ)に寄港しながら、20

日間の船旅の末、インドのボンベイ(現ム

ンバイ)に着きました。 

〇船中には色々な人種の人がいて船旅を楽

しむことができました。寄港する前夜には

ダンスパーティが開かれましたが、山ばか

りやっていてはだめだと思って学生時代

最後にダンスを習っていたお陰で、いろい

ろな国の女性を相手に踊ることができた

のは旅の良い慰めとなりました。 

〇バンコクに寄港した時には、すぐに親切な

現地人が現れて市内の観光地を案内して

くれたのですが、最後に法外な案内料を請

求されて騙されたのがわかったものでし

た。この教訓が以後の海外生活に大いに役

だったのを考えると、かえってこれはよい

経験だったのかもしれません。 

〇ボンベイのジュフウ海岸に行った時には、

英国のエヴェレスト隊がここで海水浴を 

した記録を読んでいたので、流石にヒマラ

ヤに慣れている連中だと感心したのを思

い出したことでした。 

〇ボンベイ駅はイギリス風の造りが見事で

した。ここで切符を購入した時に、「英語

もヒンディー語もわからないようだがこ

の先大丈夫なのか」と女性の係官の目つき

がそう語っていました。案の定、汽車での

旅は苦労が毎日続くことになりました。 

〇汽車の乗り換えがまた一苦労でした。エヴ

ェレスト隊が立ち寄り、川口慧海がネパー

ル語を学んでいた場所がスゴリ駅ですが、

ここで乗り換えの時間があったので、付近

の写真を撮っていたところ、警察に捕まっ

てパスポートを取り上げられることにな

りました。仕方ないので、カメラからフィ

ルムを抜き出し感光させて、その上始末書

を書かされて何とか無事放免となりまし

た。 

〇汽車の旅も何とか終わり、インド側の国境

の街ラクソールを馬車で通過して、やっと

カトマンズ行きのバスに乗ることができ

ました。とはいうものの、インド国内で大

いに飲み食いしたのが原因で物凄い下痢

になり、体調の悪い状態でカトマンズ入り

をしたことになります。それでもバスでダ

マン峠を越えた時には、遙か彼方に白い山

々が見えてきて、やっとここまで来たかと

身体が震えるほどの感慨に浸ったもので

した。 

〇ネパール地震の映像を見て、一日も早い復

興を願いながら本稿をしたためました。 

山本武志会員『ネパール行回想』【2015(平成 27)年発行・第８号より】 



年度別支部役員一覧【各年度の総会終了時点での役員】

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

支部長 日下田 實 日下田 實 日下田 實 日下田 實 山野井武夫 山野井武夫 山野井武夫 山野井武夫 渡邉 雄二 渡邉 雄二

副支部長 山野井武夫 山野井武夫 山野井武夫 山野井武夫 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二

顧問 日下田 實 日下田 實 日下田 實 日下田 實 日下田 實 日下田 實

山野井武夫 山野井武夫

事務局長 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 前田 文彦 前田 文彦

委員 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫 小島 守夫

渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 渡邉 雄二 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦

前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文

石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 山本 武志 山本 武志 山本 武志 山本 武志 山本 武志 山本 武志

山本 武志 山本 武志 山本 武志 山本 武志 仙石 富英 仙石 富英 仙石 富英 仙石 富英 上田 景子 上田 景子

神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 仙石 富英 仙石 富英

神島 仁誓 神島 仁誓

監事 沖 允人 沖 允人 沖 允人 沖 允人 沖 允人 沖 允人 坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎

坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎 坂口 三郎 牛窪 光政 牛窪 光政 牛窪 光政 牛窪 光政

自然保護 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文

委員会 東 和之 東 和之 東 和之 東 和之 東 和之 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫 蓮實 淳夫

東 和之 東 和之 東 和之 東 和之 東 和之

山の日 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩

委員会 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　

事業 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治

委員会 前田 文彦 石澤 好文 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦 前田 文彦

石澤 好文 上田 景子 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文 石澤 好文

仙石 富英 仙石 富英 上田 景子 上田 景子 上田 景子 上田 景子 上田 景子

神島 仁誓 神島 仁誓 仙石 富英 仙石 富英 仙石 富英 仙石 富英 仙石 富英

猿山 浩 猿山 浩 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓 神島 仁誓

稲葉昌弘 稲葉昌弘 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩 猿山 浩

後藤 尚　 後藤 尚　 稲葉昌弘 稲葉昌弘 稲葉昌弘 稲葉昌弘 稲葉昌弘

仲畠 正子 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　 後藤 尚　

仲畠 正子 仲畠 正子 仲畠 正子 仲畠 正子 仲畠 正子

YOUTH栃木 深谷 篤志 深谷 篤志 深谷 篤志 深谷 篤志

麦倉 常治 麦倉 常治 麦倉 常治

ﾏｽﾀｰｽﾞ 上田 景子 上田 景子

ｸﾗﾌﾞ 前田 洋子 前田 洋子

長 百合子 長 百合子



公益社団法人 日本山岳会栃木支部 規約 

 

平成２４年４月１日制定 

平成２６年４月一部改正 

平成２８年５月一部改正 

 

第１章  総則 

（名称） 

第１条 本支部は、公益社団法人日本山岳会栃木支部と称する。 

（事務所及び支部地域） 

第２条 本支部は、事務所を栃木県内に置く。 

２ 本支部の支部地域は、主として栃木県、茨城県及び群馬県の県域とする。 

 

第２章  目的及び事業 

（目的） 

第３条 本支部は、公益社団法人日本山岳会（以下「本会」という。）定款及び支部

に関する規程に基づき、定款第３条に定める活動を本会と一体として行うことを目的

とする。 

（事業） 

第４条 本支部は、前条の目的を達成するため、本会定款及び支部に関する規程に基づ

き、定款第４条に定める事業を行う。  

 

第３章 会員 

（支部会員） 

第５条 本支部の会員（以下「支部会員」という。）は、本会の会員であって、本支部の

目的に賛同し、本支部が定める会費（以下｢支部会費｣という。）を納める個人又は団体

とする。 

２ 本支部を退会しようとするときには、その旨を支部長に申し出るものとする。また、

本会定款（資格喪失）に該当した場合はその資格を失うものとする。 



第４章 役員等 

（役員） 

第６条 本支部に次の役員を置く。 

  支部長 １名  副支部長 １名  事務局長 １名  会計監事 ２名  

  委員 若干名   

２ 上記の他、必要に応じて顧問を置くことができる。 

（役員の職務） 

第７条 支部長は本支部を代表し、会務全般を総括する。 

２ 副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故ある時はこれを代行する。 

３ 事務局長は、事務及び会計を担当する。 

４ 会計監事は支部会計を監査し、総会に報告するほか委員会に出席し意見を述べること

ができる。 

５ 委員は委員会を構成し、総会の決議に従い本支部の活動を企画立案し、会務を処理執

行する。 

（役員の選任） 

第８条 役員は支部会員の中から選出し、総会にて承認を受けるものとする。 

２ 役員のうち支部長については、選任後、本会理事会の承認を求めなければならない。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は２年とし再任を妨げない。 

 

第５章 会議 

（支部総会） 

第１０条 支部長は、毎年１回以上支部総会を招集し、事業報告、会計報告、事業計画及

び予算の承認を得なければならない。 

２ 支部長は、前項記載の事項を支部総会終了後速やかに本会会長に報告しなければなら

ない。 

（委員会等） 

第１１条  委員会は、必要に応じて支部長が招集する。 

 



第６章 会計 

（経費） 

第１２条 本支部の運営に要する経費は、本会からの運営交付金及び事業補助金によるほ

か、補助金、助成金及び寄付金等をもって充当し、本会と一体的な会計処理を行うもの

とする。 

２ 支部長は、前項記載の内容を毎会計年度終了後 1 月以内に本会会長に報告しなければ

ならない。 

（支部会費） 

第１３条 本支部の支部会費は、年額３，０００円とし、毎年６月末日までに納めなけれ

ばならない。 

 但し、婚姻関係にある者が共に支部会員の場合は、いずれか１名の支部会費を免除す

る。  

（会計年度） 

第１４条 本支部の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第７章 解散 

（任意解散） 

第１５条 本支部は、支部会員現在数の３分の２以上の同意により解散することができ

る。 

（本会理事会の審議による解散） 

第１６条 本支部は、本会支部に関する規程第１５条の規定により解散する場合がある。 

 

第８章 規約の変更 

（規約の変更） 

第１７条 この規約は、総会において出席者の３分の２以上の決議によって変更すること

ができる。 

（重要事項の変更） 

第１８条 本支部の名称及び支部地域の変更等重要事項の変更については、本会理事会の

承認を得なければならない。 

 

附則 

１ この規約は、平成２４年４月１日より施行する。 

２ 一部改正（平成２６年４月） 

３ 一部改正（平成２８年５月２９日） 



 
祝 創立１０周年おめでとうございます 

 

         

企業の宿泊研修・各種大会等に最適… 
学生のスポーツ＆ゼミ合宿にお得で安心 

さらに、四季折々のお料理をお楽しみ下さい！         

 
（一般財団法人 栃木県青年会館）  

〒320-0066  宇都宮市駒生１丁目１番６号 

TEL ０２８(６２４)１４１７   FAX ０２８（６２４）１８４３ 

hｔｔｐ：//www.concere.jp  E-mail: info@concere.jp                          
大駐車場完備  ５００台収容 （無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.concere.jp/
mailto:info@concere.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 日本山岳会栃木支部創立１０周年 

おめでとうございます！！ 
真宗大谷派【本山：京都・東本願寺】藤田山圓光寺 

住職：神島仁誓(会員№14438) 

〒329-2755 栃木県那須塩原市西原町４－５ 

      ℡：0287-36-0476 FAX：0287-36-2965 

白根山頂直下にて記念撮影【栃木支部設立記念山行(2007年８月 19日)】 

立山カルデラ砂防博物館にて記念撮影【秋山山行(2014年９月 13日(土)】 



編集後記 

 栃木支部設立 10 周年を迎えるにあたり、支部

役員の中で記念事業準備委員会を立ち上げたの

が平成 27 年 11 月 29日の役員会でした。その後

何回かの役員会で決まったのは祝賀会の日程や

講演会の講師、あるいは記念支部報を発行する

ということだけでありました。今年度に入りよ

うやく実行委員会に移行したのは６月 12日の第

３回役員会で、それ以降は急ピッチで記念支部

報発行に向けての準備を進めて参りました。 

立ち上げが遅れたこともあって、会員の皆様

に依頼した原稿締切りまでの日数が限られてい

たわけですが、それにもかかわらず多くの会員

から寄稿していただきまして、曲がりなりにも

記念誌の体裁を整えることができました。まず

もって御礼申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集委員の力量不足で思うような記念誌がで

きたとはいえませんが、これまでの支部報を手

掛かりとして、支部 10 年の歩みを何とかまとめ

あげることができたかなと思っております。た

だし、支部報からできるだけ多くの方の文を引

用しようとしましたが、頁数にも制約があって

全ての方の玉稿を掲載できなかったことをお詫

びいたします。また森会員には、会報編集までの

手順を懇切丁寧にご指導いただきましたことに

感謝申し上げる次第です。 

誤字・脱字、事実誤認等の問題点も多々あろう

かと存じます。ご指摘いただければ幸いに存じ

ます。これで編集委員にも安寧の日々がおとず

れます。ホッ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０周年記念誌 

2016(平成 28)年 11 月 27 日発行 

発  行  (公社)日本山岳会栃木支部 

発 行 者  (公社)日本山岳会栃木支部創立 10 周年記念事業実行委員会 

      〒329-0434 栃木県下野市祇園 5-12-10 

              前田 文彦 方 

印刷製本  合資会社 永興社印刷所 

      〒321-0627 栃木県那須烏山市南 2-3-2 

(公社)日本山岳会栃木支部 

創立 10 周年記念誌編集委員会 

    委員長 神島 仁誓 

    委 員 石澤 好文 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


